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ブ
ラ
ジ
ル
の
簡
易
裁
判
所
（Juizado Especial

）
と	 

　

消
費
者
被
害
の
救
済

│
│
ポ
ル
ト
ア
レ
グ
レ
市
及
び
サ
ン
パ
ウ
ロ
市
に
お
け
る
聞
き
取
り
調
査
と
と
も
に
│
│

前　

田　

美　

千　

代

一　

は
じ
め
に

二　

簡
易
裁
判
所
制
度
の
漸
次
拡
充
と
消
費
者
事
件

三　

州
民
事
簡
易
裁
判
所
（Juizado Especial Cível Estadual: JEC

）
の
手
続
と
上
訴
制
度

四　

結
び
に
代
え
て

一　

は
じ
め
に

１　

消
費
者
被
害
と
救
済
制
度

　

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
の
統
計
に
よ
れ
ば
、
全
国
の
消
費
生
活
相
談
窓
口
に
寄
せ
ら
れ
る
消
費
者
相
談
は
年
間
約
九
〇
万
件
に
上
る（（
（

。

こ
れ
ら
の
救
済
の
選
択
肢
と
し
て
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
助
言
の
も
と
消
費
者
が
事
業
者
と
直
接
交
渉
す
る
「
自
主
交
渉
」、
消
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費
生
活
相
談
員
の
仲
介
に
よ
る
「
あ
っ
せ
ん
」、
及
び
、
事
業
者
団
体
、
弁
護
士
会
、
行
政（（
（

な
ど
が
運
営
す
る
「
Ａ
Ｄ
Ｒ
（
裁
判
外

紛
争
解
決
手
続
）」
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
強
制
力
を
伴
う
法
的
解
決
で
は
な
く
、
そ
も
そ
も
相
手
方
が
話
し
合
い
に
応
じ

な
い
場
合
や
深
刻
な
対
立
の
あ
る
事
案
は
、
裁
判
所
を
利
用
す
る
ほ
か
な
く
、
民
事
訴
訟
法
に
定
め
ら
れ
た
手
続
に
従
っ
て
「
訴

訟
」
を
行
う
こ
と
が
有
効
な
法
的
選
択
肢
と
な
る（（
（

。

　

裁
判
所
を
利
用
し
た
消
費
者
被
害
の
救
済
手
段
と
し
て
、「
訴
訟
」
と
い
う
選
択
肢
が
確
定
判
決
を
得
て
強
制
執
行
が
で
き
る
極

め
て
強
力
な
被
害
救
済
の
最
後
の
砦
で
あ
り
な
が
ら
、
従
来
型
の
個
別
的
救
済
は
、
消
費
者
被
害
の
法
的
救
済
手
段
と
し
て
十
分
と

は
い
え
な
い
状
況
に
あ
っ
た
。
個
別
的
救
済
と
し
て
は
、「
訴
訟
」
手
続
の
専
門
家
で
あ
る
弁
護
士
に
報
酬
を
支
払
っ
て
依
頼
す
る

ほ
か
、
六
〇
万
円
以
下
の
金
銭
支
払
い
に
限
り
、
一
回
の
期
日
で
審
理
を
終
え
て
判
決
す
る
こ
と
を
原
則
と
す
る
「
少
額
訴
訟
手

続
」
が
制
度
化
さ
れ
て
い
る
（
民
事
訴
訟
法
三
六
八
条
以
下（

（
（

）。
後
者
は
、
消
費
者
被
害
の
よ
う
に
そ
も
そ
も
請
求
額
が
少
額
の
た
め
、

弁
護
士
費
用
を
か
け
れ
ば
費
用
倒
れ
と
な
る
場
合
に
簡
易
迅
速
な
救
済
を
実
現
す
る
有
効
な
手
段
で
あ
る
が
、
金
額
が
限
定
さ
れ
て

い
る
こ
と
や
消
費
者
自
身
が
訴
訟
手
続
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
あ
ま
り
利
用
が
進
ん
で
い
な
い
実
態
が
あ
る（

（
（

。
そ
こ
で
、

集
団
的
救
済
と
し
て
、
二
〇
〇
六
年
か
ら
消
費
者
団
体
訴
訟
制
度
（
差
止
請
求
権
）
が
導
入
さ
れ
、
ま
た
二
〇
一
六
年
一
〇
月
か
ら

施
行
さ
れ
た
消
費
者
裁
判
手
続
特
例
法
で
は
、
消
費
者
の
負
担
を
最
小
限
と
し
た
損
害
賠
償
の
集
団
的
救
済
の
仕
組
み
を
実
現
し
た（（
（

。

２　

本
稿
の
問
題
意
識

　

消
費
者
裁
判
手
続
特
例
法
の
制
度
が
、
一
九
九
〇
年
ブ
ラ
ジ
ル
消
費
者
保
護
法
典
の
同
種
個
別
的
利
益
（interesses individuais 

hom
ogêneos

）
保
護
の
た
め
の
集
団
訴
訟
制
度
（
八
一
条
補
項
三
号
及
び
九
一
条
～
一
〇
〇
条
）
を
参
考
と
し
、
二
段
階
型
の
訴
訟
手

続
や
特
殊
な
判
決
効
拡
張
制
度
を
採
用
し
た
こ
と
は
良
く
知
ら
れ
て
い
る（（
（

。
わ
が
国
の
制
度
は
ま
だ
施
行
さ
れ
て
間
も
な
い
こ
と
や

適
用
範
囲
の
限
定
な
ど
で
、
同
法
に
基
づ
く
訴
訟
は
未
だ
提
起
さ
れ
て
い
な
い
が
、
本
国
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
約
三
〇
年
の
集
団
訴
訟
実
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務
の
中
で
多
く
の
事
例
が
集
積
し
て
い
る
。
た
だ
、
ブ
ラ
ジ
ル
に
お
い
て
も
、
消
費
者
被
害
の
救
済
制
度
と
し
て
、
交
渉
型
・
強
制

型
、
個
別
型
・
集
団
型
の
様
々
な
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
用
意
さ
れ
て
お
り
、
差
止
請
求
は
と
も
か
く
損
害
賠
償
請
求
に
つ
い
て
は
集
団
訴

訟
が
唯
一
の
選
択
肢
で
も
な
け
れ
ば
効
率
的
に
有
効
な
選
択
肢
と
は
い
え
な
い
場
合
も
あ
ろ
う
。
実
際
、
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
、
集
団
訴

訟
制
度
そ
の
も
の
の
改
良
と
並
ん
で
、
個
別
・
集
団
を
問
わ
ず
交
渉
型
救
済
制
度
の
充
実
が
目
指
さ
れ
て
お
り（（
（

、
二
〇
一
五
年
新
民

事
訴
訟
法
典
で
は
明
文
規
定
も
設
け
ら
れ
た
（
三
条
三
項（

（
（

）。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
被
害
救
済
を
求
め
る
個
別
消
費
者
の
行
動
原

理
と
訴
訟
活
動
に
着
目
し
つ
つ
、
本
国
ブ
ラ
ジ
ル
に
お
け
る
消
費
者
被
害
救
済
制
度
の
全
体
像
を
俯
瞰
し
て
、
集
団
訴
訟
制
度
を
相

対
化
す
る
こ
と
を
試
み
た
。
と
は
い
え
、
民
事
訴
訟
法
の
専
門
家
で
な
い
筆
者
が
取
り
組
む
に
は
力
不
足
の
感
が
否
め
ず
、
多
く
の

批
判
を
受
け
て
自
ら
ブ
ラ
ジ
ル
法
を
さ
ら
に
深
く
知
る
機
会
と
な
る
こ
と
を
願
う
次
第
で
あ
る
。

３　

司
法
統
計
か
ら
見
る
ブ
ラ
ジ
ル
の
消
費
者
事
件
と
受
訴
裁
判
所

　

ブ
ラ
ジ
ル
司
法
調
査
セ
ン
タ
ー
（Centro Brasileiro de Estudos e　

Pesquisas Judiciais: CEBEPEJ

）
に
よ
る
司
法
統
計
で

は
、
連
邦
高
等
司
法
裁
判
所
（Superior T

ribunal de Justiça: ST
J

（
（（
（

）
及
び
司
法
権
（Poder Judiciário

）
全
体（

（（
（

と
と
も
に
、
第
二

審
裁
判
所
全
体
、
第
一
審
裁
判
所
全
体
、
簡
易
裁
判
所
専
属
第
二
審
に
あ
た
る
上
訴
機
関
（T

urm
a Recursal

）
全
体（（（
（

、
簡
易
裁
判

所
全
体
、
並
び
に
、
州
裁
判
所
全
体
、
州
第
二
審
裁
判
所
全
体
、
州
第
一
審
裁
判
所
全
体
、
州
上
訴
機
関
全
体
、
州
簡
易
裁
判
所
全

体
と
い
っ
た
裁
判
所
別（（（
（

、
か
つ
、
労
働
法
、
民
法
、
消
費
者
法
、
租
税
法
、
社
会
保
障
法
、
労
働
民
事
手
続
法
、
刑
法
、
行
政
法
等

の
法
分
野
別
の
訴
訟
件
数
上
位
グ
ラ
フ
が
公
表
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
グ
ラ
フ
の
比
較
対
照
か
ら
読
み
取
れ
る
注
目
す
べ
き
事
実
は
、
消
費
者
事
件
を
取
り
扱
う
こ
と
が
多
い
州
裁
判
所
の
中

で
も
、
と
り
わ
け
州
簡
易
裁
判
所
及
び
そ
の
専
属
の
上
訴
機
関
に
係
属
す
る
消
費
者
事
件
が
相
当
の
割
合
で
存
在
す
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
州
裁
判
所
を
取
り
扱
う
既
述
の
五
つ
の
グ
ラ
フ
の
中
で
、
ラ
ン
ク
イ
ン
し
て
い
る
消
費
者
法
分
野
の
総
計
で
は
、
州
簡
易
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裁
判
所
の
グ
ラ
フ
が
最
多
の
割
合
（
三
一
・
一
一
％
）
を
示
し（（（
（

、
こ
れ
に
続
い
て
僅
差
で
二
番
手
と
な
る
の
が
州
簡
易
裁
判
所
の
第

二
審
に
あ
た
る
州
上
訴
機
関
（
三
〇
・
八
三
％
）
で
あ
り（（（
（

、
通
常
裁
判
所
の
控
訴
審
で
州
内
最
終
審
と
な
る
州
第
二
審
裁
判
所
の
グ

ラ
フ
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
て
い
る
消
費
者
法
分
野
の
総
計
割
合
（
一
三
％（

（（
（

）
と
比
べ
二
〇
ポ
イ
ン
ト
近
く
上
回
っ
て
い
る
。
そ
し
て
ま

た
、
州
簡
易
裁
判
所
と
そ
の
第
二
審
の
州
上
訴
機
関
と
も
に
ほ
ぼ
同
割
合
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
多
く
が
上
訴
さ
れ
て
お
り
、
簡
易
迅

速
な
救
済
が
実
現
さ
れ
て
い
な
い
実
状
も
う
か
が
え
る
。

４　

州
簡
易
裁
判
所
及
び
セ
ジ
ュ
ス
キ
（C

EJU
SC

）
へ
の
訪
問
調
査

　

筆
者
は
二
〇
一
七
年
七
月
に
ブ
ラ
ジ
ル
へ
渡
航
し
、
リ
オ
・
グ
ラ
ン
ヂ
・
ド
・
ス
ー
ル
州
の
州
都
ポ
ル
ト
ア
レ
グ
レ
市
及
び
サ
ン

パ
ウ
ロ
州
の
州
都
サ
ン
パ
ウ
ロ
市
に
お
い
て
、
州
簡
易
裁
判
所
及
び
行
政
型
Ａ
Ｄ
Ｒ
機
関
の
セ
ジ
ュ
ス
キ
（Centro Judiciário de 

Solução de Conflitos e Cidadania: CEJU
SC

）
を
訪
問
し（（（
（

、
担
当
判
事
や
関
係
者
に
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
た
。
本
稿
は
、
リ

オ
・
グ
ラ
ン
ヂ
・
ド
・
ス
ー
ル
州
裁
判
所
の
ク
ラ
リ
ッ
サ
・
コ
ス
タ
・
ヂ
・
リ
マ
（Clarissa Costa de Lim

a

）
判
事
及
び
カ
レ

ン
・
リ
ッ
ク
・
ダ
ニ
レ
ヴ
ィ
ク
ズ
・
ベ
ル
ト
ン
セ
ロ
（K

áren Rick D
anilevicz Bertoncello

）
判
事
、
並
び
に
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
州

簡
易
裁
判
所
ピ
ニ
ェ
イ
ロ
ス
支
部
の
ク
ラ
ウ
ヂ
ア
・
ト
メ
・
ト
ニ
（Cláudia T

hom
é T

oni

）
判
事
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
か
ら

得
ら
れ
た
知
見
を
含
む
も
の
で
あ
る
。

　

サ
ン
パ
ウ
ロ
州
簡
易
裁
判
所
ピ
ニ
ェ
イ
ロ
ス
支
部
は
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
市
内
に
二
九
あ
る
州
簡
易
裁
判
所
の
一
つ
で
あ
り（（（
（

、
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
に
応
じ
た
ク
ラ
ウ
ヂ
ア
・
ト
ニ
判
事
は
消
費
者
事
件
を
含
む
民
事
部
門
の
統
括
責
任
者
で
あ
る
。
同
支
部
で
は
、
裁
判
所
書

記
部
（cartório

）
に
一
三
名
の
専
任
書
記
官
、
四
名
の
大
学
法
学
部
生
の
研
修
生
及
び
五
名
の
高
校
生
の
研
修
生
が
配
属
さ
れ
て

い
る
。
法
学
部
生
の
研
修
生
は
訴
え
（pedido

）
の
書
面
作
成
な
ど
法
的
業
務
に
従
事
し
て
い
る
が
、
高
校
生
の
研
修
生
は
主
に
カ

ウ
ン
タ
ー
（balcão

）
で
の
応
対（（（
（

な
ど
非
専
門
的
な
業
務
に
従
事
し
て
い
る
。
同
支
部
で
は
、
月
平
均
、
約
三
五
〇
件
を
民
事
、
刑
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事
等
の
各
部
門
に
振
り
分
け
て
担
当
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

二　

簡
易
裁
判
所
制
度
の
漸
次
拡
充
と
消
費
者
事
件

１　

現
行
の
簡
易
裁
判
所
制
度

　
（
一
）　

州
民
事
・
刑
事
簡
易
裁
判
所
、
連
邦
民
事
・
刑
事
簡
易
裁
判
所
及
び
税
務
簡
易
裁
判
所

　

ブ
ラ
ジ
ル
の
簡
易
裁
判
所
（Juizados Especiais

）
は
、
一
九
八
八
年
連
邦
憲
法
九
八
条
Ⅰ
号
の
規
定
を
受
け
て（（（
（

、
一
九
九
五
年

九
月
二
六
日
の
法
律
第
九
〇
九
九
号
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
組
織
で
あ
る
。
こ
の
法
律
で
は
、
一
条
で
「
民
事
及
び
刑
事
の
簡
易
裁
判

所
は
…
…
調
停
（conciliação

）、
訴
訟
手
続
（processo

）、
裁
判
（julgam

ento

）
及
び
執
行
（execução

）
の
た
め
に
、
連
邦
直
轄

区
に
お
い
て
は
連
邦
（U

nião

）、
並
び
に
州
（Estados

）
に
よ
り
設
置
さ
れ
る
」
と
定
め
る
と
お
り
、
州
の
民
事
簡
易
裁
判
所

（Juizado Especial Cível: JEC

）
及
び
刑
事
簡
易
裁
判
所
（Juizado Especial Crim

inal: JECRIM

）
に
関
し
て
規
律
す
る
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
は
、
連
邦
制
の
も
と
で
、
連
邦
、
州
の
二
元
的
な
裁
判
所
制
度
を
採
用
し
て
い
る
が（（（
（

、
一
九
九
九
年
の
連
邦
憲
法
修
正

第
二
二
号
を
受
け
て
成
立
し
た
二
〇
〇
一
年
七
月
一
六
日
の
法
律
第
一
〇
二
五
九
号
で
、
新
た
に
、
連
邦
裁
判
所
に
お
け
る
民
事
及

び
刑
事
の
簡
易
裁
判
所
の
設
置
が
定
め
ら
れ
、
州
裁
判
所
と
連
邦
裁
判
所
の
管
轄
権
の
区
分
（
連
邦
憲
法
一
〇
九
条
参
照（

（（
（

）
に
対
応

す
る
形
で
、
州
簡
易
裁
判
所
（Juizado Especial Estadual: JEE
）
と
連
邦
簡
易
裁
判
所
（Juizado Especial Federal: JEF

）
の

管
轄
権
の
分
担
が
確
立
さ
れ
た
。

　

続
い
て
、
二
〇
〇
九
年
一
二
月
二
二
日
の
法
律
第
一
二
一
五
三
号
に
よ
り
、
州
、
連
邦
直
轄
区
及
び
市
町
村
に
お
け
る
税
務
簡
易

裁
判
所
（Juizado Especial da Fazenda Pública: JEFP

）
の
設
置
が
定
め
ら
れ
た
。

　

連
邦
民
事
簡
易
裁
判
所
（
二
〇
〇
一
年
法
第
一
〇
二
五
九
号
三
条
本
文
）
及
び
税
務
簡
易
裁
判
所
（
二
〇
〇
九
年
法
第
一
二
一
五
三
号
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二
条
本
文
）
の
事
物
管
轄
に
つ
い
て
、
両
者
と
も
訴
額
が
最
低
賃
金
の
六
〇
倍
以
下
の
事
件
と
さ
れ（（（
（

、
訴
額
が
絶
対
的
要
件
と
な
っ

て
い
る
の
に
対
し
、
州
民
事
簡
易
裁
判
所
の
事
物
管
轄
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
訴
額
が
重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
で
は
あ
る

も
の
の
絶
対
的
要
件
で
は
な
い
。

　
（
二
）　

簡
易
裁
判
所
の
地
域
的
特
殊
性

　

連
邦
憲
法
二
四
条
Ｘ
号
で
は
、
連
邦
、
州
及
び
連
邦
直
轄
区
の
立
法
権
に
属
す
る
事
項
と
し
て
、「
少
額
裁
判
所
の
設
置
、
機
能

及
び
訴
訟
」
と
定
め
る
と
と
も
に
、
一
九
九
五
年
簡
易
裁
判
所
法
（
第
九
〇
九
九
号
）
九
三
条
で
も
「
州
法
が
、
民
事
及
び
刑
事
の

簡
易
裁
判
所
制
度
、
そ
の
組
織
、
構
成
及
び
管
轄
に
つ
い
て
規
律
す
る
」
と
定
め
て
い
る
た
め
、
簡
易
裁
判
所
の
あ
り
方
に
つ
い
て

は
州
ご
と
に
多
少
の
ば
ら
つ
き
が
あ
る
。

　

サ
ン
パ
ウ
ロ
州
、
リ
オ
・
デ
・
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
州
、
連
邦
直
轄
区
（
ブ
ラ
ジ
リ
ア
）
な
ど
の
空
港
に
は
空
港
簡
易
裁
判
所
（Juizado 

Especial A
eroporto

）
が
設
置
さ
れ
て
お
り（（（
（

、
便
の
遅
延
や
キ
ャ
ン
セ
ル
、
オ
ー
バ
ー
ブ
ッ
キ
ン
グ
、
預
け
荷
物
等
の
ト
ラ
ブ
ル
に

対
応
し
て
い
る
。
航
空
会
社
は
プ
ロ
コ
ン
（
わ
が
国
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
類
似
す
る
公
的
機
関
）
に
寄
せ
ら
れ
る
苦
情
相
談
の
常

連
で
あ
る
と
と
も
に（（（
（

、
航
空
会
社
を
相
手
取
っ
た
全
国
規
模
の
消
費
者
集
団
訴
訟
が
提
起
さ
れ
て
い
る（（（
（

。
こ
う
し
て
、
空
港
簡
易
裁

判
所
の
設
置
は
消
費
者
被
害
救
済
と
深
い
関
係
を
有
す
る
。

　

ま
た
、
主
と
し
て
サ
ッ
カ
ー
の
試
合
中
や
そ
の
前
後
に
生
じ
る
ス
ポ
ー
ツ
・
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
関
連
の
民
事
・
刑
事
事
件
を
取
り

扱
う
サ
ポ
ー
タ
ー
簡
易
裁
判
所
（Juizado Especial T

orcedor
）
が
設
置
さ
れ
て
い
る
州
も
あ
る
（
パ
ラ
ナ
ー
州
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
、

リ
オ
・
デ
・
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
州
、
ペ
ル
ナ
ン
ブ
コ
州
な
ど
）。
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
で
生
じ
る
乱
闘
事
件
の
対
応
の
み
な
ら
ず
、
二
〇
〇

三
年
に
制
定
さ
れ
た
サ
ポ
ー
タ
ー
保
護
法
（Estatuto de D

efesa do T
orcedor

）
の
下
で
、
消
費
者
た
る
サ
ポ
ー
タ
ー
の
権
利
保

障
も
そ
の
目
的
と
さ
れ
て
い
る（（（
（

。
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よ
り
直
接
的
に
、
消
費
者
事
件
に
特
化
し
た
簡
易
裁
判
所
を
民
事
簡
易
裁
判
所
と
は
別
に
設
置
し
て
い
る
州
も
あ
る
。
マ
ラ
ニ
ャ

オ
州
の
民
事
・
消
費
関
係
簡
易
裁
判
所
（Juizado Especial Cível e das Relações de Consum

o

）
や
ペ
ル
ナ
ン
ブ
コ
州
の
消
費
関

係
簡
易
裁
判
所
（Juizado Especial das Relações de Consum

o

）
が
こ
れ
に
該
当
す
る
。

　
（
三
）　

巡
回
簡
易
裁
判
所
（Juizados Especiais Itinerantes

）

　
（
１
）　

二
〇
〇
四
年
連
邦
憲
法
修
正
第
四
五
号
│
│
司
法
改
革
│
│

　
「
司
法
改
革
（Reform

a do Judiciário

）」
と
呼
ば
れ
た
二
〇
〇
四
年
の
連
邦
憲
法
修
正
第
四
五
号
に
よ
り
、
連
邦
憲
法
に
一
〇
七

条
二
項
（
§2º

）（
連
邦
地
域
裁
判
所
の
巡
回
裁
判
所
設
置
）、
一
一
五
条
一
項
（
§1º

）（
労
働
地
域
裁
判
所
の
巡
回
裁
判
所
設
置
）
及
び
一

二
五
条
七
項
（
§7º

）（
各
州
の
司
法
裁
判
所
の
巡
回
裁
判
所
設
置
）
が
追
加
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
の
州
裁
判
所
に
関
す
る
一
二
五
条
七

項
を
受
け
て
成
立
し
た
二
〇
一
二
年
一
〇
月
一
七
日
の
法
律
第
一
二
七
二
六
号
に
よ
り
、
一
九
九
五
年
簡
易
裁
判
所
法
（
九
〇
九
九

号
）
に
九
五
条
補
項
が
追
加
さ
れ
、
州
の
巡
回
簡
易
裁
判
所
（Juizados Especiais Itinerantes

）
の
設
置
に
関
す
る
明
文
規
定
が

置
か
れ
た（（（
（

。
連
邦
裁
判
所
（
連
邦
憲
法
一
〇
七
条
二
項
参
照
）
に
関
し
て
は
、
上
述
の
連
邦
簡
易
裁
判
所
設
置
に
関
す
る
二
〇
〇
一
年

七
月
一
六
日
の
法
律
第
一
〇
二
五
九
号
二
二
条
補
項
に
お
い
て
、「
連
邦
判
事
は
、
状
況
の
要
請
に
応
じ
て
、
一
〇
日
前
の
連
邦
地

域
裁
判
所
の
事
前
許
可
を
経
て
、
巡
回
簡
易
裁
判
所
の
運
用
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
定
め
ら
れ
た
。

　
（
２
）　

州
ご
と
の
巡
回
簡
易
裁
判
所
の
取
り
組
み

　

上
述
の
と
お
り
、
連
邦
憲
法
及
び
一
九
九
五
年
法
が
簡
易
裁
判
所
の
州
立
法
に
よ
る
規
律
を
定
め
て
い
た
た
め
、
二
〇
一
二
年
以

前
か
ら
巡
回
簡
易
裁
判
所
を
設
置
し
て
い
た
州
も
多
く
あ
る
。

　

サ
ン
パ
ウ
ロ
州
の
州
巡
回
簡
易
裁
判
所
は
一
九
九
八
年
八
月
一
一
日
に
設
置
さ
れ
た（（（
（

。
現
行
の
民
事
簡
易
裁
判
所
の
管
轄
権
が
認

め
ら
れ
る
上
限
額
（
弁
護
士
同
伴
の
場
合
）
と
同
様
、
訴
額
が
最
低
賃
金
（salário m

ínim
o

（
（（
（

）
の
四
〇
倍
以
下
の
場
合
に
バ
ン
や
ト
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レ
ー
ラ
ー
が
法
廷
に
な
り
か
わ
っ
た（（（
（

。
こ
の
よ
う
な
ト
レ
ー
ラ
ー
法
廷
は
、
教
会
や
学
校
の
校
庭
、
警
察
署
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
な
ど
に
設
置
さ
れ
る
。
取
り
扱
う
事
件
の
種
別
と
し
て
、
近
隣
ト
ラ
ブ
ル
や
自
動
車
事
故
と
並
び
、
貸
金
請
求
、
自
動
車
ロ
ー
ン

（consórcio

（
（（
（

）、
健
康
保
険
、
購
入
し
た
商
品
が
届
か
な
い
と
い
っ
た
多
く
の
消
費
者
事
件
が
あ
る
。
二
名
の
判
事
、
二
名
の
書
記
官

及
び
一
名
の
弁
護
士
を
乗
せ
た
二
台
の
ト
レ
ー
ラ
ー
で
巡
回
し
、
そ
の
う
ち
の
一
台
は
初
回
手
続
を
専
門
に
行
い
、
も
う
一
台
の
ト

レ
ー
ラ
ー
で
事
前
に
日
程
調
整
さ
れ
た
調
停
や
審
理
と
裁
判
〔
審
判
〕
を
行
う
。
手
続
方
法
は
、
初
回
手
続
と
し
て
書
記
官
の
下
で

予
め
準
備
さ
れ
た
申
立
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し（（（
（

、
そ
れ
か
ら
約
半
月
か
ら
一
月
後
に
同
じ
場
所
に
ト
レ
ー
ラ
ー
が
巡
回
し
て
調
停

及
び
審
理
と
裁
判
〔
審
判
〕
を
そ
の
場
で
行
い
判
決
を
出
す
。
上
訴
が
可
能
で
あ
り
、
審
理
と
裁
判
〔
審
判
〕
に
よ
る
判
決
に
対
す

る
不
服
申
立
て
は
、
常
設
簡
易
裁
判
所
の
場
合
と
同
様
、
審
理
と
裁
判
〔
審
判
〕
か
ら
一
〇
日
以
内
に
行
わ
れ
る
（
一
九
九
五
年
簡

易
裁
判
所
法
四
二
条
二
項
）。

　

連
邦
直
轄
区
（
ブ
ラ
ジ
リ
ア
）
の
巡
回
簡
易
裁
判
所
は
、
一
九
九
九
年
四
月
一
六
日
に
設
置
さ
れ
た
。
曜
日
を
決
め
て
バ
ス
で
巡

回
す
る
シ
ス
テ
ム
で
、
各
市
町
村
に
あ
る
警
察
署
や
公
民
館
と
い
っ
た
公
共
施
設
を
利
用
し
て
活
動
す
る
。
手
続
方
法
は
サ
ン
パ
ウ

ロ
州
と
同
じ
で
、
初
回
手
続
か
ら
約
一
月
後
に
同
じ
場
所
に
バ
ス
が
巡
回
し
、
多
く
の
場
合
は
同
日
中
に
調
停
が
成
立
し
て
終
了
す

る
か
審
理
と
裁
判
〔
審
判
〕
に
よ
り
判
決
が
出
て
終
了
す
る
。

　

リ
オ
・
デ
・
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
州
で
も
、
曜
日
を
決
め
て
州
全
体
で
二
五
か
所
の
拠
点
を
二
週
間
ご
と
に
専
用
バ
ス
で
巡
回
す
る
。
パ

ラ
ナ
ー
州
も
一
五
日
お
き
に
巡
回
す
る
シ
ス
テ
ム
の
た
め
、
初
回
手
続
か
ら
一
五
日
後
に
調
停
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

ア
マ
ゾ
ン
川
河
口
に
多
数
の
島
が
あ
る
ブ
ラ
ジ
ル
北
東
部
の
ア
マ
パ
ー
州
は
、
一
九
九
六
年
三
月
二
二
日
に
ブ
ラ
ジ
ル
初
の
河
川

巡
回
簡
易
裁
判
所
（Juizado Especial Fluvial

）
を
設
置
し
た
。
こ
の
よ
う
な
船
上
法
廷
は
、
同
じ
く
ア
マ
ゾ
ン
川
流
域
の
ア
マ
ゾ

ナ
ス
州
（
二
〇
〇
三
年（

（（
（

）
や
パ
ラ
ー
州
（
二
〇
一
四
年
）、
パ
ラ
グ
ア
イ
川
上
流
の
マ
ッ
ト
・
グ
ロ
ッ
ソ
・
ド
・
ス
ー
ル
州
（
二
〇
一

六
年
）
な
ど
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。
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こ
の
他
、
環
境
巡
回
簡
易
裁
判
所
（Juizado V

olante A
m

biental: JU
V

A
M

）
や
交
通
巡
回
簡
易
裁
判
所
（Juizado Especial 

de T
rânsito

）
を
設
置
し
て
い
る
州
も
あ
る
。

２　

非
公
式
な
少
額
裁
判
所
設
置
か
ら
連
邦
法
制
定
へ

　
（
一
）　

少
額
裁
判
所
の
パ
イ
オ
ニ
ア
│
│
リ
オ
・
グ
ラ
ン
ヂ
・
ド
・
ス
ー
ル
州
裁
判
所
│
│

　

現
行
簡
易
裁
判
所
の
前
身
と
し
て
、
一
九
八
四
年
に
設
置
さ
れ
た
少
額
裁
判
所
（Juizado Especial de Pequenas Causas

）
が

存
在
す
る（（（
（

。
少
額
裁
判
所
は
、
リ
オ
・
グ
ラ
ン
ヂ
・
ド
・
ス
ー
ル
州
裁
判
所
リ
オ
・
グ
ラ
ン
ヂ
裁
判
区
第
二
民
事
部
の
判
事
で
あ
っ

た
ア
ン
ト
ニ
オ
・
タ
ン
ジ
ェ
ル
＝
ジ
ャ
ル
ヂ
ン
（A

ntônio Guilherm
e T

anger Jardim

）
を
責
任
者
と
し
て
、
リ
オ
・
グ
ラ
ン

ヂ
・
ド
・
ス
ー
ル
判
事
協
会
「
ア
ジ
ュ
リ
ス
」（A

ssociação dos Juízes do Rio Grande do Sul: A
juris

）
の
支
援
の
下
、
非
公
式

の
少
額
裁
判
所
と
し
て
一
九
八
二
年
七
月
二
三
日
に
同
裁
判
区
に
試
験
導
入
的
に
設
置
さ
れ
た
調
停
仲
裁
審
議
会
（Conselhos de 

Conciliação e A
rbitram

ento

（
（（
（

）
を
そ
の
起
源
と
す
る（（（
（

。
同
審
議
会
で
は
、
通
貨
価
値
修
正
付
国
債
（O

brigações Reajustáveis do 

T
esouro N

acional: O
RT

N

（
（（
（

）
の
四
〇
倍
ま
で
の
訴
額
の
事
件
に
つ
き
裁
判
外
の
解
決
が
目
指
さ
れ
た（（（
（

。
調
停
人
に
は
元
判
事
、
元

検
事
、
弁
護
士
や
法
学
教
授
な
ど
が
選
任
さ
れ
、
夜
間
に
話
し
合
い
が
行
わ
れ
た
。
当
時
は
、
養
育
費
に
関
す
る
問
題
や
夫
婦
間
の

揉
め
事
と
い
っ
た
親
族
法
分
野
の
事
件
が
最
多
を
占
め
た（（（
（

。
全
一
八
条
の
審
議
会
規
則
に
よ
れ
ば（（（
（

、
調
停
が
成
立
す
る
と
、
当
事
者

間
の
合
意
内
容
を
記
し
た
証
書
が
発
行
さ
れ
、
不
調
に
終
わ
っ
た
場
合
は
仲
裁
に
移
行
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
、
最
終
的
な
仲
裁
判

断
は
法
的
拘
束
力
と
執
行
力
を
有
し
た（（（
（

。
翌
一
九
八
三
年
に
な
る
と
、
リ
オ
・
グ
ラ
ン
ヂ
・
ド
・
ス
ー
ル
州
の
他
の
裁
判
区
に
広
が

る
と
と
も
に
、
パ
ラ
ナ
ー
州
及
び
バ
イ
ー
ア
州
に
も
少
額
事
件
の
裁
判
外
紛
争
処
理
を
担
う
同
様
の
審
議
会
が
設
置
さ
れ（（（
（

、
そ
の
後

ブ
ラ
ジ
ル
全
域
に
広
が
っ
た（（（
（

。
一
九
八
四
年
に
連
邦
レ
ベ
ル
の
少
額
裁
判
所
法
（
法
律
第
七
二
四
四
号
）
が
成
立
す
る
と（（（
（

、
リ
オ
・

グ
ラ
ン
ヂ
・
ド
・
ス
ー
ル
州
は
、
国
内
で
同
連
邦
法
を
受
容
し
た
第
一
号
と
な
る
少
額
裁
判
所
設
置
に
関
す
る
一
九
八
六
年
一
月
一
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〇
日
の
州
法
第
八
一
二
三
号
を
制
定
し
、
改
め
て
当
該
制
度
の
パ
イ
オ
ニ
ア
と
な
っ
た
。
一
九
九
一
年
に
は
、
少
額
裁
判
所
の
組
織

に
関
す
る
州
法
第
九
四
四
二
号
及
び
第
九
四
四
六
号
を
制
定
し
、
上
述
の
調
停
仲
裁
審
議
会
に
由
来
す
る
監
督
審
議
会
（Conselho 

de Supervisão

）
を
基
盤
と
し
て（（（
（

、
州
裁
判
所
か
ら
は
独
立
し
た
組
織
と
管
轄
権
を
有
す
る
少
額
裁
判
所
の
存
在
意
義
を
再
確
認
し

た
。

　
（
二
）　

州
裁
判
所
実
務
の
懸
念
と
軍
事
政
権
の
思
惑

　

公
式
の
少
額
裁
判
所
設
置
に
向
け
た
動
き
は
、
上
述
の
リ
オ
・
グ
ラ
ン
ヂ
・
ド
・
ス
ー
ル
州
裁
判
所
の
実
務
上
の
経
験
と
と
も
に
、

民
政
移
管
を
公
約
し
た
フ
ィ
ゲ
イ
レ
ー
ド
軍
事
政
権
下
（
一
九
七
九
～
一
九
八
五
年
）
の
行
政
改
革
省
（M

inistério da 

D
esburocratização

）（
一
九
七
九
～
一
九
八
六
年
）
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
に
よ
る
も
の
で
あ
る（（（
（

。
た
だ
、
少
額
裁
判
所
設
置
と
い
う

目
標
を
共
有
し
な
が
ら
、
州
裁
判
所
実
務
の
懸
念
と
軍
事
政
権
の
思
惑
は
全
く
異
な
っ
て
い
た
。
ゆ
え
に
、
司
法
権
組
織
内
に
少
額

裁
判
所
を
設
置
す
る
こ
と
は
必
ず
し
も
当
然
の
成
り
行
き
で
は
な
か
っ
た
。

　

リ
オ
・
グ
ラ
ン
ヂ
・
ド
・
ス
ー
ル
州
裁
判
所
の
調
停
仲
裁
審
議
会
を
支
援
し
た
リ
オ
・
グ
ラ
ン
ヂ
・
ド
・
ス
ー
ル
判
事
協
会
「
ア

ジ
ュ
リ
ス
」
の
判
事
ら
の
懸
念
は
、
経
済
的
理
由
で
司
法
制
度
利
用
を
断
念
す
る
市
民
へ
の
法
律
扶
助
と
と
も
に
、
裁
判
に
時
間
と

費
用
が
か
か
る
た
め
に
司
法
制
度
利
用
を
断
念
す
る
市
民
の
司
法
ア
ク
セ
ス
を
拡
大
し
得
る
通
常
訴
訟
に
代
わ
る
代
替
的
手
段
の
確

保
に
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
当
時
の
政
権
は
、
軍
政
か
ら
民
政
へ
の
移
管
に
向
け
、
国
家
・
行
政
機
関
の
効
率
化
・
現
代
化
を

目
指
し
て
お
り
、
行
政
主
導
で
司
法
権
組
織
の
外
に
少
額
事
件
を
担
当
す
る
特
別
な
機
関
を
設
置
す
る
可
能
性
も
十
分
あ
り
得
た（（（
（

。

リ
オ
・
グ
ラ
ン
ヂ
・
ド
・
ス
ー
ル
州
裁
判
所
の
調
停
仲
裁
審
議
会
が
実
績
を
上
げ
成
功
事
例
と
な
っ
て
い
た
こ
と
で（（（
（

、
司
法
主
導
の

下
そ
の
組
織
内
に
少
額
裁
判
所
を
設
置
す
る
こ
と
が
確
定
的
と
な
っ
た
の
で
あ
る（（（
（

。
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（
三
）　

学
理
的
先
導
、
日
本
法
と
の
接
点
│
│
サ
ン
パ
ウ
ロ
大
学
法
学
部
訴
訟
法
講
座
│
│

　

少
額
裁
判
所
法
（
法
律
第
七
二
四
四
／
八
四
号
）
の
制
定
に
つ
な
が
っ
た
理
論
的
礎
と
し
て
、
当
時
の
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
高
等
裁
判
所

判
事
で
サ
ン
パ
ウ
ロ
大
学
法
学
部
教
授
（
民
事
訴
訟
法
）
の
カ
ズ
オ
・
ワ
タ
ナ
ベ
を
中
心
と
し
た
比
較
法
の
学
術
的
成
果
を
指
摘
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い（（（
（

。
主
と
し
て
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
少
額
裁
判
所
ス
モ
ー
ル
・
ク
レ
ー
ム
ズ
・
コ
ー
ト

（Sm
all Claim

s Court
）
か
ら
着
想
を
得
て（（（
（

、
手
続
方
式
原
則
と
し
て
の
略
式
主
義
（inform

alidade

）
や
口
頭
主
義
（oralidade

）

に
加
え
、
少
額
裁
判
所
と
通
常
民
事
裁
判
所
間
の
選
択
可
能
性
、
法
人
の
原
告
適
格
の
否
認
、
弁
護
士
の
代
理
に
よ
ら
な
い
訴
訟
手

続
、
強
制
力
を
伴
う
仲
裁
と
い
っ
た
制
度
を
取
り
入
れ
つ
つ
も（（（
（

、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
制
度
と
決
定
的
に
異
な
る
点
と
し
て
調
停
前

置
主
義
を
採
用
し
た（（（
（

。
こ
の
要
因
と
し
て
、
リ
オ
・
グ
ラ
ン
ヂ
・
ド
・
ス
ー
ル
州
の
調
停
仲
裁
審
議
会
の
成
功
に
加
え
、
少
額
裁
判

所
法
の
起
草
者
の
一
人
で
あ
っ
た
ワ
タ
ナ
ベ
が
着
目
し
た
の
は
日
本
の
示
談
や
調
停
と
い
っ
た
和
解
的
紛
争
解
決
の
法
文
化
で
あ
っ

た
（
（（
（

。

　

そ
も
そ
も
国
家
の
機
能
で
あ
る
裁
判
権
は
、
紛
争
中
の
利
益
の
当
事
者
に
代
わ
り
、
国
家
が
正
義
に
基
づ
い
て
公
平
に
紛
争
を
平

定
す
べ
く
存
在
す
る
と
こ
ろ（（（
（

、
訴
訟
件
数
の
増
加
、
裁
判
の
遅
延
、
裁
判
費
用
な
ど
に
よ
り
、
国
家
が
全
て
の
紛
争
を
解
決
す
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
。
ワ
タ
ナ
ベ
は
、
紛
争
が
解
決
さ
れ
な
い
ま
ま
と
な
る
司
法
へ
の
非
ア
ク
セ
ス
の
現
象
を
捉
え
て
「
内

包
的
紛
争
性
（litigiosidade contida

）」
と
命
名
し
、
こ
の
問
題
は
司
法
の
認
識
に
達
し
な
い
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
人
間
の
疎
外

感
と
不
満
を
増
悪
し
、
国
家
に
よ
っ
て
対
応
さ
れ
な
い
紛
争
が
増
大
す
れ
ば
、
ひ
い
て
は
社
会
の
平
穏
と
平
和
に
と
っ
て
大
き
な
リ

ス
ク
と
な
る
と
説
い
た（（（
（

。
和
解
を
重
視
し
た
代
替
的
紛
争
解
決
手
段
（
Ａ
Ｄ
Ｒ
）
の
提
案
は
、
一
九
八
〇
年
代
ブ
ラ
ジ
ル
の
治
安
問

題
を
背
景
に
、
ワ
タ
ナ
ベ
の
造
語
に
よ
る
「
内
包
的
紛
争
性
（litigiosidade contida

）」
と
と
も
に
、
広
く
ブ
ラ
ジ
ル
社
会
と
法
曹

界
に
行
き
渡
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

サ
ン
パ
ウ
ロ
大
学
法
学
部
訴
訟
法
講
座
に
お
け
る
ワ
タ
ナ
ベ
の
同
僚
で
非
日
系
の
教
授
ら
の
後
押
し
も
あ
っ
た
。
起
草
作
業
に
も
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携
わ
っ
た
カ
ン
ヂ
ド
・
ヂ
ナ
マ
ル
コ
（Cândido Rangel D

inam
arco

）
は
、
人
口
過
密
、
貧
困
及
び
暴
力
に
よ
り
ゆ
と
り
な
く
苦

悶
す
る
都
市
部
に
お
け
る
紛
争
増
加
に
伴
い
、
現
代
社
会
の
生
活
様
式
の
基
本
的
要
請
に
対
し
て
示
す
現
代
法
の
回
答
が
少
額
裁
判

所
法
で
あ
る
と
論
じ
た（（（
（

。
ま
た
、
少
額
裁
判
所
の
目
的
の
一
つ
と
し
て
、
調
停
を
中
核
と
し
た
新
た
な
訴
訟
実
務
の
試
験
場
と
な
る

こ
と
で
、
通
常
民
事
訴
訟
実
務
へ
の
影
響
も
期
待
し
た（（（
（

。
同
じ
く
、
ア
ダ
・
ペ
レ
グ
リ
ー
ニ
＝
グ
リ
ノ
ー
ヴ
ェ
ル
（A

da Pellegrini 

Grinover
）
も
、
調
停
人
や
非
職
業
裁
判
官
の
活
動
を
通
じ
、
司
法
運
営
へ
の
社
会
参
加
あ
る
い
は
司
法
を
通
じ
た
社
会
参
加
を
指

摘
し
、
こ
の
こ
と
が
長
期
的
か
つ
決
定
的
に
平
和
的
文
化
の
促
進
に
つ
な
が
る
と
し
た（（（
（

。

三　

州
民
事
簡
易
裁
判
所
（Juizado Especial Cível Estadual: JEC

）
の
手
続
と
上
訴
制
度

１　

管
轄
権

　
（
一
）　

事
物
管
轄

　
（
１
）　
「
複
雑
性
の
乏
し
い
民
事
事
件
」
と
訴
額

　

一
九
九
五
年
簡
易
裁
判
所
法
（
第
九
〇
九
九
号
）
三
条
本
文
で
は
、
州
民
事
簡
易
裁
判
所
（
Ｊ
Ｅ
Ｃ
）
の
調
停
（conciliação

）、
訴

訟
手
続
（processo

）
及
び
裁
判
（julgam

ento

）
の
管
轄
権
が
及
ぶ
「
複
雑
性
の
乏
し
い
民
事
事
件
（causas cíveis de m

enor 

com
plexidade

）」
に
該
当
す
る
ケ
ー
ス
と
し
て（（（
（

、
訴
額
が
最
低
賃
金
（salário m

ínim
o

）
の
四
〇
倍
を
超
え
な
い
事
件
（
Ⅰ
号
）、

民
事
訴
訟
法
二
七
五
条
Ⅱ
号
に
列
挙
さ
れ
た
事
件
（
Ⅱ
号（

（（
（

）、
申
立
人
本
人
の
使
用
に
か
か
る
不
動
産
明
渡
請
求
事
件
（
Ⅲ
号
）、
本

条
Ⅰ
号
所
定
の
価
格
を
超
え
な
い
不
動
産
に
関
す
る
占
有
訴
権
（
Ⅳ
号
）
を
列
挙
す
る（（（
（

。

　

Ⅰ
号
に
関
し
て
、
二
〇
一
七
年
の
最
低
賃
金
は
九
三
七
レ
ア
ル
（
約
三
二
五
〇
〇
円
）
で
あ
り
、
こ
の
四
〇
倍
を
超
え
な
い
三
七

四
八
〇
レ
ア
ル
（
約
一
三
〇
万
円
強
）
以
下
の
訴
額
に
つ
き
Ｊ
Ｅ
Ｃ
へ
の
申
立
て
が
可
能
で
あ
る
。
な
お
、
同
法
九
条
本
文
で
、
訴
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額
が
最
低
賃
金
の
二
〇
倍
以
下
で
あ
れ
ば
弁
護
士
を
同
伴
せ
ず
申
立
て
を
行
う
こ
と
が
で
き（（（
（

、
そ
れ
以
上
で
あ
れ
ば
弁
護
士
の
同
伴

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
訴
額
が
最
低
賃
金
の
二
〇
倍
以
上
四
〇
倍
以
下
の
場
合
は
弁
護
士
を
同
伴
す
る
必
要
が

あ
る
。
ま
た
、
民
事
簡
易
裁
判
所
の
第
一
審
第
二
段
階
目
の
手
続
で
あ
る
審
理
と
裁
判
〔
審
判
〕
に
お
い
て
の
み
、
限
度
額
を
超
え

る
部
分
に
つ
い
て
は
放
棄
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
調
停
に
関
し
て
は
、
こ
の
限
度
額
要
件
が
除
外
さ
れ

て
い
る
（
三
条
三
項
）。

　

連
邦
高
等
司
法
裁
判
所
（
Ｓ
Ｔ
Ｊ
）
第
三
小
法
廷
二
〇
〇
九
年
四
月
二
八
日
決
定
で
は（（（
（

、
Ⅰ
号
か
ら
Ⅲ
号
は
重
畳
的
要
件
で
は
な

く
、
Ⅱ
号
と
Ⅲ
号
に
関
し
て
は
訴
額
が
最
低
賃
金
の
四
〇
倍
を
超
え
る
場
合
も
Ｊ
Ｅ
Ｃ
の
管
轄
権
が
認
め
ら
れ
る
と
し
、
Ⅳ
号
の
場

合
の
み
明
文
化
さ
れ
て
い
る
と
お
り
例
外
的
に
訴
額
が
絶
対
条
件
と
な
る
こ
と
を
判
示
し
た
。
同
決
定
に
よ
れ
ば
、「
も
し
Ⅰ
号
か

ら
Ⅳ
号
全
て
に
つ
い
て
訴
額
の
限
度
額
を
要
件
化
す
る
な
ら
、
Ⅳ
号
の
み
で
は
な
く
三
条
本
文
に
そ
の
定
め
が
置
か
れ
る
は
ず
で
あ

り
、
実
際
に
少
額
裁
判
所
に
関
す
る
法
律
第
七
二
四
四
／
八
四
号
の
三
条
は
そ
の
よ
う
な
規
定
と
な
っ
て
い
た（（（
（

。
し
か
し
、
簡
易
裁

判
所
に
関
す
る
法
律
第
九
〇
九
九
／
九
五
号
は
、
そ
の
九
七
条
に
よ
り
法
律
第
七
二
四
四
／
八
四
号
を
廃
止
し
た
こ
と
に
よ
り
、
新

た
な
管
轄
権
の
基
準
を
設
定
し
た
の
で
あ
り
、
法
律
第
九
〇
九
九
／
九
五
号
の
三
条
所
定
の
Ⅰ
号
か
ら
Ⅳ
号
は
そ
れ
ぞ
れ
独
立
要
件

と
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
一
九
九
五
年
法
三
条
Ⅱ
号
が
言
及
す
る
民
事
訴
訟
法
二
七
五
条
Ⅱ
号
で
は
、『
そ
の
訴

額
に
関
ら
ず
（qualquer que seja o valor

）』
と
明
確
に
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
考
慮
に
入
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
最
低
賃
金
の
四

〇
倍
を
超
え
る
場
合
は
簡
易
裁
判
所
で
は
な
く
通
常
裁
判
所
の
み
が
管
轄
権
を
有
す
る
一
般
略
式
訴
訟
手
続
（procedim

ento 

com
um

 sum
ário

）
の
み
に
よ
る
と
の
解
釈
は
、
簡
易
裁
判
所
と
通
常
裁
判
所
を
自
由
に
選
択
し
得
る
権
利
を
含
む
、
司
法
ア
ク
セ

ス
に
お
け
る
市
民
の
平
等
処
遇
と
い
う
連
邦
憲
法
（
五
条
Ⅹ
Ⅹ
Ⅹ
Ⅴ
号
）
の
理
念
に
も
反
す
る
こ
と
に
な
る
。
最
後
に
、
一
九
九
五

年
法
三
条
三
項
所
定
の
『
本
条
所
定
の
限
度
額
を
超
え
る
債
権
の
放
棄
』
は
、
同
条
の
限
度
額
要
件
に
の
み
適
用
さ
れ
る
こ
と
が
明

白
で
あ
る
」。
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（
２
）　

執
行

　
Ｊ
Ｅ
Ｃ
の
執
行
（execução

）
が
認
め
ら
れ
る
範
囲
（
三
条
一
項
）
と
し
て
、
当
該
簡
易
裁
判
所
の
判
決
の
執
行
（
Ⅰ
号
）、
及
び
、

（
当
事
者
適
格
に
関
す
る
）
本
法
八
条
一
項
を
遵
守
し
た
上
で
、
訴
額
が
最
低
賃
金
の
四
〇
倍
以
下
の
裁
判
外
執
行
名
義
の
執
行
（
Ⅱ

号
）
が
可
能
で
あ
る
。
か
つ
て
の
少
額
裁
判
所
法
で
は
こ
の
よ
う
な
判
決
の
執
行
に
関
す
る
定
め
は
置
か
れ
て
い
な
か
っ
た（（（
（

。

　

三
条
一
項
Ⅱ
号
に
関
連
し
て
、
検
察
庁
の
行
う
行
動
調
整
合
意
の
執
行
を
簡
易
裁
判
所
で
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
二

〇
一
二
年
以
降
、
各
州
の
検
察
庁
で
は
、
違
反
事
業
者
と
の
間
で
締
結
さ
れ
た
行
動
調
整
合
意
を
公
示
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
『
消
費
者
・
勝
利
者
（Consum

idor V
encedor

）』
を
運
営
し
て
お
り（（（
（

、
行
動
調
整
合
意
が
個
別
消
費
者
へ
の
金
銭

の
支
払
い
を
含
む
場
合
は
、
三
条
一
項
Ⅱ
号
に
基
づ
き
最
寄
り
の
簡
易
裁
判
所
に
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
様
に
、
同
種
個

別
的
利
益
の
集
団
訴
訟
の
二
段
階
目
に
あ
た
る
判
決
清
算
手
続
（
わ
が
国
の
簡
易
確
定
手
続
に
相
当
）（
ブ
ラ
ジ
ル
消
費
者
保
護
法
典
九

七
条
及
び
九
八
条
）
に
つ
い
て
、
同
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
は
、
一
般
弁
護
士
及
び
公
共
弁
護
士
（defensor público

）
へ
の
個
別
相
談

と
と
も
に（（（
（

、
最
寄
り
の
簡
易
裁
判
所
へ
の
消
費
者
自
身
に
よ
る
個
別
申
立
て
が
推
奨
さ
れ
て
い
る
。

　
（
３
）　

管
轄
権
の
除
外

　

簡
易
裁
判
所
法
三
条
に
該
当
す
る
ケ
ー
ス
で
あ
っ
て
も
、
扶
養
、
破
産
、
税
務
の
性
質
を
有
す
る
事
件
及
び
国
庫
・
財
務
当
局
の

利
益
に
関
す
る
事
件
、
並
び
に
、
労
働
事
故
、
残
余
財
産
（resíduos

（
（（
（

）、
人
の
身
分
及
び
能
力
に
関
わ
る
事
件
は
、
た
と
え
財
産
的

特
徴
を
有
す
る
場
合
で
も
、
簡
易
裁
判
所
の
管
轄
権
か
ら
除
外
さ
れ
る
（
三
条
二
項
）。
こ
れ
ら
の
場
合
に
は
通
常
、
少
額
で
あ
っ

て
も
事
実
上
及
び
法
律
上
の
複
雑
性
を
伴
う
こ
と
が
そ
の
理
由
で
あ
る（（（
（

。
な
お
、
国
家
簡
易
裁
判
所
集
会
（Fórum

 N
acional de 

Juizados Especiais: FO
N

A
JE

（
（（
（

）
要
旨
（Enunciado

）
３
に
よ
り
、
州
法
な
ど
の
地
域
法
に
よ
る
管
轄
権
の
拡
大
は
認
め
ら
れ
て

い
な
い
。
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（
二
）　

土
地
管
轄

　

一
九
九
五
年
簡
易
裁
判
所
法
（
第
九
〇
九
九
号
）
四
条
で
は
、
被
告
の
住
所
地
、
又
は
、
原
告
の
判
断
で
、
被
告
が
職
業
的
若
し

く
は
経
済
的
活
動
を
行
う
場
所
又
は
営
業
所
等
を
有
す
る
場
所
（
Ⅰ
号
）、
債
務
が
履
行
さ
れ
る
べ
き
場
所
（
Ⅱ
号
）、
あ
ら
ゆ
る
種

類
の
損
害
賠
償
請
求
に
お
い
て
は
、
原
告
の
住
所
地
又
は
行
為
地
若
し
く
は
事
実
発
生
地
（
Ⅲ
号
）
が
法
廷
地
と
な
る
と
定
め
ら
れ

て
い
る
。
二
〇
一
五
年
民
事
訴
訟
法
と
の
関
係
で
は
、
Ⅰ
号
は
四
六
条
、
Ⅱ
号
は
五
三
条
Ⅲ
号
d)
、
及
び
、
Ⅲ
号
は
五
三
条
Ⅳ
号
及

び
Ⅴ
号
に
そ
れ
ぞ
れ
対
応
す
る
規
定
と
な
っ
て
い
る
。

２　

裁
判
官
（Juiz

）、
調
停
人
（C

onciliadores

）
及
び
非
職
業
裁
判
官
（Juízes Leigos

）

　
（
一
）　

職
業
裁
判
官

　

裁
判
官
と
な
る
国
家
試
験
の
受
験
資
格
は
、
三
年
間
の
法
律
実
務
経
験
を
経
て
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
検
察
官
や
公
共
弁
護
士
に

な
る
場
合
も
同
様
の
要
件
が
あ
る
。
通
常
は
、
法
学
部
（
五
年
間
）
卒
業
後
、
各
州
の
弁
護
士
会
（O

rdem
 dos A

dvogados do 

Brasil: O
A

B

）
が
行
う
司
法
試
験
を
受
験
し
て
弁
護
士
と
な
り
、
法
律
事
務
所
に
所
属
す
る
ほ
か
社
内
弁
護
士
と
し
て
勤
務
し
て
三

年
間
の
法
律
実
務
経
験
の
要
件
を
満
た
す
こ
と
に
な
る（（（
（

。

　

キ
ャ
リ
ア
裁
判
官
制
度
の
下
、
伝
統
的
な
民
事
裁
判
制
度
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
対
審
・
判
決
の
訴
訟
手
続
運
営
が
求
め
ら

れ
て
き
た
一
方
で
、
簡
易
裁
判
所
実
務
に
お
い
て
は
、
い
わ
ば
ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト
と
し
て
調
停
人
や
非
職
業
裁
判
官
の
リ
ー
ダ
ー
た

る
べ
き
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
な
か（（（
（

、
職
業
裁
判
官
に
対
す
る
適
切
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
不
足
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
職
業
裁
判
官
が

調
停
人
や
非
職
業
裁
判
官
の
チ
ー
ム
と
会
合
を
持
つ
時
間
は
月
平
均
約
二
時
間
と
の
こ
と
で
あ
る
。
調
停
開
始
時
に
当
事
者
か
ら
の

信
頼
を
獲
得
し
、
調
停
の
有
用
性
を
認
識
さ
せ
融
和
的
な
雰
囲
気
作
り
の
た
め
に
、
調
停
人
を
指
揮
し
て
運
営
す
る
職
業
裁
判
官
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
る
。
と
に
か
く
合
意
を
引
き
出
せ
ば
よ
い
の
で
は
な
く
、
両
当
事
者
に
と
っ
て
合
理
的
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か
つ
受
諾
可
能
な
合
意
で
な
け
れ
ば
、
当
事
者
に
と
っ
て
意
味
が
な
い
の
み
な
ら
ず
、
職
業
裁
判
官
に
よ
り
認
可
（
簡
易
裁
判
所
法

二
二
条
補
項
）
さ
れ
た
合
意
内
容
が
履
行
さ
れ
な
け
れ
ば
当
該
裁
判
所
の
威
信
失
墜
に
も
つ
な
が
る
。
制
裁
条
項
や
期
限
の
利
益
喪

失
条
項
を
合
意
に
含
め
て
お
く
こ
と
が
有
用
と
な
る（（（
（

。
簡
易
裁
判
所
制
度
の
諸
原
則
と
の
関
係
で
も
重
い
責
務
が
あ
り
、
か
つ
て
は

口
頭
主
義
に
つ
い
て
全
て
の
手
続
に
同
席
し
て
調
停
人
及
び
非
職
業
裁
判
官
を
監
督
す
る
役
割
が
課
さ
れ
て
い
た
。
現
在
は
、
国
家

簡
易
裁
判
所
集
会
（FO

N
A

JE

）
要
旨
６
に
よ
り
、
調
停
及
び
仲
裁
に
お
け
る
職
業
裁
判
官
の
同
席
は
義
務
付
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
。

略
式
主
義
、
迅
速
主
義
の
下
、
な
る
べ
く
一
回
の
期
日
で
の
調
停
成
立
や
判
決
が
求
め
ら
れ
、
無
償
主
義
の
下
、
弁
護
士
費
用
や
訴

訟
費
用
が
発
生
し
な
い
調
停
段
階
で
の
解
決
を
経
験
に
基
づ
い
て
促
進
す
る
こ
と
は
引
き
続
き
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
（
二
）　

調
停
人
及
び
非
職
業
裁
判
官

　

調
停
人
は
、
法
学
士
の
中
か
ら
優
先
的
に
採
用
さ
れ
る
（
簡
易
裁
判
所
法
七
条
本
文
）。
ま
た
、
非
職
業
裁
判
官
は
、
五
年
以
上
の

弁
護
士
経
験
を
有
す
る
者
の
中
か
ら
優
先
的
に
採
用
さ
れ
る
（
七
条
本
文
）。
非
職
業
裁
判
官
は
、
そ
の
職
に
従
事
す
る
期
間
、
簡

易
裁
判
所
に
対
し
て
そ
の
弁
護
士
活
動
は
禁
止
さ
れ
る
（
七
条
補
項
）。

　

リ
オ
・
グ
ラ
ン
ヂ
・
ド
・
ス
ー
ル
州
で
は
、
州
法
の
定
め
に
よ
り
簡
易
裁
判
所
審
議
会
に
よ
り
四
年
間
の
任
期
で
選
任
さ
れ
、
調

停
人
は
法
学
士
に
限
ら
ず
大
学
卒
業
者
か
ら
広
く
採
用
さ
れ
て
い
る
。
非
職
業
裁
判
官
の
五
年
以
上
の
実
務
経
験
に
つ
い
て
も
柔
軟

に
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
非
職
業
裁
判
官
の
選
任
に
つ
い
て
、
他
州
で
は
、
国
家
試
験
を
課
す
場
合
や
（
マ
ッ
ト
・
グ
ロ
ッ
ソ
州
、
ア
ク

レ
州
、
パ
ラ
イ
ー
バ
州
）、
裁
判
官
研
修
所
研
修
生
か
ら
採
用
す
る
場
合
も
あ
る
（
リ
オ
・
デ
・
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
州
、
マ
ラ
ニ
ャ
オ
州
）。

マ
ッ
ト
・
グ
ロ
ッ
ソ
・
ド
・
ス
ー
ル
州
及
び
パ
ラ
ナ
ー
州
で
は
、
国
家
試
験
が
課
さ
れ
て
い
な
い
。
現
実
問
題
と
し
て
、
非
職
業
裁

判
官
の
確
保
が
難
し
く
、
非
職
業
裁
判
官
が
関
与
す
る
規
定
が
ほ
ぼ
死
文
化
し
て
い
る
州
も
多
い
（
ア
マ
パ
ー
州
、
ミ
ナ
ス
・
ジ
ェ
ラ

イ
ス
州
な
ど
）。
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調
停
人
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
つ
い
て
、
リ
オ
・
グ
ラ
ン
ヂ
・
ド
・
ス
ー
ル
州
で
は
、
簡
易
裁
判
所
及
び
行
政
型
Ａ
Ｄ
Ｒ
機
関
の
セ

ジ
ュ
ス
キ
（CEJU

SC

）
で
業
務
に
就
く
に
あ
た
り
、
二
週
間
の
コ
ー
ス
を
修
了
す
る
必
要
が
あ
る
。
初
心
者
は
ま
ず
経
験
者
と
二

人
組
で
調
停
実
務
を
行
う
こ
と
や
、
調
停
後
に
当
事
者
か
ら
提
出
さ
れ
る
評
価
票
シ
ス
テ
ム
も
あ
り（（（
（

、
実
際
に
は
現
場
養
成
・
実
地

訓
練
と
い
う
印
象
を
受
け
た
。
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
も
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。

３　

当
事
者
適
格

　

一
九
九
五
年
簡
易
裁
判
所
法
（
第
九
〇
九
九
号
）
八
条
本
文
で
は
、
制
限
行
為
能
力
者
、
収
監
者
、
公
法
人
、
連
邦
公
共
企
業
、

破
産
財
団
及
び
破
産
者
の
当
事
者
適
格
が
除
外
さ
れ
た
上
で
、
同
条
一
項
に
お
い
て
、
法
人
の
権
利
の
譲
受
人
を
除
く
、
行
為
能
力

を
有
す
る
自
然
人
（
Ⅰ
号
）、
二
〇
〇
六
年
一
二
月
一
四
日
の
補
足
法
第
一
二
三
号
所
定
の
個
人
事
業
主
、
極
小
企
業
（m

icro 

em
presas

）
及
び
中
小
企
業
（em

presas de pequeno porte

）
に
該
当
す
る
者
（
Ⅱ
号
）、
一
九
九
九
年
三
月
二
三
日
の
法
律
第
九

七
九
〇
号
所
定
の
公
共
利
益
の
民
間
団
体
組
織
と
し
て
考
慮
さ
れ
る
法
人
（
Ⅲ
号
）、
二
〇
〇
一
年
二
月
一
四
日
の
法
律
第
一
〇
一

九
四
号
所
定
の
中
小
企
業
信
用
組
合
（
Ⅳ
号
）
が
Ｊ
Ｅ
Ｃ
に
お
い
て
手
続
を
開
始
し
得
る
当
事
者
適
格
を
有
す
る
と
定
め
ら
れ
て
い

る
。

　

一
八
歳
以
上
の
成
年
で
（
八
条
二
項
）、
訴
額
が
最
低
賃
金
の
二
〇
倍
以
下
で
あ
れ
ば
弁
護
士
を
同
伴
せ
ず
手
続
が
可
能
で
あ
り
、

訴
額
が
最
低
賃
金
の
二
〇
倍
以
上
か
つ
四
〇
倍
以
下
の
場
合
に
は
弁
護
士
の
同
伴
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
（
九
条
本
文
参
照
）。
ま

た
、
当
事
者
の
一
方
が
弁
護
士
を
同
伴
し
て
い
る
場
合
に
は
、
当
事
者
対
等
の
原
則
か
ら
、
他
方
当
事
者
に
も
官
選
弁
護
人

（advogado dativo

）
を
配
置
す
る
（
九
条
一
項
）。
つ
ま
り
、
原
告
・
被
告
の
双
方
に
弁
護
士
が
い
な
け
れ
ば
、
弁
護
士
な
し
で
手

続
が
行
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
簡
易
裁
判
所
ピ
ニ
ェ
イ
ロ
ス
支
部
で
の
聞
き
取
り
調
査
に
よ
れ
ば
、
Ｊ
Ｅ
Ｃ

の
手
続
の
約
五
〇
％
が
弁
護
士
な
し
で
行
わ
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
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４　

各
審
級
に
お
け
る
手
続
と
上
告
の
制
限

　
（
一
）　

第
一
審

　
（
１
）　

調
停
（A

udiência de Conciliação

）

　

第
一
審
に
あ
た
る
Ｊ
Ｅ
Ｃ
の
手
続
の
第
一
段
階
目
と
し
て
、
調
停
が
行
わ
れ
る
。
こ
の
調
停
は
、
後
続
す
る
第
二
段
階
目
の
略
式

訴
訟
手
続
段
階
（fase de procedim

ento sum
aríssim

o

）
た
る
審
理
と
裁
判
〔
審
判
〕
に
対
置
し
て
、
予
備
段
階
（fase 

prelim
inar

）
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
調
停
が
始
ま
る
と
、
職
業
裁
判
官
又
は
非
職
業
裁
判
官
は
、
ま
ず
、
一
九
九
五
年
簡
易

裁
判
所
法
（
第
九
〇
九
九
号
）
三
条
三
項
所
定
の
手
続
上
限
訴
額
に
特
に
配
慮
し
た
上
で
、
訴
訟
の
リ
ス
ク
と
効
果
を
示
し
、
調
停

の
利
点
に
関
し
説
明
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
（
二
一
条
）。
調
停
は
、
職
業
裁
判
官
若
し
く
は
非
職
業
裁
判
官
又
は
両
者
の
指
導

の
下
で
調
停
人
に
よ
り
進
め
ら
れ
る
（
二
二
条
本
文
）。
調
停
が
成
立
し
た
場
合
は
、
執
行
名
義
を
有
す
る
判
決
を
経
て
、
書
面
が
作

成
さ
れ
職
業
裁
判
官
に
よ
り
認
可
（hom

ologada

）
さ
れ
る
（
二
二
条
補
項
）。
聞
き
取
り
調
査
に
よ
れ
ば
、
通
常
九
～
一
〇
日
で
調

停
が
成
立
し
て
終
了
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
、
健
康
保
険
の
事
案
の
調
停
は
六
〇
日
間
ほ
ど
か
か
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

被
告
が
出
廷
し
な
い
場
合
は
、
裁
判
官
が
そ
の
反
対
の
心
証
を
得
る
場
合
を
除
い
て
、
申
立
て
ら
れ
た
事
実
が
真
実
と
み
な
さ
れ

（
二
〇
条
）、
職
業
裁
判
官
が
判
決
を
下
す
（
二
三
条
）。
調
停
が
成
立
し
な
か
っ
た
場
合
は
、
当
事
者
は
、
両
者
の
合
意
に
よ
り
、
本

法
所
定
の
仲
裁
裁
判
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
二
四
条
）。
本
法
所
定
の
仲
裁
裁
判
に
お
け
る
仲
裁
人
は
非
職
業
裁
判
官
で
な

け
れ
ば
な
ら
ず
（
二
四
条
二
項
）、
こ
の
非
職
業
裁
判
官
は
五
年
以
上
の
弁
護
士
経
験
を
有
す
る
者
の
中
か
ら
採
用
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
（
七
条
本
文
）。
と
こ
ろ
が
既
述
の
よ
う
に
現
実
に
は
非
職
業
裁
判
官
の
確
保
が
難
し
い
こ
と
が
多
く
、
調
停
が
成
立

し
な
い
場
合
は
直
ち
に
次
の
段
階
の
審
理
と
裁
判
〔
審
判
〕（A

udiência de Instrução e Julgam
ento

）
に
移
行
す
る
。

　
（
２
）　

審
理
と
裁
判
〔
審
判
〕（A

udiência de Instrução e Julgam
ento

）



141

ブラジルの簡易裁判所（Juizado Especial）と消費者被害の救済
　

第
一
審
に
あ
た
る
Ｊ
Ｅ
Ｃ
内
の
手
続
の
第
二
段
階
目
と
し
て
、
調
停
期
日
と
同
日
に
続
け
て
審
理
と
裁
判
〔
審
判
〕（A

udiência 

de Instrução e Julgam
ento

）
が
開
始
さ
れ
る
。
調
停
期
日
と
同
日
の
審
理
と
裁
判
〔
審
判
〕
開
始
が
難
し
い
場
合
は
、
裁
判
官
が

続
く
一
五
日
以
内
中
で
直
近
の
日
程
を
定
め
る
（
二
七
条
補
項
）。
審
理
と
裁
判
〔
審
判
〕
で
は
、
当
事
者
双
方
が
書
面
又
は
口
頭
で

答
弁
し
（
三
〇
条（

（（
（

）、
当
事
者
の
要
請
が
あ
れ
ば
証
人
尋
問
も
行
っ
た
上
で（（（
（

、
裁
判
官
が
判
決
を
下
す
。
非
職
業
裁
判
官
が
審
理
と

裁
判
〔
審
判
〕
を
行
い
判
決
を
下
し
た
場
合
は（（（
（

、
直
ち
に
職
業
裁
判
官
に
よ
る
認
可
を
得
る
か
、
職
業
裁
判
官
が
代
替
判
決
を
下
す

こ
と
に
な
っ
て
い
る
（
四
〇
条
）。
審
理
と
裁
判
〔
審
判
〕
に
移
行
し
た
場
合
は
平
均
九
〇
日
間
ほ
ど
か
か
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
審
理
と
裁
判
〔
審
判
〕
で
は
、
手
続
遅
延
の
原
因
と
な
る
こ
と
か
ら
、
鑑
定
は
行
わ
れ
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る（（（
（

。
た
だ

し
、
裁
判
官
が
信
任
す
る
専
門
家
（técnicos de sua confiança

）
の
意
見
を
聞
く
こ
と
は
可
能
で
あ
り
（
三
五
条
）、
ま
た
、
当
事

者
も
専
門
家
を
証
人
の
一
人
と
し
て
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
専
門
家
の
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
も
で
き
る
（
三
五
条
）。
国

家
簡
易
裁
判
所
集
会
（FO

N
A

JE

）
要
旨
12
に
よ
り
、
非
公
式
な
鑑
定
は
許
容
さ
れ
て
い
る
。

　
（
二
）　

第
二
審
│
│
控
訴
（apelação

）
と
無
名
上
訴
（
簡
易
裁
判
所
上
訴
）（recurso inom

inado

）
│
│

　

審
理
と
裁
判
〔
審
判
〕
に
対
し
て
の
み
上
訴
が
可
能
で
あ
り
（
四
一
条
本
文（

（（
（

）、
判
決
か
ら
一
〇
日
以
内
に
書
面
で
申
立
て
を
行
う

（
四
二
条
本
文
）。
上
訴
審
は
、
当
該
簡
易
裁
判
所
に
対
す
る
異
議
申
立
て
と
い
う
形
を
取
ら
ず（（（
（

、
審
理
と
裁
判
〔
審
判
〕
を
担
当
す

る
州
簡
易
裁
判
所
の
各
支
部
と
は
別
組
織
と
な
っ
て
い
る
上
訴
機
関
（Colégio Recursal / T

urm
a Recursal

）
の
管
轄
支
部
が
担

当
す
る
。
訪
問
調
査
を
行
っ
た
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
簡
易
裁
判
所
ピ
ニ
ェ
イ
ロ
ス
支
部
の
審
理
と
裁
判
〔
審
判
〕
に
対
す
る
上
訴
審
の
管

轄
は
、
上
訴
機
関
ラ
パ
支
部
で
あ
る（（（
（

。
こ
の
上
訴
機
関
で
は
、
第
一
審
判
事
（juiz de direito

）
三
名
に
よ
る
合
議
制
で
審
理
が
行

わ
れ
判
決
が
下
さ
れ
る
（
四
一
条
一
項
）。
こ
の
よ
う
に
上
訴
と
い
っ
て
も
、
通
常
訴
訟
の
場
合
に
お
い
て
州
高
等
裁
判
所
判
事

（desem
bargador

）
に
よ
る
審
理
を
行
う
州
高
等
裁
判
所
へ
の
「
控
訴
（apelação
）」
と
異
な
り
、
簡
易
裁
判
所
の
そ
れ
は
「
無
名
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上
訴
（
簡
易
裁
判
所
上
訴
）（recurso inom

inado

）」
と
呼
ば
れ
区
別
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
上
訴
審
で
は
弁
護
士
同
伴
が
必
須

と
な
っ
て
お
り
（
四
一
条
二
項
）、
弁
護
士
費
用
及
び
訴
訟
費
用
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
五
五
条
）。
原
告
勝
訴
の
場
合
に

は
弁
護
士
費
用
及
び
訴
訟
費
用
と
も
に
相
手
方
の
負
担
と
な
る
が
、
敗
訴
し
た
場
合
に
は
判
決
で
命
じ
ら
れ
た
金
銭
支
払
額
の
一

〇
％
か
ら
二
〇
％
の
間
で
確
定
さ
れ
る
額
を
訴
訟
費
用
及
び
弁
護
士
費
用
と
し
て
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
五
五
条（

（（
（

）。
ま
た
、

上
訴
提
起
の
効
果
と
し
て
、
移
審
効
（efeito devolutivo

）
の
み
認
め
ら
れ
て
お
り
、
当
事
者
へ
の
回
復
で
き
な
い
損
害
を
回
避
す

る
た
め
に
裁
判
官
は
確
定
遮
断
効
（efeito suspensivo

）
を
付
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
四
三
条
）。

　
（
三
）　

第
三
審

　
（
１
）　

連
邦
最
高
裁
判
所
（
Ｓ
Ｔ
Ｆ
）
へ
の
非
常
上
告
（recurso extraordinário

）

　

上
訴
機
関
の
判
決
に
不
服
が
あ
る
場
合
、
連
邦
高
等
司
法
裁
判
所
（
Ｓ
Ｔ
Ｊ
）
へ
の
特
別
上
告
（recurso especial

）
は
認
め
ら

れ
て
お
ら
ず
（Súm

ula 203-ST
J

（
（（
（

）、
憲
法
違
反
の
有
無
が
争
点
と
な
り
（
連
邦
憲
法
一
〇
二
条
Ⅲ
号
a)
）
か
つ
条
件
を
充
た
す
場
合

に
連
邦
最
高
裁
判
所
へ
の
非
常
上
告
の
み
が
認
め
ら
れ
る
（Súm

ula 640-ST
F

（
（（
（

）。
こ
の
違
い
は
各
上
告
に
関
す
る
連
邦
憲
法
の
定

め
に
由
来
す
る
。
非
常
上
告
に
関
し
て
、
連
邦
憲
法
一
〇
二
条
で
は
本
文
で
「
連
邦
最
高
裁
判
所
（
Ｓ
Ｔ
Ｆ
）
は
、
主
と
し
て
、
憲

法
を
擁
護
す
る
責
務
を
負
い
、
次
の
権
限
が
こ
れ
に
属
す
る
」
と
し
た
上
で
、
Ⅲ
号
で
「（
控
訴
審
の
決
定
が
次
の
場
合
で
あ
る
と
き

に
（
（（
（

、）
単
一
審
又
は
最
終
審
に
お
い
て
判
決
し
た
訴
訟
を
非
常
上
告
と
し
て
裁
判
す
る
こ
と
」
と
規
定
す
る
。
他
方
で
、
特
別
上
告

に
関
し
て
、
連
邦
憲
法
一
〇
五
条
で
は
本
文
で
「
連
邦
高
等
司
法
裁
判
所
（
Ｓ
Ｔ
Ｊ
）
に
は
下
記
の
権
限
が
属
す
る
」
と
し
た
上
で
、

Ⅲ
号
で
「（
控
訴
審
の
決
定
が
次
の
場
合
で
あ
る
と
き（

（（
（

、）
連
邦
地
域
裁
判
所
、
州
、
連
邦
直
轄
区
の
裁
判
所
に
よ
る
単
一
審
又
は
最
終

審
に
お
い
て
判
決
し
た
訴
訟
を
特
別
上
告
と
し
て
裁
判
す
る
こ
と
」
と
規
定
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
連
邦
高
等
司
法
裁
判
所
（
Ｓ
Ｔ

Ｊ
）
に
対
す
る
特
別
上
告
は
、
州
高
等
裁
判
所
（T

ribunal de Justiça

）
又
は
連
邦
地
域
裁
判
所
（T

ribunal Regional Federal

）
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の
単
一
審
又
は
最
終
審
に
よ
り
下
さ
れ
た
判
決
に
対
し
て
行
わ
れ
る
も
の
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
簡
易
裁
判
所
の
上
訴
機
関
は
厳
密

に
州
高
等
裁
判
所
（
や
連
邦
地
域
裁
判
所
）
と
は
異
な
る
機
関
で
あ
る
た
め
、
連
邦
高
等
司
法
裁
判
所
（
Ｓ
Ｔ
Ｊ
）
に
対
す
る
特
別
上

告
の
対
象
と
な
ら
な
い
。

　
（
２
）　

連
邦
高
等
司
法
裁
判
所
（
Ｓ
Ｔ
Ｊ
）
決
議
と
「
不
服
申
立
て
（reclam

ação

）」

　

一
九
九
五
年
簡
易
裁
判
所
法
（
第
九
〇
九
九
号
）
は
、
州
簡
易
裁
判
所
の
判
決
が
連
邦
高
等
司
法
裁
判
所
（
Ｓ
Ｔ
Ｊ
）
の
判
例
と
矛

盾
す
る
場
合
に
、
連
邦
高
等
司
法
裁
判
所
（
Ｓ
Ｔ
Ｊ
）
の
立
場
を
優
先
す
る
規
定
を
置
か
な
か
っ
た
た
め（（（
（

、
こ
れ
を
解
決
す
る
メ
カ

ニ
ズ
ム
が
必
要
と
な
っ
た
。
二
〇
〇
九
年
一
二
月
の
連
邦
高
等
司
法
裁
判
所
決
議
（Resolução ST

J 12/2009

）
で
は
、
判
決
が

「
①
反
復
上
訴
（recurso repetitivo
（
（（
（

）
に
お
い
て
判
示
さ
れ
た
連
邦
高
等
司
法
裁
判
所
（
Ｓ
Ｔ
Ｊ
）
の
判
例
に
反
す
る
場
合
、
②
連

邦
高
等
司
法
裁
判
所
（
Ｓ
Ｔ
Ｊ
）
の
重
要
判
例
要
旨
／
ス
ム
ラ
（Súm

ula

（
（（
（

）
に
違
反
す
る
場
合
、
③
催
奇
的
（teratológica

（
（（
（

）
で

あ
っ
た
場
合
に
、
当
事
者
は
州
（
又
は
連
邦
）
上
訴
機
関
の
決
定
に
対
す
る
連
邦
高
等
司
法
裁
判
所
（
Ｓ
Ｔ
Ｊ
）
へ
の
不
服
申
立
て

が
可
能
で
あ
る
」（
一
条
）
と
し
た
。
こ
の
決
議
を
無
効
に
し
て
新
た
に
出
さ
れ
た
二
〇
一
六
年
三
月
の
連
邦
高
等
司
法
裁
判
所
決

議
（Resolução ST

J 03/2016

）
で
は
、「
州
（
又
は
連
邦
）
上
訴
機
関
の
決
定
が
次
の
場
合
に
お
い
て
確
立
さ
れ
た
連
邦
高
等
司
法

裁
判
所
（
Ｓ
Ｔ
Ｊ
）
の
判
例
に
反
す
る
場
合
、
当
事
者
は
州
高
等
裁
判
所
（T

ribunal de Justiça

）
へ
の
不
服
申
立
て
が
可
能
で
あ

る
」
と
し
、「
①
管
轄
引
受
付
随
事
件
（incidente de assunção de com

petência: IA
C

（
（（
（

）、
②
反
復
請
求
決
定
付
随
事
件

（incidente de resolução de dem
andas repetitivas: IRD

R

（
（（
（

）、
③
反
復
特
別
上
告
の
判
決
（julgam

ento de recurso especial 

repetitivo

）、
④
連
邦
高
等
司
法
裁
判
所
（
Ｓ
Ｔ
Ｊ
）
の
重
要
判
例
要
旨
／
ス
ム
ラ
（Súm

ula

）
の
要
旨
（enunciados

）、
⑤
連
邦
高

等
司
法
裁
判
所
（
Ｓ
Ｔ
Ｊ
）
の
先
例
」（
一
条
）
と
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
簡
易
裁
判
所
の
上
訴
機
関
の
決
定
が
連
邦
高
等
司
法
裁
判

所
（
Ｓ
Ｔ
Ｊ
）
の
判
例
に
反
す
る
か
否
か
を
判
断
す
る
た
め
、
州
高
等
裁
判
所
に
よ
る
当
該
管
轄
権
の
下
請
け
が
生
じ
る
に
至
っ
た
。

州
高
等
裁
判
所
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
不
服
申
立
て
は
、
大
法
廷
（Câm

aras Reunidas
）
又
は
専
門
部
（Seção Especializada

）
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に
よ
り
審
理
さ
れ
る
（
同
決
議
一
条
）。
そ
し
て
、
州
高
等
裁
判
所
が
上
訴
機
関
の
決
定
を
維
持
し
た
場
合
は
、
原
則
と
し
て
連
邦
高

等
司
法
裁
判
所
（
Ｓ
Ｔ
Ｊ
）
へ
の
特
別
上
告
が
認
め
ら
れ
る
。

　

連
邦
高
等
司
法
裁
判
所
（
Ｓ
Ｔ
Ｊ
）
が
、
連
邦
高
等
司
法
裁
判
所
（
Ｓ
Ｔ
Ｊ
）
自
身
へ
の
い
わ
ば
上
告
た
る
不
服
申
立
て
を
認
め

て
い
た
二
〇
〇
九
年
一
二
月
決
議
を
無
効
に
し
て
、
州
高
等
裁
判
所
（T
ribunal de Justiça

）
へ
の
不
服
申
立
て
を
規
定
す
る
二
〇

一
六
年
三
月
決
議
を
公
表
し
た
理
由
は
、
上
訴
機
関
の
決
定
に
対
し
て
提
起
さ
れ
る
不
服
申
立
て
件
数
が
ブ
ラ
ジ
ル
全
土
に
お
い
て

著
し
く
増
加
し
た
こ
と
に
よ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
二
〇
一
六
年
三
月
決
議
は
、「
不
服
申
立
て
（reclam

ação

）」
の
概
念
及
び
州

裁
判
所
の
管
轄
権
に
関
す
る
州
自
治
の
観
点
か
ら
批
判
さ
れ
て
い
る
。

　
「
不
服
申
立
て
（reclam

ação

）」
は
、
連
邦
憲
法
五
条
Ⅹ
Ⅹ
Ⅹ
Ⅳ
号
a)
所
定
の
「
請
願
権
（direito de petição

（
（（
（

）」
の
行
使
と
さ

れ
（
連
邦
最
高
裁
判
所
判
例（

（（
（

）、
連
邦
最
高
裁
判
所
（
Ｓ
Ｔ
Ｆ
）
及
び
連
邦
高
等
司
法
裁
判
所
（
Ｓ
Ｔ
Ｊ
）
に
対
す
る
不
服
申
立
て
に
つ

い
て
同
憲
法
中
に
明
文
規
定
が
置
か
れ
て
い
る
。
連
邦
最
高
裁
判
所
（
Ｓ
Ｔ
Ｆ
）
に
関
し
て
は
、
同
裁
判
所
に
帰
属
す
る
権
限
に
つ

い
て
定
め
る
連
邦
憲
法
一
〇
二
条
本
文
Ⅰ
号
「
第
一
審
と
し
て
（origináriam

ente

）（
次
の
こ
と
を
）
訴
訟
手
続
し
裁
判
す
る
こ
と
」

１)
「
官
公
署
の
管
轄
権
の
保
全
及
び
そ
の
諸
決
定
の
権
威
の
保
障
の
た
め
の
不
服
申
立
て
（a reclam

ação para a preservação de 

sua com
petência e garantia da autoridade de suas decisões

）」
と
定
め
、
ま
た
、
連
邦
高
等
司
法
裁
判
所
（
Ｓ
Ｔ
Ｊ
）
に
関
し

て
も
、
同
裁
判
所
に
帰
属
す
る
権
限
に
つ
い
て
定
め
る
連
邦
憲
法
一
〇
五
条
本
文
Ⅰ
号
f )
に
同
内
容
の
定
め
が
あ
る
と
お
り
、
本
来
、

当
該
裁
判
所
の
管
轄
権
の
有
無
が
問
題
と
な
る
場
合
の
ほ
か
、
当
該
裁
判
所
の
判
決
に
違
反
す
る
決
定
を
破
毀
し
得
る
べ
く
存
在
す

る
制
度
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
当
該
裁
判
所
の
決
定
が
尊
重
さ
れ
な
い
場
合
や
そ
の
管
轄
権
が
侵
害
さ
れ
た
場
合
に
、
当
該
裁
判
所
を

保
護
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
「
不
服
申
立
て
」
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
二
〇
一
六
年
三
月
決
議
は
、
不
服
申
立
て
を
審
理
す
る
裁
判
所

が
、
そ
れ
と
矛
盾
す
る
決
定
を
行
っ
て
い
た
裁
判
所
で
は
な
い
こ
と
が
問
題
視
さ
れ
て
い
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
州
高
等
裁
判
所
は
、

別
の
裁
判
所
（
連
邦
高
等
司
法
裁
判
所
）
の
行
っ
た
決
定
の
違
反
に
対
す
る
不
服
申
立
て
を
審
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
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二
〇
一
五
年
新
民
事
訴
訟
法
で
は
、
旧
民
事
訴
訟
法
に
対
応
す
る
規
定
の
な
か
っ
た
「
不
服
申
立
て
」
に
つ
い
て
新
規
に
九
八
八

条
か
ら
九
九
三
条
で
明
文
が
設
け
ら
れ
た（（（
（

。
九
八
八
条
で
は
本
文
で
「
次
の
場
合
に
当
事
者
及
び
検
察
庁
の
不
服
申
立
て
が
可
能
で

あ
る
」
と
し
、
Ⅰ
号
「
裁
判
所
の
管
轄
権
を
保
全
す
る
た
め
」、
Ⅱ
号
「
裁
判
所
の
判
決
や
決
定
の
権
威
を
保
障
す
る
た
め
」、
Ⅲ
号

「
合
憲
性
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
お
け
る
連
邦
最
高
裁
判
所
（
Ｓ
Ｔ
Ｆ
）
の
拘
束
的
重
要
判
例
要
旨
／
ス
ム
ラ
・
ヴ
ィ
ン
ク
ラ
ン
チ

（Súm
ula V

inculante
）
の
要
旨
（enunciado

）
及
び
同
裁
判
所
の
判
決
や
決
定
の
遵
守
を
保
障
す
る
た
め
」、
Ⅳ
号
「
反
復
請
求
決

定
付
随
又
は
管
轄
引
受
付
随
の
裁
判
に
お
い
て
下
さ
れ
た
合
議
制
判
決
の
遵
守
を
保
障
す
る
た
め
」
と
規
定
す
る（（（
（

。
そ
し
て
、
同
条

一
項
で
「
不
服
申
立
て
は
そ
の
点
に
お
い
て
い
か
な
る
裁
判
所
に
対
し
て
も
提
起
さ
れ
得
、
ま
た
、
そ
の
裁
判
（julgam

ento

）
は
、

そ
の
管
轄
権
の
保
全
、
又
は
、
そ
の
権
限
・
権
威
の
保
障
が
求
め
ら
れ
る
べ
き
司
法
機
関
に
そ
の
管
轄
権
が
帰
属
す
る
」
と
定
め
て

お
り
、
当
該
規
定
に
も
二
〇
一
六
年
三
月
決
議
は
抵
触
す
る
。

　

州
自
治
及
び
州
裁
判
所
自
治
と
の
抵
触
に
関
し
て
も
批
判
が
存
す
る
。
連
邦
憲
法
一
二
五
条
本
文
で
は
、「
州
は
、
本
憲
法
に
定

め
る
諸
原
則
を
遵
守
し
、
そ
の
司
法
を
組
織
す
る
」
と
定
め
、
同
条
一
項
で
「
裁
判
所
の
管
轄
は
、
州
憲
法
で
定
め
ら
れ
、
か
つ
裁

判
所
組
織
法
は
、
州
高
等
裁
判
所
の
発
議
と
す
る
」
と
定
め
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
同
規
定
と
抵
触
す
る
形
で
、
二
〇
一
六
年
三

月
決
議
は
、
法
律
の
定
め
も
連
邦
憲
法
の
規
定
も
な
い
中
で
、
州
裁
判
所
の
管
轄
権
を
新
た
に
創
設
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、

同
決
議
は
、「
州
高
等
裁
判
所
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
不
服
申
立
て
は
、
大
法
廷
（Câm

aras Reunidas

）
又
は
専
門
部
（Seção 

Especializada

）
に
よ
り
審
理
さ
れ
る
」（
同
決
議
一
条
）
と
す
る
こ
と
で
、
州
高
等
裁
判
所
の
自
律
権
も
侵
害
す
る
。

　

最
後
に
、
同
決
議
一
条
で
限
定
さ
れ
た
「
不
服
申
立
て
」
の
範
囲
と
し
て
、「
連
邦
高
等
司
法
裁
判
所
（
Ｓ
Ｔ
Ｊ
）
の
先
例
」
が

含
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
、
そ
の
対
象
が
広
が
り
す
ぎ
る
と
し
て
批
判
さ
れ
て
い
る
。

　
（
３
）　

非
常
上
告
に
お
け
る
「
一
般
的
影
響
力
（repercussão geral

）」

　

連
邦
憲
法
一
〇
二
条
Ⅲ
号
に
基
づ
い
て
形
式
的
に
非
常
上
告
が
認
め
ら
れ
る
と
し
て
も
、
そ
の
要
件
と
し
て
、
憲
法
違
反
の
有
無
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が
そ
の
争
点
と
な
る
こ
と
に
加
え
、「
一
般
的
影
響
力
（repercussão geral

）」
が
認
め
ら
れ
る
事
案
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（（（
（

。
一

般
的
影
響
力
と
は
、
法
的
、
政
治
的
、
社
会
的
、
経
済
的
観
点
か
ら
分
析
す
べ
き
、
当
該
事
件
の
当
事
者
の
主
観
的
利
益
を
超
え
る

重
要
な
問
題
が
、
そ
の
憲
法
問
題
中
に
含
ま
れ
て
い
る
場
合
に
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る（（（（
（

。
一
般
的
影
響
力
の
あ
る
事
案
と
し
て
認

め
ら
れ
る
と
、
連
邦
最
高
裁
判
所
が
大
法
廷
（Plenário

）
を
開
い
て
本
案
を
分
析
し
判
決
を
下
し（（（（
（

、
当
該
判
決
は
同
種
の
事
案
に

つ
い
て
下
級
審
に
も
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

連
邦
最
高
裁
判
所
（
Ｓ
Ｔ
Ｆ
）
仮
想
大
法
廷
（Plenário V
irtual

）
は
、
州
民
事
簡
易
裁
判
所
の
上
訴
機
関
の
決
定
に
対
す
る
非

常
上
告
に
つ
い
て
、
二
〇
一
五
年
三
月
二
〇
日
付
の
三
判
決
（
売
買
契
約
の
代
金
支
払
債
務
不
履
行
に
関
す
るA

RE835833 RG/RS

（
（（（
（

、

契
約
改
訂
に
関
す
るA

RE837318 RG/SP

（
（（（
（

及
び
交
通
事
故
損
害
賠
償
に
関
す
るA

RE836819 RG/SP

（
（（（
（

）
全
て
に
お
い
て
「
一
般
的
影
響

力
」
を
否
定
し
た
。
テ
オ
リ
・
ザ
ヴ
ァ
ス
キ
（T

eori Zavascki

）
報
告
担
当
裁
判
官
（relator

）
に
よ
る
三
判
決
の
判
例
要
旨

（Em
enta

）
は
全
て
共
通
し
て
お
り
、「
第
九
〇
九
九
／
九
五
法
所
定
の
州
民
事
簡
易
裁
判
所
の
固
有
の
本
質
及
び
性
質
か
ら
し
て
、

そ
の
管
轄
と
な
る
諸
事
案
は
、
通
常
の
審
理
で
速
や
か
な
解
決
が
与
え
ら
れ
る
、
事
実
的
か
つ
法
的
単
純
性
を
備
え
た
私
法
的
関
係

に
基
づ
く
紛
争
か
ら
生
じ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
諸
事
案
は
、
非
常
に
例
外
的
な
場
合
に
の
み
、
憲
法
規
範
の
直
接
適
用
を

通
じ
て
解
決
さ
れ
る
。
そ
し
て
そ
う
で
あ
る
と
し
て
も
、
議
論
さ
れ
た
憲
法
問
題
が
…
…
所
定
の
一
般
的
影
響
力
を
含
む
状
況
で
あ

る
こ
と
は
珍
し
く
、
な
か
な
か
あ
り
得
な
い
」、「
ゆ
え
に
、
当
該
事
案
の
経
済
的
、
政
治
的
、
社
会
的
又
は
法
的
重
要
性
を
示
す
具

体
的
諸
状
況
及
び
客
観
的
デ
ー
タ
の
詳
細
な
指
標
を
伴
っ
て
一
般
的
影
響
力
の
要
件
が
正
当
化
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
非
常
に
例
外
的

な
状
況
に
お
い
て
の
み
認
め
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
」
と
し
た
。

　

ま
た
、
三
判
決
文
中
全
て
に
お
い
て
、「
一
九
九
七
年
か
ら
二
〇
一
四
年
九
月
ま
で
の
間
で
、
第
九
〇
九
九
／
九
五
法
に
従
う
州

簡
易
裁
判
所
の
事
案
に
由
来
す
る
非
常
上
告
で
一
般
的
影
響
力
が
認
め
ら
れ
た
事
案
は
九
件
し
か
な
く
、
そ
れ
ら
は
、
⒜
イ
ン
フ
レ

修
正
（expurgos inflacionários

）、
⒝
消
費
関
係
に
関
す
る
立
法
権
、
⒞
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
ワ
ー
ル
ド
ワ
イ
ド
ウ
ェ
ブ
上
の
内
容
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に
関
す
る
事
業
者
の
民
事
責
任
、
⒟
簡
易
裁
判
所
の
機
能
に
関
す
る
手
続
上
の
問
題
に
関
連
す
る
事
案
で
あ
る
」
こ
と
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
。

四　

結
び
に
代
え
て

　

ブ
ラ
ジ
ル
の
法
文
化
が
高
度
に
法
律
主
義
で
あ
り
、
法
実
証
主
義
の
伝
統
の
下
、
書
か
れ
た
形
式
的
法
規
範
を
人
知
の
篩
に
か
け

選
び
抜
か
れ
た
も
の
と
し
て
過
大
評
価
す
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
あ
ら
ゆ
る
社
会
関
係
は
適
切
な
立
法
に
よ
り

規
律
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
法
律
の
許
可
な
し
に
何
ら
の
制
度
や
実
務
も
採
用
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
か
か

る
思
考
法
の
も
う
一
方
の
側
面
と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
問
題
は
法
律
さ
え
制
定
す
れ
ば
解
決
さ
れ
る
と
考
え
て
し
ま
う
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
る
。
こ
れ
は
支
配
国
で
あ
っ
た
ス
ペ
イ
ン
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
負
の
遺
産
と
い
え
る
思
考
様
式
で
あ
る
が
、
法
律
の
実
効
性
や
有
効

性
を
考
え
ず
に
安
易
に
公
布
し
、
都
合
が
悪
く
な
れ
ば
ま
た
新
し
い
法
律
を
公
布
す
る
も
の
の
、
こ
れ
も
ま
た
実
効
性
や
有
効
性
を

欠
く
法
律
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
繰
り
返
し
て
き
た（（（（
（

。
一
九
八
四
年
少
額
裁
判
所
法
の
制
定
と
、
こ
の
続
編
に
あ
た
る
一
九
九
五

年
簡
易
裁
判
所
法
の
制
定
は
、
か
よ
う
な
法
文
化
に
風
穴
を
開
け
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う（（（（
（

。

　

ブ
ラ
ジ
ル
の
簡
易
裁
判
所
制
度
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
ス
モ
ー
ル
・
ク
レ
ー
ム
ズ
・
コ
ー
ト
と
同
様（（（（
（

、
日
常

的
な
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
購
入
に
伴
う
ト
ラ
ブ
ル
や
事
故
な
ど
に
よ
っ
て
損
害
を
被
り
、
僅
少
な
金
額
の
紛
争
（conflitos de 

pequena expressão econôm
ica

）
に
巻
き
込
ま
れ
た
一
般
市
民
（cidadão com

um

）
の
事
案
に
限
定
し
て（（（（
（

、
可
能
な
限
り
調
停
や

和
解
を
模
索
し
つ
つ
、
口
頭
、
簡
易
、
略
式
、
訴
訟
経
済
及
び
迅
速
性
と
い
う
基
準
に
従
っ
て
訴
訟
手
続
が
進
め
ら
れ
る
も
の
で
あ

る
（
簡
易
裁
判
所
法
二
条
）。
と
こ
ろ
が
、
今
日
、
簡
易
裁
判
所
に
持
ち
込
ま
れ
る
事
件
は
、
携
帯
電
話
の
基
本
通
話
プ
ラ
ン
や
健
康

保
険
と
い
っ
た
電
気
通
信
、
社
会
保
障
の
公
共
政
策
に
関
わ
る
も
の
か
ら
、
一
九
八
七
年
ブ
レ
セ
ル
・
プ
ラ
ン
（
金
利
、
給
与
、
家
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賃
の
凍
結
）、
一
九
八
九
年
夏
プ
ラ
ン
（
経
済
の
凍
結
）、
一
九
九
〇
年
・
一
九
九
一
年
コ
ロ
ー
ル
・
プ
ラ
ン
Ⅰ
・
Ⅱ
（
一
定
額
を
超
え

る
預
金
封
鎖（

（（（
（

）
に
よ
る
貯
蓄
預
金
ポ
ウ
パ
ン
サ
の
イ
ン
フ
レ
修
正
額
返
還
を
求
め
る
事
案
の
よ
う
に
、
過
去
の
イ
ン
フ
レ
抑
圧
の
た

め
の
国
家
経
済
政
策
に
ま
で
及
ぶ
も
の
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
で
、
簡
易
裁
判
所
は
、
初
心
に
立
ち
返
り
複
雑
性
の

乏
し
い
事
件
に
つ
い
て
無
償
の
Ａ
Ｄ
Ｒ
を
提
供
す
る
機
関
た
る
べ
き
こ
と
を
追
求
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
結
果
と
し
て
、
消
費
社
会
の

進
展
に
伴
い
、
集
団
的
利
益
の
個
別
訴
訟
に
立
ち
向
か
う
と
い
う
意
味
で
の
事
実
上
の
管
轄
権
の
拡
大
が
生
じ
る
ジ
レ
ン
マ
に
陥
っ

て
い
る
。
も
は
や
通
常
裁
判
所
民
事
部
と
大
差
が
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
判
事
協
会
（A

ssociação dos M
agistrados 

Brasileiros: A
M

B
）
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
通
常
裁
判
所
ユ
ー
ザ
ー
の
満
足
度
が
四
一
・
八
％
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
簡
易
裁
判
所

ユ
ー
ザ
ー
の
満
足
度
は
七
一
・
八
％
の
高
水
準
を
保
っ
て
い
る
と
い
う
。
司
法
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
問
題
は
、
単
に
ア
ク
セ
ス
の
可
能

性
を
広
げ
る
の
で
は
な
く
、
正
し
い
司
法
秩
序
（ordem

 jurídica justa

）
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
実
現
し
て
こ
そ
意
味
が
あ
る（（（（
（

。

　

ア
ダ
・
ペ
レ
グ
リ
ー
ニ
＝
グ
リ
ノ
ー
ヴ
ェ
ル
は
、
そ
も
そ
も
消
費
者
紛
争
が
個
別
の
調
停
を
中
核
と
し
た
裁
判
外
紛
争
解
決
に
は

不
向
き
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
た（（（（
（

。
消
費
者
紛
争
が
簡
易
裁
判
所
に
持
ち
込
ま
れ
る
件
数
に
比
し
て
、
事
業
者
と
の
間
で
成
立

す
る
調
停
件
数
が
減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と
も
司
法
統
計
及
び
聞
き
取
り
調
査
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
要
因
と
し
て
、
①
金
融
上

の
収
益
を
意
図
し
た
、
被
告
事
業
者
に
よ
る
支
払
遅
延
の
模
索
、
②
先
例
を
作
る
こ
と
に
よ
る
、
新
た
な
類
似
事
案
の
提
起
に
対
す

る
恐
れ
、
③
そ
の
背
後
に
集
団
的
性
質
を
有
す
る
利
益
を
隠
し
持
つ
個
別
請
求
の
存
在（（（（
（

、
を
指
摘
し
得
る（（（（
（

。
つ
ま
り
、
共
通
の
原
因

を
有
し
類
似
の
消
費
関
係
に
由
来
す
る
い
わ
ゆ
る
「
同
種
個
別
的
利
益
」（
ブ
ラ
ジ
ル
消
費
者
保
護
法
典
八
一
条
三
号
）
の
事
案
は
、

個
別
の
和
解
的
解
決
に
委
ね
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
携
帯
電
話
料
金
、
銀
行
取
引
、
健
康
保
険
・
生
命
保
険
等
の
各
種
保
険
契
約

が
こ
れ
に
該
当
し
、
一
部
の
個
別
性
を
含
む
事
案
を
除
い
て
は（（（（
（

、
ワ
タ
ナ
ベ
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
相
反
す
る
判
決
を
避
け
ま
た
訴

訟
経
済
上
も
、
原
子
レ
ベ
ル
（de form

a atom
izada

）
で
は
な
く
分
子
レ
ベ
ル
（m

olecularm
ente

）
で
対
応
す
べ
き
も
の
と
い
え

る
（
（（（
（

。
ブ
ラ
ジ
ル
判
事
協
会
を
母
体
と
す
る
国
家
簡
易
裁
判
所
集
会
（FO

N
A

JE
）
要
旨
（Enunciado

）
139
に
よ
り
確
立
さ
れ
た
新
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ル
ー
ル
で
は
、
拡
散
的
又
は
集
合
的
な
権
利
又
は
利
益
と
と
も
に
同
種
個
別
的
利
益
に
つ
い
て
の
請
求
に
関
す
る
簡
易
裁
判
所
の
管

轄
権
の
除
外
は
、
多
数
・
大
量
性
を
有
す
る
個
別
請
求
に
も
集
団
訴
訟
に
も
適
用
さ
れ
、
簡
易
裁
判
所
に
お
い
て
集
団
訴
訟
提
起
を

生
じ
さ
せ
得
る
諸
事
実
を
認
識
し
た
場
合
、
適
切
な
措
置
の
た
め
に
検
察
庁
及
び
／
又
は
公
共
弁
護
庁
に
事
件
を
移
送
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

　

わ
が
国
の
消
費
者
裁
判
手
続
特
例
法
に
つ
い
て
も
、
当
該
手
続
を
適
用
す
る
適
切
な
事
案
の
選
別
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
原
告

適
格
を
有
す
る
特
定
適
格
消
費
者
団
体
に
お
い
て
は
、
先
行
す
る
差
止
訴
訟
に
お
け
る
認
容
例
等
を
検
討
し
な
が
ら
、
選
択
能
力
の

滋
養
が
図
ら
れ
る
べ
き
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（（（（
（

。
適
用
す
べ
き
事
案
の
具
体
例
と
し
て
、
約
款
、
瑕
疵
担
保
、
ネ
ズ
ミ
講
や
悪
質

な
マ
ル
チ
商
法
の
事
案
と
並
ん
で（（（（
（

、「
企
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
自
体
に
対
す
る
異
議
申
立
て
を
意
味
す
る
訴
訟（（（（
（

」
が
挙
が
っ
て
い

る
こ
と
は
、
本
稿
で
指
摘
し
た
ブ
ラ
ジ
ル
の
簡
易
裁
判
所
に
提
起
さ
れ
る
消
費
者
事
件
の
問
題
状
況
（
少
額
金
銭
請
求
の
背
後
で
一
定

の
政
策
自
体
に
異
議
を
唱
え
て
い
る
）
と
共
通
性
を
有
し
興
味
深
い
。
ま
た
、
ブ
ラ
ジ
ル
法
か
ら
の
示
唆
と
し
て
、
特
定
適
格
消
費
者

団
体
に
よ
る
事
案
の
選
択
能
力
の
滋
養
の
た
め
に
、
差
止
訴
訟
の
認
容
例
の
他
、
例
え
ば
国
セ
ン
（
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
）
Ａ
Ｄ
Ｒ

の
対
処
事
例
等
、
行
政
型
・
民
間
型
Ａ
Ｄ
Ｒ
の
対
処
事
例
も
参
考
と
な
る
と
い
え
よ
う
。
さ
ら
に
突
き
詰
め
れ
ば
、
全
国
の
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
る
消
費
者
相
談
か
ら
適
切
な
事
案
を
抽
出
す
る
こ
と
も
可
能
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
う
な
れ
ば
、

ブ
ラ
ジ
ル
の
プ
ロ
コ
ン
（PRO

CO
N

）、
メ
キ
シ
コ
の
プ
ロ
フ
ェ
コ
（PRO

FECO

（
（（（
（

）、
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
市
区
代
理
人
（Personeros 

M
unicipales y D

istritales

（
（（（
（

）
な
ど
の
よ
う
に
、
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
及
び
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
自
体
に
集
団
訴
訟
の
原
告
適
格
を

認
め
る
方
向
性
も
考
慮
さ
れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

最
後
に
、
わ
が
国
の
消
費
者
裁
判
手
続
特
例
法
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
法
に
は
存
在
し
な
い
詳
細
か
つ
緻
密
な
簡
易
確
定
手
続
（
ブ
ラ
ジ

ル
で
は
判
決
清
算
手
続
）
を
定
め
、
実
際
に
共
通
義
務
確
認
訴
訟
が
提
起
さ
れ
原
告
団
体
が
勝
訴
す
れ
ば
、
速
や
か
に
簡
易
確
定
手

続
に
移
行
し
て
迅
速
な
賠
償
額
の
支
払
い
が
個
別
消
費
者
に
対
し
て
な
さ
れ
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
一
つ
の
懸
念
と
し
て
、
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例
え
ば
優
良
誤
認
表
示
な
ど
の
広
告
事
案
や
不
当
勧
誘
事
案
の
よ
う
に
、
対
象
消
費
者
は
非
常
に
多
数
で
あ
り
な
が
ら
個
別
の
賠
償

額
が
か
な
り
僅
少
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
事
案
は
、
適
切
な
通
知
・
公
告
の
措
置
を
と
っ
た
と
し
て
も
、
消
費
者
の
加
入
意
欲

が
ど
れ
ほ
ど
の
も
の
か
疑
問
が
残
る
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
僅
少
な
金
額
の
事
案
と
い
う
の
は
実
質
的
に
は
「
拡
散
的
利
益

（interesse difuso

）」（
ブ
ラ
ジ
ル
消
費
者
保
護
法
典
八
一
条
一
号
）
の
侵
害
に
等
し
い
事
案
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
に
拡
散
的
利
益
侵
害

と
同
種
個
別
的
利
益
侵
害
は
事
象
と
し
て
完
全
に
割
り
切
れ
な
い
こ
と
に
も
留
意
す
べ
き
で
あ
る（（（（
（

。
ブ
ラ
ジ
ル
の
よ
う
に
、
一
定
の

段
階
で
原
告
団
体
が
当
事
者
に
代
わ
っ
て
執
行
し
、
特
別
基
金
な
ど
へ
入
れ
る
（
ブ
ラ
ジ
ル
消
費
者
保
護
法
典
一
〇
〇
条
）
と
い
っ
た

制
度
の
新
設
も
同
時
に
考
慮
さ
れ
る
べ
き
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
付
記
）　

本
研
究
は
二
〇
一
六
年
度
慶
應
義
塾
大
学
学
事
振
興
資
金
（
共
同
研
究
）「
ブ
ラ
ジ
ル
に
お
け
る
消
費
者
被
害
救
済
の
た
め
の
制

裁
的
な
金
銭
支
払
制
度
の
研
究
」、
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費JP16H

03574

、JP 25870721

、JP21730092

の
助
成
を
受
け
た
。

　

ま
た
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
訳
語
に
つ
い
て
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
大
学
法
学
部
の
二
宮
正
人
教
授
及
び
ブ
ラ
ジ
リ
ア
大
学
文
学
部
の
向
井
裕
樹

教
授
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
。
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
た
い
。

（
1
）　

独
立
行
政
法
人
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
編
『
消
費
生
活
年
報
二
〇
一
七
』（
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
七
年
）
四
頁
。

（
2
）　

国
セ
ン
（
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
）
Ａ
Ｄ
Ｒ
に
つ
い
て
、
藤
森
典
子
「
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
Ａ
Ｄ
Ｒ
の
概
要
」
国
民
生
活
ウ
ェ
ブ
版

N
o. 24

（
二
〇
一
四
年
）
六
～
九
頁
参
照
。

（
3
）　

野
々
山
宏
「
消
費
者
被
害
の
法
的
救
済
制
度
│
消
費
者
裁
判
手
続
特
例
法
と
他
の
訴
訟
制
度
と
の
比
較
│
」
国
民
生
活
ウ
ェ
ブ
版

N
o. 24

（
二
〇
一
四
年
）
一
～
五
頁
。

（
4
）　

上
原
敏
夫
、
池
田
辰
夫
、
山
本
和
彦
著
『
民
事
訴
訟
法
〔
第
七
版
〕』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
七
年
）
三
〇
二
頁
以
下
、
長
谷
部
由
起
子

著
『
民
事
訴
訟
法
新
版
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
七
年
）
五
頁
。

（
5
）　

わ
が
国
の
簡
易
裁
判
所
通
常
事
件
の
全
体
の
約
八
割
を
消
費
者
信
用
関
係
事
件
（
貸
金
、
立
替
金
、
求
償
金
請
求
事
件
等
）
が
占
め
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ブラジルの簡易裁判所（Juizado Especial）と消費者被害の救済

て
い
る
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
事
件
は
い
わ
ゆ
る
「
業
者
事
件
」
で
、
原
告
を
事
業
者
、
被
告
を
消
費
者
と
す
る
事
件
で
あ
る
。

貸
金
や
割
賦
販
売
あ
っ
せ
ん
等
を
業
と
す
る
会
社
は
、
業
績
を
上
げ
る
た
め
に
業
務
拡
大
の
姿
勢
を
と
り
、
広
く
消
費
者
に
対
し
て
利
用

を
宣
伝
す
る
た
め
、
債
権
の
焦
げ
つ
く
案
件
も
少
な
く
な
い
。
そ
こ
で
、
機
動
的
か
つ
効
率
的
な
回
収
を
図
る
た
め
に
、
消
費
者
信
用
関

係
訴
訟
自
体
を
債
権
回
収
業
務
の
中
に
取
り
込
み
、
コ
ス
ト
を
抑
え
る
た
め
に
顧
問
弁
護
士
で
は
な
く
社
員
に
担
当
さ
せ
る
。
ま
た
、
契

約
書
に
は
、
訴
額
の
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
、
本
店
所
在
地
の
簡
易
裁
判
所
を
合
意
管
轄
裁
判
所
と
す
る
旨
の
文
言
を
入
れ
て
、
回
収
部

門
を
お
い
た
大
都
市
の
簡
易
裁
判
所
に
、
社
員
を
許
可
代
理
人
と
し
て
、
大
量
に
訴
訟
に
持
ち
込
ん
で
い
る
の
が
実
情
で
あ
る
。
以
上
、

加
藤
新
太
郎
編
『
簡
裁
民
事
事
件
の
考
え
方
と
実
務
〔
第
四
版
〕』（
民
事
法
研
究
会
、
二
〇
一
一
年
）
一
四
八
頁
以
下
、
岡
﨑
昌
吾
著

『
簡
裁
民
事
訴
訟
の
判
例
と
実
務
』（
民
事
法
研
究
会
、
二
〇
一
三
年
）
二
頁
、
一
一
頁
以
下
参
照
。

（
6
）　

山
本
和
彦
著
『
解
説
消
費
者
裁
判
手
続
特
例
法
［
第
二
版
］』（
弘
文
堂
、
二
〇
一
六
年
）、
伊
藤
眞
著
『
消
費
者
裁
判
手
続
特
例

法
』（
商
事
法
務
、
二
〇
一
六
年
）、
日
本
弁
護
士
連
合
会
消
費
者
問
題
対
策
委
員
会
編
『
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
消
費
者
裁
判
手
続
特
例
法
』

（
民
事
法
研
究
会
、
二
〇
一
六
年
）、
消
費
者
庁
消
費
者
制
度
課
編
『
一
問
一
答
消
費
者
裁
判
手
続
特
例
法
』（
商
事
法
務
、
二
〇
一
四
年
）、

町
村
泰
貴
著
『
消
費
者
の
た
め
の
集
団
裁
判
』（
Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｏ
、
二
〇
一
四
年
）。

（
7
）　

三
木
浩
一
「
日
本
版
ク
ラ
ス
ア
ク
シ
ョ
ン
の
立
法
に
つ
い
て
」〔
特
集
日
本
・
ブ
ラ
ジ
ル
消
費
者
法
の
現
状
と
展
望
（
一
）〕
法
学

研
究
（
慶
應
義
塾
大
学
）
八
六
巻
九
号
（
二
〇
一
三
年
）
十
七
頁
以
下
、
同
「［
講
演
］
消
費
者
集
合
訴
訟
制
度
の
理
論
と
課
題
」
Ｎ
Ｂ

Ｌ
一
〇
一
六
号
（
二
〇
一
四
年
）
四
五
～
四
七
頁
。

（
8
）　

ブ
ラ
ジ
ル
の
消
費
者
被
害
救
済
の
場
面
で
は
、
行
動
調
整
合
意
（com

prom
isso de ajustam

ento de conduta

）
と
い
う
集
団

型
の
交
渉
手
法
が
多
用
さ
れ
て
お
り
、
有
効
性
も
高
く
注
目
に
値
す
る
。
こ
れ
は
、
集
団
訴
訟
の
原
告
適
格
主
体
の
う
ち
検
察
庁
や
プ
ロ

コ
ン
（PRO

CO
N

）
と
違
反
者
た
る
事
業
者
の
間
で
締
結
さ
れ
る
裁
判
外
の
集
団
型
合
意
で
あ
り
（
一
九
八
五
年
公
共
民
事
訴
訟
法
五

条
六
項
及
び
一
九
九
〇
年
児
童
青
少
年
規
則
二
一
一
条
）、
通
常
は
集
団
訴
訟
提
起
に
前
置
し
て
行
わ
れ
る
。
こ
の
目
的
は
、
紛
争
に
際

し
て
裁
判
外
の
合
意
に
よ
る
解
決
を
模
索
す
る
こ
と
で
あ
り
、
権
利
侵
害
者
が
法
律
上
の
要
請
に
合
致
す
る
形
で
業
務
改
善
で
き
る
よ
う

に
合
理
的
な
期
間
を
付
与
す
る
。
締
結
さ
れ
た
合
意
は
、
債
務
名
義
（título executivo

）
を
構
成
し
、
ゆ
え
に
、
不
履
行
の
場
合
に
は
、

司
法
権
に
対
し
て
、
直
接
の
実
現
（
合
意
内
容
の
強
制
履
行
）
を
許
容
す
る
。
さ
ら
に
、
締
結
さ
れ
た
合
意
に
対
す
る
強
制
力
を
強
化
す

る
た
め
に
、
罰
金
な
ど
の
不
履
行
の
際
の
制
裁
を
定
め
る
条
項
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。
検
察
庁
が
行
う
行
動
調
整
合
意
に
つ
い
て
、
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M

A
ZZILLI, H

ugo N
igro, 

“Com
prom

isso de A
justam

ento de Conduta: evolução e fragilidades e atuação do 
M

inistério Público

”, Revista de D
ireito A

m
biental, vol. 41, pp. 93 e ss

参
照
。

（
9
）　

二
〇
一
五
年
ブ
ラ
ジ
ル
新
民
事
訴
訟
法
三
条
三
項
は
、「
和
解
及
び
調
停
並
び
に
そ
の
他
の
合
意
に
基
づ
く
紛
争
解
決
手
法
は
、
司

法
手
続
進
行
中
で
あ
っ
て
も
、
裁
判
官
、
弁
護
士
、
公
共
弁
護
人
及
び
検
察
庁
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
り
奨
励
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
定
め

て
い
る
。

（
10
）　

本
文
で
詳
述
す
る
よ
う
に
、
ブ
ラ
ジ
ル
に
は
連
邦
最
高
裁
判
所
（Suprem

o T
ribunal Federal: ST

F

）
に
対
す
る
非
常
上
告

（recurso extraordinário

）
と
連
邦
高
等
司
法
裁
判
所
（
Ｓ
Ｔ
Ｊ
）
に
対
す
る
特
別
上
告
（recurso especial

）
と
い
う
二
種
類
の
上

告
が
存
在
す
る
。
連
邦
最
高
裁
判
所
（
Ｓ
Ｔ
Ｆ
）
は
憲
法
を
擁
護
す
る
責
務
を
負
う
た
め
、
同
裁
判
所
に
対
す
る
非
常
上
告
は
、
憲
法
問

題
を
含
む
控
訴
審
判
決
に
対
し
て
行
わ
れ
る
（
連
邦
憲
法
一
〇
二
条
Ⅲ
号
）。
こ
れ
に
対
し
て
、
連
邦
高
等
司
法
裁
判
所
（
Ｓ
Ｔ
Ｊ
）
に

対
す
る
特
別
上
告
は
、
連
邦
法
違
反
や
そ
の
解
釈
の
誤
り
を
含
む
控
訴
審
判
決
に
対
し
て
行
わ
れ
る
（
連
邦
憲
法
一
〇
五
条
Ⅲ
号
）。
こ

の
よ
う
に
、
連
邦
最
高
裁
判
所
（
Ｓ
Ｔ
Ｆ
）
は
憲
法
裁
判
所
と
し
て
の
機
能
を
有
し
、
連
邦
高
等
司
法
裁
判
所
（
Ｓ
Ｔ
Ｊ
）
は
民
事
及
び

刑
事
の
連
邦
法
解
釈
に
か
か
る
最
終
審
と
し
て
の
機
能
を
有
す
る
。

（
11
）　

ブ
ラ
ジ
ル
に
は
通
常
裁
判
所
と
特
別
裁
判
所
が
あ
り
、
前
者
の
中
に
連
邦
裁
判
所
と
州
裁
判
所
が
、
後
者
の
中
に
労
働
裁
判
所
、
選

挙
裁
判
所
、
軍
事
裁
判
所
が
あ
る
（
二
宮
正
人
「
ブ
ラ
ジ
ル
に
お
け
る
裁
判
制
度
に
つ
い
て
（
上
）」
Ｊ
Ｃ
Ａ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
五
八
巻
七
号

（
二
〇
一
一
年
）
一
七
頁
以
下
）。
司
法
権
（Poder Judiciário

）
全
体
と
は
、
こ
れ
ら
五
種
類
の
裁
判
所
全
体
を
指
す
。

（
12
）　

本
文
で
詳
述
す
る
よ
う
に
、
簡
易
裁
判
所
の
判
決
に
対
し
て
不
服
が
あ
る
場
合
は
、
高
等
裁
判
所
で
は
な
く
、
簡
易
裁
判
所
専
属
の

不
服
申
立
て
機
関
で
あ
る
上
訴
機
関
（T

urm
a Recursal

）
に
対
し
て
上
訴
す
る
。

（
13
）　

ブ
ラ
ジ
ル
の
通
常
裁
判
所
に
は
、
連
邦
裁
判
所
と
州
裁
判
所
と
い
う
二
種
類
が
存
在
し
、
一
九
八
八
年
ブ
ラ
ジ
ル
連
邦
憲
法
一
〇
九

条
で
、
連
邦
裁
判
所
に
係
属
す
る
事
件
の
種
類
が
詳
細
に
定
め
ら
れ
て
い
る
（
二
宮
正
人
「
ブ
ラ
ジ
ル
に
お
け
る
裁
判
制
度
に
つ
い
て

（
下
）」
Ｊ
Ｃ
Ａ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
五
八
巻
八
号
（
二
〇
一
一
年
）
二
五
～
二
六
頁
）。
要
点
と
し
て
は
、
連
邦
裁
判
所
は
、
連
邦
政
府
に
関
係

す
る
よ
う
な
公
法
領
域
の
問
題
を
刑
事
・
民
事
を
問
わ
ず
取
り
扱
う
の
に
対
し
て
、
州
裁
判
所
は
、
私
法
上
の
問
題
や
州
・
地
方
自
治
体

の
問
題
を
取
り
扱
う
。
消
費
者
に
関
す
る
事
件
で
あ
れ
ば
必
ず
州
裁
判
所
に
係
属
す
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
離
婚
、
相
続
、
消
費

者
と
い
っ
た
問
題
が
州
裁
判
所
で
対
処
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
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司
法
統
計
の
読
み
方
と
し
て
、
第
二
審
裁
判
所
全
体
、
第
一
審
裁
判
所
全
体
、
簡
裁
第
二
審
に
あ
た
る
上
訴
機
関
（T

urm
a 

Recursal

）
全
体
、
簡
易
裁
判
所
全
体
に
は
両
裁
判
所
（
連
邦
裁
判
所
と
州
裁
判
所
）
の
統
計
が
合
算
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、

州
裁
判
所
全
体
、
州
第
二
審
裁
判
所
全
体
、
州
第
一
審
裁
判
所
全
体
、
州
上
訴
機
関
全
体
、
州
簡
易
裁
判
所
全
体
に
は
、
連
邦
裁
判
所
を

除
い
た
州
裁
判
所
の
み
の
統
計
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
州
裁
判
所
全
体
の
グ
ラ
フ
に
は
、
州
簡
易
裁
判
所
及
び
そ
の
上
訴
機
関
を

含
む
統
計
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

（
14
）　

州
簡
易
裁
判
所
に
係
属
す
る
消
費
者
事
件
の
ラ
ン
ク
イ
ン
の
内
訳
は
、
一
位
の
事
業
者
責
任
／
慰
謝
料
（
一
八
・
七
九
％
）、
八
位

の
事
業
者
責
任
／
財
産
的
賠
償
（
三
・
一
五
％
）、
一
〇
位
の
事
業
者
責
任
（
二
・
六
三
％
）、
一
一
位
の
消
費
契
約
／
電
気
通
信
（
二
・

四
〇
％
）、
一
三
位
の
事
業
者
責
任
／
契
約
解
消
及
び
代
金
返
還
（
一
・
九
四
％
）、
一
九
位
の
消
費
契
約
／
金
融
（
一
・
一
〇
％
）、
二

〇
位
の
申
込
み
及
び
広
告
（
一
・
一
〇
％
）
で
あ
る
。

（
15
）　

州
上
訴
機
関
に
係
属
す
る
消
費
者
事
件
の
ラ
ン
ク
イ
ン
の
内
訳
は
、
一
位
の
事
業
者
責
任
／
慰
謝
料
（
一
八
・
四
四
％
）、
八
位
の

事
業
者
責
任
／
財
産
的
賠
償
（
二
・
五
三
％
）、
九
位
の
消
費
契
約
／
電
気
通
信
（
二
・
五
三
％
）、
一
〇
位
の
消
費
契
約
／
金
融
（
二
・

四
四
％
）、
一
三
位
の
事
業
者
責
任
（
一
・
六
三
％
）、
一
五
位
の
事
業
者
責
任
／
契
約
解
消
及
び
代
金
返
還
（
一
・
五
〇
％
）、
一
七
位

の
事
業
者
責
任
／
契
約
改
訂
（
〇
・
八
九
％
）
及
び
一
八
位
の
消
費
契
約
（
〇
・
八
七
％
）
で
あ
る
。

（
16
）　

州
第
二
審
裁
判
所
に
係
属
す
る
消
費
者
事
件
の
ラ
ン
ク
イ
ン
の
内
訳
は
、
二
位
の
消
費
契
約
／
金
融
（
六
・
二
七
％
）、
四
位
の
事

業
者
責
任
／
慰
謝
料
（
二
・
八
二
％
）、
一
二
位
の
消
費
契
約
／
電
気
通
信
（
一
・
五
四
％
）、
一
八
位
の
事
業
者
責
任
／
契
約
改
訂

（
一
・
二
四
％
）
及
び
二
〇
位
の
消
費
契
約
／
健
康
保
険
（
一
・
一
三
％
）
で
あ
る
。

（
17
）　

サ
ン
パ
ウ
ロ
州
の
セ
ジ
ュ
ス
キ
で
は
、
一
般
民
事
事
件
と
並
ん
で
、
親
族
・
相
続
事
件
を
多
く
取
り
扱
う
。
一
般
民
事
の
調
停
成
立

率
は
六
〇
％
前
後
で
あ
る
の
に
対
し
、
親
族
・
相
続
は
九
〇
％
前
後
と
な
っ
て
い
る
。

（
18
）　

サ
ン
パ
ウ
ロ
州
（
内
陸
部
・
海
岸
地
域
）
の
地
方
都
市
に
は
全
部
で
約
四
〇
〇
の
州
簡
易
裁
判
所
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に

は
、
大
学
や
法
務
局
（cartório

）
に
付
属
し
て
設
置
さ
れ
て
い
る
も
の
も
含
ま
れ
る
。
リ
オ
・
グ
ラ
ン
ヂ
・
ド
・
ス
ー
ル
州
で
は
、
全

部
で
一
六
三
あ
る
裁
判
区
（com

arcas

）
に
民
事
簡
易
裁
判
所
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
他
、
市
役
所
に
設
置
さ
れ
た
多
数
の
調
停

審
議
会
が
あ
り
、
ま
た
、
大
学
（
一
四
か
所
）
や
法
務
局
（
一
三
九
か
所
）
に
も
付
属
し
て
設
置
さ
れ
て
い
る
民
事
簡
易
裁
判
所
が
あ
る
。

リ
オ
・
グ
ラ
ン
ヂ
・
ド
・
ス
ー
ル
州
で
は
約
千
人
の
調
停
人
と
約
八
〇
〇
人
の
非
職
業
裁
判
官
が
活
動
し
て
い
る
。
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（
19
）　

カ
ウ
ン
タ
ー
業
務
は
裁
判
所
の
顔
と
な
る
部
分
で
あ
り
、
印
象
を
左
右
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
さ
ら
な
る
充
実
が
望
ま
れ
る

と
の
こ
と
で
あ
る
。
外
見
や
印
象
に
対
す
る
意
識
が
高
い
ブ
ラ
ジ
ル
人
ら
し
い
コ
メ
ン
ト
で
あ
る
と
感
じ
た
。

（
20
）　

一
九
八
八
年
ブ
ラ
ジ
ル
連
邦
憲
法
九
八
条
本
文
「
連
邦
直
轄
区
に
お
い
て
は
連
邦
、
並
び
に
州
は
、
次
の
も
の
を
設
置
す
る
」、
同

条
Ⅰ
号
「
口
頭
か
つ
略
式
の
手
続
（procedim

entos oral e sum
ariíssim

o

）
を
経
て
、
複
雑
性
の
乏
し
い
民
事
事
件
及
び
一
定
の
軽

微
な
犯
罪
に
関
す
る
刑
事
事
件
の
調
停
（conciliação

）、
裁
判
（julgam

ento

）
及
び
執
行
（execução

）
の
権
限
を
有
す
る
職
業
裁

判
官
又
は
職
業
裁
判
官
の
資
格
を
持
つ
司
法
官
に
よ
り
執
り
行
わ
れ
る
特
別
裁
判
所
。
た
だ
し
、
法
律
に
定
め
る
場
合
に
は
、
第
一
審
裁

判
官
の
小
法
廷
（turm

as de juízes de prim
eiro grau

）
に
よ
る
和
解
（transação

）
及
び
控
訴
審
（julgam

ento de recursos

）

が
認
め
ら
れ
る
」。

（
21
）　

二
宮
正
人
「
ブ
ラ
ジ
ル
の
法
制
度
」
中
川
和
彦
、
矢
谷
通
朗
編
『
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
諸
国
の
法
制
度
』（
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
、
一

九
八
八
年
）
三
六
七
頁
。

（
22
）　

二
宮
・
前
掲
論
文
（
注
13
）、
二
五
～
二
六
頁
。

（
23
）　

二
〇
一
七
年
の
最
低
賃
金
は
九
三
七
レ
ア
ル
（
約
三
二
五
〇
〇
円
）
で
あ
り
、
こ
の
六
〇
倍
以
下
つ
ま
り
五
六
二
二
〇
レ
ア
ル
（
約

二
〇
〇
万
円
弱
）
以
下
の
訴
額
の
事
件
が
対
象
と
な
る
。

（
24
）　

一
九
九
五
年
簡
易
裁
判
所
法
（
第
九
〇
九
九
号
）
一
二
条
で
は
、「
訴
訟
行
為
は
公
開
と
さ
れ
、
ま
た
夜
間
に
行
わ
れ
る
…
…
」
と

定
め
る
が
、
空
港
簡
易
裁
判
所
は
二
四
時
間
対
応
で
あ
る
。

（
25
）　

サ
ン
パ
ウ
ロ
州
プ
ロ
コ
ン
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
は
、
ク
レ
ー
ム
の
多
い
事
業
者
Ｔ
Ｏ
Ｐ
10
や
各
種
ラ
ン
キ
ン
グ
を
公
表
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、
航
空
会
社
は
、
携
帯
電
話
会
社
及
び
金
融
機
関
と
並
ぶ
苦
情
相
談
件
数
最
多
の
三
大
事
業
者
の
一
つ
で
あ
る
。

（
26
）　

ブ
ラ
ジ
ル
民
間
航
空
局
（A

gência N
acional de A

viação Civil: A
N

A
C

）
に
よ
る
規
制
改
訂
に
際
し
て
含
ま
れ
た
預
け
荷
物

の
有
料
化
に
反
対
し
て
、
連
邦
総
弁
護
庁
（A

dvocacia-Geral da U
nião

）
や
弁
護
士
会
な
ど
を
原
告
と
し
て
ブ
ラ
ジ
ル
各
地
で
集
団

訴
訟
が
提
起
さ
れ
た
。
第
三
区
連
邦
地
域
裁
判
所
（
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
）
は
新
規
制
の
適
用
を
停
止
す
る
仮
処
分
を
認
め
た
が
、
第
五
区
連

邦
地
域
裁
判
所
（
セ
ア
ラ
ー
州
）
が
、
預
け
荷
物
を
有
料
化
す
る
代
わ
り
に
航
空
券
料
金
を
下
げ
る
こ
と
や
、
オ
ー
バ
ー
ブ
ッ
キ
ン
グ
の

対
応
は
個
別
交
渉
で
は
な
く
即
代
金
返
還
と
す
る
こ
と
、
国
内
線
で
三
〇
分
以
上
の
遅
延
の
場
合
に
は
別
便
へ
の
振
り
か
え
又
は
返
金
を

ル
ー
ル
化
す
る
こ
と
な
ど
消
費
者
に
利
益
を
も
た
ら
す
改
訂
で
あ
る
と
し
て
そ
の
有
効
性
を
認
め
た
。
連
邦
総
弁
護
庁
は
連
邦
高
等
司
法
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裁
判
所
（
Ｓ
Ｔ
Ｊ
）
に
上
告
し
て
い
る
。

（
27
）　

サ
ポ
ー
タ
ー
保
護
法
（Estatuto de D

efesa do T
orcedor

）
に
関
す
る
二
〇
〇
三
年
五
月
一
五
日
の
法
律
第
一
〇
六
七
一
号
で

は
、
競
技
組
織
及
び
ス
ポ
ー
ツ
実
施
団
体
の
事
業
者
性
（
三
条
）、
サ
ポ
ー
タ
ー
の
安
全
に
対
す
る
責
任
（
一
四
条
）
及
び
サ
ポ
ー
タ
ー

の
利
益
及
び
権
利
の
裁
判
上
の
保
護
（
四
〇
条
）
に
つ
い
て
、
消
費
者
保
護
法
典
が
準
用
さ
れ
て
い
る
。

（
28
）　

一
九
九
五
年
簡
易
裁
判
所
法
（
第
九
〇
九
九
号
）
九
五
条
本
文
で
は
、「
州
、
連
邦
直
轄
区
は
、
本
法
の
施
行
か
ら
六
か
月
以
内
に

簡
易
裁
判
所
を
設
置
す
る
」
と
定
め
、
同
条
補
項
で
、「
本
法
の
公
布
か
ら
六
か
月
以
内
に
、
地
方
農
村
部
（áreas rurais

）
又
は
人
口

希
薄
地
域
（locais de m

enor concentração populacional

）
に
存
在
す
る
紛
争
を
優
先
的
に
解
決
す
べ
き
巡
回
簡
易
裁
判
所
が
設

置
さ
れ
る
」
と
定
め
る
。

（
29
）　LESLIE, M

argareth A
nne, 

“A H
istória da Justiça Itinerante

”, In: M
IRA

N
D

A
, A

line et al., Juizados especiais 
federais, Rio de Janeiro: Forense, 2005, p. 100.

（
30
）　

ブ
ラ
ジ
ル
の
最
低
賃
金
（salário m

ínim
o

）
と
は
、
雇
用
者
が
従
業
員
に
支
払
う
べ
き
最
低
限
の
月
給
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
額

は
毎
年
変
動
す
る
。
本
文
に
て
後
述
す
る
と
お
り
、
二
〇
一
七
年
の
最
低
賃
金
は
九
三
七
レ
ア
ル
（
約
三
二
五
〇
〇
円
）
で
あ
る
。
実
際

に
は
ブ
ラ
ジ
ル
に
お
い
て
こ
の
最
低
賃
金
で
暮
ら
す
こ
と
は
不
可
能
に
近
い
。
政
府
関
係
機
関
の
試
算
に
よ
れ
ば
こ
の
四
倍
程
度
が
必
要

最
低
額
で
あ
る
と
見
積
も
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
中
流
家
庭
で
も
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
家
事
使
用
人
や
、
職
場
や
学
校
の
清

掃
関
係
者
と
い
っ
た
職
種
が
こ
の
最
低
賃
金
を
受
け
取
っ
て
暮
ら
し
て
お
り
、
ま
た
企
業
経
営
者
に
と
っ
て
も
人
件
費
の
増
加
に
つ
な
が

る
重
要
な
問
題
で
あ
る
。
最
低
賃
金
制
度
は
一
九
三
〇
年
に
当
時
の
ブ
ラ
ジ
ル
大
統
領
ジ
ェ
ト
ゥ
リ
オ
・
ヴ
ァ
ル
ガ
ス
（
在
任
期
間
は
一

九
三
〇
～
一
九
四
五
年
及
び
一
九
五
一
～
一
九
五
四
年
）
が
「
フ
ー
ド
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
〔
食
料
品
支
給
〕（Cesta Básica

）」
と
い
う
制

度
と
と
も
に
創
設
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
フ
ー
ド
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
も
現
行
制
度
と
し
て
存
続
し
て
お
り
、
統
合
労
働
法

（Consolidação das Leis do T
rabalho: CLT

）
四
五
八
条
で
、
企
業
が
労
働
者
に
金
銭
で
支
払
う
給
与
の
他
に
現
物
支
給
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
食
料
品
等
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
て
い
る
。
実
際
に
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
労
働
者
は
、
給
与
の
他
に
、
現
物
の
食
料
品
支
給
と
し
て
、

一
か
月
分
の
米
、
小
麦
粉
、
コ
ー
ヒ
ー
、
豆
、
パ
ス
タ
、
食
料
油
、
缶
詰
、
ビ
ス
ケ
ッ
ト
な
ど
が
入
っ
た
カ
ゴ
を
受
け
取
る
。
こ
の
よ
う

な
現
物
支
給
に
代
え
て
、
ミ
ー
ル
・
チ
ケ
ッ
ト
や
カ
ー
ド
を
支
給
す
る
場
合
も
あ
る
。
最
低
賃
金
制
度
に
関
し
て
は
、
一
九
四
〇
年
五
月

一
日
の
デ
ク
レ
ト
・
レ
イ
第
二
一
六
二
号
に
よ
り
最
低
賃
金
額
が
確
定
さ
れ
た
こ
と
で
よ
う
や
く
制
度
と
し
て
発
効
し
た
。
一
九
四
三
年
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五
月
一
日
の
デ
ク
レ
ト
・
レ
イ
第
五
四
五
二
号
に
よ
り
統
合
労
働
法
（
Ｃ
Ｌ
Ｔ
）
が
制
定
さ
れ
る
と
、
そ
の
七
六
条
に
最
低
賃
金
の
明
文

規
定
が
設
け
ら
れ
た
。
こ
の
統
合
労
働
法
は
イ
タ
リ
ア
の
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
政
権
下
の
一
九
二
七
年
労
働
章
典
（Carta del Lavoro

）
を

そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
翻
訳
し
た
も
の
で
（
二
宮
正
人
「
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ア
イ　

ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
②
」
日
本
労
働
研
究
雑
誌
五
六
二
号
（
二

〇
〇
七
年
）
一
四
五
～
一
四
六
頁
）、
そ
の
た
め
統
合
労
働
法
七
六
条
も
一
九
二
七
年
イ
タ
リ
ア
労
働
章
典
一
七
六
条
に
着
想
を
得
た
も

の
で
あ
る
。
労
働
者
の
社
会
的
権
利
に
つ
い
て
定
め
る
一
九
八
八
年
ブ
ラ
ジ
ル
連
邦
憲
法
七
条
Ⅳ
号
で
は
、「
住
居
、
食
料
、
教
育
、
保

健
、
余
暇
、
衣
料
、
衛
生
、
交
通
及
び
社
会
保
障
に
関
し
、
本
人
及
び
そ
の
家
族
の
基
本
的
生
活
の
必
要
を
満
た
す
に
足
り
る
、
法
律
に

定
め
る
全
国
一
律
の
最
低
賃
金
。
こ
れ
は
、
購
買
力
を
維
持
す
る
た
め
定
期
的
な
調
整
を
伴
い
、
か
つ
い
か
な
る
目
的
を
し
て
も
拘
束
す

る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
る
」
と
定
め
、
都
市
部
・
農
村
部
、
性
別
等
を
問
わ
ず
全
て
の
労
働
者
が
最
低
賃
金
を
受
け
取
る
権
利
を
有
す
る
こ

と
を
規
定
す
る
。
こ
の
連
邦
憲
法
の
規
定
は
、
統
合
労
働
法
（
Ｃ
Ｌ
Ｔ
）
七
六
条
（
及
び
一
九
二
七
年
イ
タ
リ
ア
労
働
章
典
一
七
六
条
）

の
規
定
と
基
本
的
に
変
わ
ら
な
い
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

（
31
）　

サ
ン
パ
ウ
ロ
州
裁
判
所
の
サ
イ
ト
で
は
、
ト
レ
ー
ラ
ー
を
利
用
し
た
巡
回
簡
易
裁
判
所
の
活
動
が
写
真
と
と
も
に
紹
介
さ
れ
て
い
る

（http://w
w

w
.tjsp.jus.br/Especialidade/Itinerante

）。

（
32
）　

自
動
車
や
バ
イ
ク
の
購
入
を
目
的
と
し
た
ブ
ラ
ジ
ル
の
無
尽
講
の
こ
と
。
月
賦
で
五
〇
回
払
い
で
購
入
す
る
が
、
そ
れ
を
前
払
い
で

毎
月
支
払
い
、
同
時
進
行
で
毎
月
一
定
の
金
額
を
支
払
う
者
に
、
車
（
バ
イ
ク
）
が
一
台
当
た
っ
て
い
く
シ
ス
テ
ム
で
、
五
〇
か
月
後
に

は
参
加
者
全
員
が
自
動
車
（
バ
イ
ク
）
を
購
入
し
た
こ
と
に
な
る
。

（
33
）　

サ
ン
パ
ウ
ロ
州
簡
易
裁
判
所
ピ
ニ
ェ
イ
ロ
ス
支
部
で
は
、
申
立
人
の
氏
名
、
個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）、
相
手
方
の
氏
名
、
訴

額
等
を
記
入
す
る
だ
け
の
簡
易
な
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
が
準
備
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
申
立
人
が
非
識
字
者
の
場
合
は
、
事
務
職
員
が
代
筆
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

（
34
）　

ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
の
巡
船
は
、
ト
ゥ
ピ
・
グ
ア
ラ
ニ
ー
語
族
先
住
民
の
ニ
ェ
エ
ン
ガ
ト
ゥ
語
で
「
良
き
判
事
（juiz bom

）」
を
意
味

す
る
「
カ
ト
ゥ
イ
ア
ラ
（Catuiara

）」
と
い
う
名
称
が
付
与
さ
れ
て
い
る
。
巡
回
診
療
船
と
し
て
の
機
能
を
有
す
る
カ
ト
ゥ
イ
ア
ラ
も

ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
保
健
所
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
い
る
。

（
35
）　

簡
易
裁
判
所
法
（
一
九
九
五
年
九
月
二
六
日
の
法
律
第
九
〇
九
九
号
）
九
七
条
に
よ
り
、
少
額
裁
判
所
法
（
一
九
八
四
年
一
一
月
七

日
の
法
律
第
七
二
四
四
号
）
は
明
文
で
廃
止
さ
れ
た
。
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（
36
）　

ブ
ラ
ジ
ル
法
上
の
用
語
と
し
て
、arbitragem

とarbitram
ento

は
区
別
さ
れ
る
。
仲
裁
（arbitragem

）
と
は
、
当
事
者
に
よ

り
選
任
さ
れ
た
第
三
者
た
る
仲
裁
人
（árbitro

）
に
よ
る
紛
争
解
決
を
目
的
と
し
た
最
終
的
決
定
を
伴
う
手
続
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

評
定
（arbitram

ento

）
と
は
、
あ
る
物
事
の
金
銭
的
評
価
を
行
う
評
定
人
（arbitrador

）
に
よ
る
一
種
の
鑑
定
評
価
を
意
味
し
、
執

行
・
清
算
手
続
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
、
ブ
ラ
ジ
ル
法
で
は
、
統
合
労
働
法
（
Ｃ
Ｌ
Ｔ
）
八
七
九
条
に
「
評
定

（arbitram
ento

）」
の
定
め
が
あ
り
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
民
事
訴
訟
法
六
〇
六
条
に
基
づ
き
、
確
定
判
決
又
は
当
事
者
の
合
意
が
あ
る
場

合
（
ａ
号
）、
清
算
目
的
物
の
性
質
上
要
請
さ
れ
る
場
合
（
ｂ
号
）
に
行
わ
れ
る
、
一
つ
の
判
決
清
算
方
式
を
意
味
す
る
。
具
体
的
賠
償

額
等
が
単
純
な
計
算
式
や
事
実
証
明
に
よ
り
決
め
ら
れ
な
い
場
合
に
必
要
と
な
る
、
専
門
家
の
判
断
や
意
見
の
こ
と
を
指
す
。
し
た
が
っ

て
、
評
定
は
、
そ
れ
自
体
に
よ
り
紛
争
を
終
了
す
る
意
味
を
持
た
ず
、
単
に
評
価
す
る
と
い
う
意
味
の
み
を
有
す
る
（GU

N
T

H
ER, 

Luiz Eduardo, 

“Questionam
entos sobre a utilização do instituto da arbitragem

 com
o form

a de solução dos conflitos 
trabalhistas

”, Revista do T
ribunal Regional do T

rabalho da 9ª Região (Rev. T
RT

 – 9ª R. Curitiba), a. 33, n. 61, jul/
dez 2008, pp. 2-7

）。

（
37
）　V

ID
A

L, Jane M
aria K

öhler, 
“Origem

 do Juizado Especial de Pequenas Causas e seu estágio atual

”, Revista 
dos Juizados de Pequenas Causas – D

outrina e Jurisprudência, Porto A
legre, n. 1, v.1 (abr.), 1991, pp. 5-8.

（
38
）　

ブ
ラ
ジ
ル
で
は
イ
ン
フ
レ
の
弊
害
を
修
正
す
ベ
く
軍
事
政
権
下
で
導
入
さ
れ
た
通
貨
価
値
修
正
制
度
が
存
在
す
る
。
一
九
七
七
年
以

降
、
そ
の
修
正
係
数
は
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｎ
の
調
整
率
一
本
に
統
一
さ
れ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
加
賀
美
充
洋
「
通
貨
価
値
修
正
制
度
と
イ
ン
フ

レ
ー
シ
ョ
ン
」
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
論
集
一
三
号
（
一
九
七
九
年
）
八
五
頁
以
下
、
小
林
利
郎
「
ク
ル
ゼ
イ
ロ
の
為
替
相
場
調
整
」
同
九

七
頁
以
下
、
水
上
啓
吾
「
累
積
債
務
問
題
以
降
の
政
府
債
務
管
理
│
一
九
九
〇
年
代
の
ブ
ラ
ジ
ル
に
お
け
る
財
政
金
融
政
策
─
」
証
券
経

済
学
会
年
報
五
一
号
別
冊
（
二
〇
一
六
︲
二
〇
一
七
年
）
三
︲
一
︲
一
頁
以
下
参
照
。

（
39
）　

当
時
の
通
貨
価
値
で
最
低
賃
金
の
約
四
・
七
六
倍
に
相
当
す
る
（SIQ

U
EIRA

 CU
N

H
A

, Luciana Gross, 

“Juizado Especial: 
am

pliação do acesso à justiça

”, In: SA
D

EK
, M

aría T
eresa (O

rg.), A
cesso à justiça, São Paulo: Fundação K

onrad 
A

denauer, 2001, p. 43

）。

（
40
）　CA

RD
O

SO
, A

ntônio Pessoa, 

“Origem
 dos Juizados Especiais

”, O
 Judiciário – Jornal m

ensal da associação dos 
M

agistrados Catarinenses –A
no II, 2007.
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（
41
）　

リ
オ
・
グ
ラ
ン
ヂ
・
ド
・
ス
ー
ル
州
判
事
の
ル
イ
ス
・
ア
ン
ト
ニ
オ
・
コ
ル
チ
＝
レ
ア
ル
（Luiz A

ntónio Corte Real

）
が
初
の

審
議
会
規
則
を
定
め
た
。

（
42
）　

連
邦
高
等
司
法
裁
判
所
第
三
小
法
廷
一
九
九
一
年
三
月
一
二
日
判
決
（ST
F. 3ª. T

urm
a. REsp n. 6.019, M

G 1990/0011409-
8, Rel. m

in. Eduardo Ribeiro, j. de 12.03.91, D
J 08.04.1991, p. 3884

）
に
よ
れ
ば
、「
法
律
第
七
二
四
四
／
八
四
号
（
少
額
裁
判

所
法
…
筆
者
注
）
の
枠
外
で
設
置
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
非
公
式
調
停
裁
判
所
（Juizado Inform

al de Conciliação

）
は
公
的
性
質
を
有

し
な
い
。
そ
こ
で
締
結
さ
れ
た
合
意
は
裁
判
外
名
義
（títulos extrajudiciais

）
と
し
て
、
民
事
訴
訟
法
五
八
五
条
Ⅱ
号
所
定
に
対
応

す
る
場
合
の
よ
う
に
、
法
律
で
定
め
ら
れ
た
場
合
に
の
み
執
行
力
を
有
し
得
る
。
裁
判
で
確
定
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
は
、
権
限
を
有
す
る

判
事
（
法
律
第
七
二
四
四
／
八
四
号
五
五
条
）
に
よ
り
認
可
さ
れ
た
場
合
に
、
法
的
な
債
務
名
義
（título judicial

）
の
性
質
を
獲
得
し

得
る
」。

（
43
）　

調
停
仲
裁
審
議
会
は
、
一
九
八
三
年
五
月
三
〇
日
に
パ
ラ
ナ
ー
州
高
等
裁
判
所
長
官
で
あ
っ
た
ア
ル
セ
ウ
・
コ
ン
セ
イ
サ
オ
・
マ

シ
ャ
ー
ド
（A

lceu Conceição M
achado

）
に
よ
り
パ
ラ
ナ
ー
州
判
事
協
会
（A

ssociação dos M
agistrados do Paraná

）
の
協

力
を
得
て
同
州
ク
リ
チ
バ
市
に
設
置
さ
れ
、
セ
ル
ソ
・
ロ
ト
ー
リ
＝
ヂ
＝
マ
セ
ー
ド
（Celso Rotoli de M

acedo

）
が
初
代
判
事
と

な
っ
た
。
ま
た
一
九
八
三
年
一
一
月
二
三
日
に
ジ
ョ
ゼ
・
ル
イ
ズ
・
ペ
ッ
ソ
ア
＝
カ
ル
ド
ー
ゾ
（José Luiz Pessôa Cardoso

）
判
事

に
よ
り
バ
イ
ー
ア
州
バ
レ
イ
ラ
ス
市
に
も
設
置
さ
れ
た
。

（
44
）　V

ID
A

L, Jane M
aria K

öhler, op. cit., p. 6.

（
45
）　

一
九
八
四
年
法
に
よ
る
少
額
裁
判
所
の
設
置
に
つ
い
て
、
二
宮
正
人
「
ブ
ラ
ジ
ル
の
法
制
度
」
中
川
和
彦
、
矢
谷
通
朗
編
『
ラ
テ
ン

ア
メ
リ
カ
諸
国
の
法
制
度
』（
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
、
一
九
八
八
年
）
三
八
二
頁
参
照
。

（
46
）　

リ
オ
・
グ
ラ
ン
ヂ
・
ド
・
ス
ー
ル
州
で
は
、
一
九
九
六
年
の
決
定
一
号
（Resolução 01/96

）
に
よ
り
監
督
審
議
会
が
廃
止
さ
れ

て
以
降
、
少
額
裁
判
所
／
簡
易
裁
判
所
は
州
裁
判
所
か
ら
の
独
立
性
を
希
薄
化
さ
せ
て
い
っ
た
。

（
47
）　SIQ
U

EIRA
 CU

N
H

A
, Luciana Gross, Juizado E

special: criação, instalação, funcionam
ento e a dem

ocratização do 
acesso à justiça, São Paulo: Saraiva, 2008, p. 15.

（
48
）　V

IA
N

N
A

, Luiz W
erneck et al., A

 Judicialização da Política e das R
elações Sociais no Brasil, Rio de Janeiro: 

Revan, 1999, p. 167.
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（
49
）　

調
停
成
立
率
は
五
〇
％
を
超
え
て
い
た
と
い
う
（M

A
RIN

O
N

I, Luiz Guilherm
e, A

REN
H

A
RT

, Sérgio Cruz, Curso de 
Processo Civil: Processo de Conhecim

ento, v. 1, 6ª ed., São Paulo: RT
, 2006, p. 690

）。

（
50
）　

行
政
改
革
省
の
事
務
次
官
や
大
臣
を
務
め
た
ジ
ョ
ア
ン
・
ピ
ケ
ッ
ト
＝
カ
ル
ネ
イ
ロ
（João Piquet Carneiro

）
は
、
ア
メ
リ
カ

合
衆
国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
少
額
裁
判
所
ス
モ
ー
ル
・
ク
レ
ー
ム
ズ
・
コ
ー
ト
（Sm

all Claim
s Court

）
を
訪
問
し
た
後
、
一
九
八
二

年
七
月
四
日
付
「
エ
ス
タ
ー
ド
・
ヂ
・
サ
ン
パ
ウ
ロ
」
紙
へ
の
寄
稿
文
で
、
同
様
の
少
額
裁
判
所
の
設
置
を
擁
護
し
な
が
ら
も
、
法
文
化

的
相
違
に
由
来
す
る
ブ
ラ
ジ
ル
へ
の
制
度
移
植
の
難
し
さ
を
吐
露
し
て
い
た
（CA

RN
EIRO

, João Piquet, 

“A Justiça do pobre

”, 
Revista da A

JU
RIS, N

º 25, 1982, p. 68 e ss

）。
結
果
と
し
て
、
リ
オ
・
グ
ラ
ン
ヂ
・
ド
・
ス
ー
ル
州
の
調
停
仲
裁
審
議
会
の
試
み

が
、
法
文
化
的
困
難
を
払
拭
す
る
契
機
と
な
っ
た
。
カ
ル
ネ
イ
ロ
は
後
（
一
九
九
二
年
五
月
二
一
日
）
に
ポ
ル
ト
ア
レ
グ
レ
市
の
少
額
裁

判
所
を
訪
問
し
た
際
、
少
額
裁
判
所
法
（
法
律
第
七
二
四
四
／
八
四
号
）
の
草
案
起
草
に
お
い
て
「
ア
ジ
ュ
リ
ス
」
の
関
与
が
決
定
的
役

割
を
果
た
し
た
と
回
顧
し
て
い
る
（CA
RN

EIRO
, João Piquet, 

“Juizado Especial de Pequenas Causas (A
valiação de 

experiência do Rio Grande do Sul)

”, Revista dos Juizados de Pequenas Causas: doutrina – jurisprudência T
JRS, n. 

5/6, 1992, p. 13

）。

（
51
）　

イ
タ
リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
、
ロ
シ
ア
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
日
本
、
中
国
、
メ

キ
シ
コ
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
、
コ
ス
タ
リ
カ
、
グ
ア
テ
マ
ラ
、
ウ
ル
グ
ア
イ
及
び
チ
リ
の
簡
易
裁
判
所
制
度
に
関
す
る
比
較
法
研
究
に
よ
り
、

①
弁
護
士
の
代
理
に
よ
ら
な
い
訴
訟
手
続
、
②
無
償
、
③
第
一
審
の
合
議
制
、
④
裁
判
官
の
権
限
の
拡
大
、
⑤
調
停
を
通
じ
た
口
頭
主
義

の
効
率
化
と
い
っ
た
共
通
項
が
抽
出
さ
れ
た
（LA

GRA
ST

A
 N

ET
O

, Caetano, 

“Juizado Especial de Pequenas Causas e 
D

ireito Processual Civil Com
parado

”, In: W
A

T
A

N
A

BE, K
azuo (Coord.), Juizados E

speciais de Pequenas Causas. Lei 
nº 7.244, de 7 de novem

bro de 1984, São Paulo: Revista dos T
ribunais, 1985, p. 96; LA

GRA
ST

A
 N

ET
O

, Caetano, 
Juizado E

special de Pequenas Causas no D
ireito Com

parado, São Paulo: O
liveira M

endes, 1998, p. 60

）。

（
52
）　CA

RN
EIRO

, João Piquet, 

“O A
cesso à Justiça Pública: um

a experiência de juizado de pequenas causas

”, Revista 
do Serviço Público, v. 39, n. 4, 1982, pp. 39-45.

（
53
）　V

IA
N

N
A

, Luis W
erneck et al., op. cit., p. 173.

（
54
）　A

ZEV
ED

O
M

A
GA

LH
Ã

ES PIN
T

O
, O

riana Piske de, 

“Abordagem
 histórica e jurídica dos juizados de pequenas 
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causas aos atuais juizados especiais cíveis e crim

inais brasileiros

”, Revista T
JD

F, nº 02, 2008, pp. 50 e ss.

（
55
）　W

A
T

A
N

A
BE, K

azuo, 

“Filosofia e Características Básicas do Juizado Especial de Pequenas Causas

”, In: 
W

A
T

A
N

A
BE, K

azuo (Coord)., Juizados E
speciais de Pequenas Causas. Lei nº 7.244, de 7 de novem

bro de 1984, 
São Paulo: Revista dos T

ribunais, 1985, p. 8.
　

元
連
邦
高
等
司
法
裁
判
所
（
Ｓ
Ｔ
Ｊ
）
判
事
で
一
九
七
一
年
に
外
務
省
研
修
生
と
し
て
来
日
経
験
の
あ
る
マ
サ
ミ
・
ウ
エ
ダ
も
、
ブ
ラ

ジ
ル
の
少
額
裁
判
所
法
が
日
本
の
「
示
談
」
制
度
か
ら
着
想
を
得
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
ま
た
、
示
談
、
和
解
、
調
停
が
好
ま
れ
る
日
本

社
会
で
、
仲
裁
が
そ
の
文
字
通
り
の
意
味
で
浸
透
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
建
前
と
本
音
に
覆
わ
れ
た
調
和
と
均
衡
を
意
味
す
る
「
和
」
の

精
神
が
、
可
能
な
限
り
調
和
を
求
め
る
社
会
に
お
け
る
生
活
様
式
を
も
た
ら
す
基
盤
と
な
っ
て
い
る
と
述
べ
る
（U

Y
ED

A
, M

assam
i, 

“Breves reflexões sobre o sistem
a jurídico japonês à luz do direito com

parado

”, A
rtigos, Edição 195, Editora JC, 

2016

）。

（
56
）　PELLEGRIN

I GRIN
O

V
ER, A

da, T
eoria G

eral do Processo, 30
a ed., São Paulo: Saraiva, 2014, p. 147.

（
57
）　W

A
T

A
N

A
BE, K

azuo, op. cit., p. 2.

（
58
）　D

IN
A

M
A

RCO
, Cândido Rangel, 

“Princípios e critérios no Processo das Pequenas Causas

”, In: W
A

T
A

N
A

BE, 
K

azuo (Coord.), Juizados E
speciais de Pequenas Causas. Lei nº 7.244, de 7 de novem

bro de 1984, São Paulo: 
Revista dos T

ribunais, 1985, p. 118.

（
59
）　D

IN
A

M
A

RCO
, Cândido Rangel, 

“A Lei das Pequenas Causas e na Renovação do Processo Civil

”, In: W
A

T
A

N
A

BE, 
K

azuo, (coord)., Juizados E
speciais de Pequenas Causas. Lei nº 7.244, de 7 de novem

bro de 1984, São Paulo: 
Revista dos T

ribunais, 1985, p. 207.

（
60
）　PELLEGRINI GRINOVER, A

da, 

“A Conciliação Extrajudicial no quadro participativo

”, In: PELLEGRINI GRINO
VER, 

A
da (Coord.), N

ovas T
endências do D

ireito Processual, Rio de Janeiro: Forense U
niversitária, 1990, pp. 217-233.

（
61
）　

国
家
簡
易
裁
判
所
集
会
（FO

N
A

JE

）
要
旨
54
に
よ
り
、
複
雑
性
は
実
体
法
上
で
は
な
く
証
明
の
対
象
に
つ
い
て
評
価
さ
れ
る
。

（
62
）　

一
九
七
三
年
旧
民
事
訴
訟
法
二
七
五
条
は
略
式
訴
訟
手
続
（procedim

ento sum
ário

）
に
従
う
事
件
に
つ
い
て
定
め
て
お
り
、

同
条
Ⅰ
号
で
は
、
訴
額
が
最
低
賃
金
の
六
〇
倍
以
下
の
事
件
と
し
た
上
で
、
同
条
Ⅱ
号
で
は
、「
そ
の
訴
額
に
関
ら
ず
（qualquer que 
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seja o　

valor

）」、
⒜
農
村
部
賃
貸
借
及
び
分
益
農
制
度
（parceria agrícola

）、
⒝
共
有
者
へ
の
共
有
物
を
原
因
と
す
る
あ
ら
ゆ
る
金

額
の
請
求
、
⒞
都
市
部
又
は
農
村
部
の
建
物
に
お
け
る
損
害
賠
償
請
求
、
⒟
陸
路
の
交
通
事
故
に
よ
り
生
じ
た
損
害
賠
償
請
求
、
⒠
執
行

手
続
の
場
合
を
除
き
、
交
通
事
故
に
よ
り
生
じ
た
損
害
に
関
連
す
る
保
険
金
請
求
、
⒡
特
別
法
に
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
専
門
職

（profissionais liberais

）
の
報
酬
請
求
、
⒢
贈
与
の
撤
回
、
⒣
法
律
に
定
め
ら
れ
た
そ
の
他
の
場
合
を
列
挙
す
る
。
ま
た
同
条
補
項
で

は
、
人
の
身
分
及
び
能
力
に
関
す
る
請
求
は
略
式
訴
訟
手
続
に
従
わ
な
い
こ
と
を
定
め
る
。

　

二
〇
一
五
年
新
民
事
訴
訟
法
の
制
定
に
よ
り
一
九
七
三
年
旧
民
事
訴
訟
法
は
廃
止
さ
れ
た
が
、
新
民
事
訴
訟
法
一
〇
六
三
条
に
お
い
て
、

「
特
別
法
の
制
定
ま
で
、
一
九
九
五
年
九
月
二
六
日
の
法
律
第
九
〇
九
九
号
所
定
の
民
事
簡
易
裁
判
所
は
、
一
九
七
三
年
一
月
一
一
日
の

法
律
第
五
八
六
九
号
（
旧
民
事
訴
訟
法
…
筆
者
注
）
二
七
五
条
Ⅱ
号
所
定
の
事
件
の
手
続
及
び
裁
判
の
た
め
に
継
続
し
て
管
轄
権
を
有
す

る
」
と
規
定
す
る
。
二
〇
一
五
年
新
民
時
訴
訟
法
で
は
一
般
略
式
訴
訟
手
続
（procedim

ento com
um

 sum
ário

）
が
廃
止
さ
れ
た
た

め
、
旧
法
下
の
略
式
訴
訟
手
続
（procedim
ento sum

ário

）
と
通
常
訴
訟
手
続
（procedim

ento ordinário

）
の
区
別
が
失
わ
れ
、

一
般
訴
訟
手
続
（procedim

ento com
um

）
一
本
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
実
務
に
お
い
て
、
旧
法
下
の
一
般
略
式
訴
訟
手
続
と
一
九
九

五
年
簡
易
裁
判
所
法
（
第
九
〇
九
九
号
）
下
の
民
事
簡
易
裁
判
所
手
続
の
管
轄
と
な
る
対
象
事
件
が
重
な
り
合
う
中
で
、
民
事
簡
易
裁
判

所
の
方
が
選
択
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
よ
る
（W

A
M

BIER, T
eresa A

rruda A
lvim

, D
ID

IER JR., Fredie, T
A

LA
M

IN
I, 

Eduardo, D
A

N
T

A
S, Bruno, Breves Com

entários ao N
ovo Código de Processo Civil, 2ª ed., São Paulo: RT

, 2016, p. 
2496

）。

（
63
）　

こ
れ
ら
の
管
轄
権
の
基
準
が
、
か
つ
て
の
少
額
裁
判
所
の
管
轄
権
を
拡
大
し
て
再
構
成
し
、
訴
額
（
限
度
額
要
件
）
と
事
案
（
事
物

的
要
件
）
と
い
う
二
基
準
に
区
分
し
た
こ
と
に
つ
き
、REIN

A
LD

O
 FILH

O
, D

em
ócrito Ram

os, Juizados E
speciais Cíveis, 

São Paulo: Saraiva, 1999, p. 3

参
照
。

（
64
）　

二
〇
一
七
年
の
最
低
賃
金
九
三
七
レ
ア
ル
（
約
三
二
五
〇
〇
円
）
の
二
〇
倍
以
下
と
は
、
一
八
七
四
〇
レ
ア
ル
（
約
六
五
万
円
）
以

下
と
な
る
。

（
65
）　M

C nº 15.465-SC, 3ª turm
a, rel. M

in. N
ancy A

ndrighi, j. de 28.04.2009.

（
66
）　

少
額
裁
判
所
法
（
七
二
四
四
／
八
四
号
）
三
条
で
は
、「
財
産
権
に
関
す
る
事
件
で
、
裁
判
の
時
点
で
国
に
お
い
て
有
効
な
最
低
賃

金
の
二
〇
倍
を
超
え
ず
、
か
つ
、
次
の
事
柄
を
目
的
（
訴
訟
物
）
と
す
る
事
件
は
経
済
的
少
額
事
件
と
し
て
考
慮
さ
れ
る
。
Ⅰ
︲
金
銭
債
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権
、
Ⅱ
︲
消
費
の
た
め
の
製
品
及
び
役
務
の
製
造
者
又
は
事
業
者
の
責
任
に
よ
る
、
特
定
の
動
産
の
引
渡
請
求
又
は
為
す
債
務
の
履
行
、

Ⅲ
︲
動
産
及
び
自
力
で
動
く
動
産
（coisas sem

oventes

）〔
動
物
の
こ
と
…
筆
者
注
〕」
と
定
め
ら
れ
て
い
た
た
め
、
限
度
額
要
件
と

Ⅰ
～
Ⅲ
号
の
事
物
的
要
件
は
重
畳
的
要
件
で
あ
っ
た
。

（
67
）　

少
額
裁
判
所
法
四
〇
条
で
は
、「
判
決
の
執
行
は
、
管
轄
を
有
す
る
通
常
裁
判
所
で
手
続
さ
れ
る
」
と
定
め
て
い
た
。
こ
の
理
由
と

し
て
、
行
政
改
革
省
の
大
臣
を
務
め
た
エ
リ
オ
・
ベ
ル
ト
ラ
ン
は
、
執
行
段
階
に
お
い
て
も
完
全
な
口
頭
主
義
を
貫
く
こ
と
の
不
都
合
性

を
指
摘
す
る
（BELT

RÃ
O

, H
élio, 

“Lei nº 7.244/84: Exposição de M
otivos

”, In: W
A

T
A

N
A

BE, K
azuo, (coord)., Juizados 

E
speciais de Pequenas Causas. Lei nº 7.244, de 7 de novem

bro de 1984, São Paulo: Revista dos T
ribunais, 1985, p. 

213

）。

（
68
）　http://rj.consum

idorvencedor.m
p.br/

（
リ
オ
・
デ
・
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
州
の
検
察
庁
に
よ
る
『
消
費
者
・
勝
利
者
』
の
サ
イ
ト
）。

（
69
）　

一
般
弁
護
士
に
相
談
す
る
場
合
は
弁
護
士
報
酬
が
発
生
す
る
。
弁
護
士
費
用
が
か
か
ら
な
い
公
共
弁
護
士
に
相
談
す
る
に
は
、
収
入

が
二
〇
〇
〇
レ
ア
ル
以
下
の
弱
者
で
あ
る
こ
と
が
条
件
と
な
っ
て
い
る
（
二
〇
一
六
年
一
二
月
七
日
公
共
弁
護
庁
高
等
審
議
会
決
議
第
一

三
四
号
）。

（
70
）　

残
余
財
産
（resíduos

）
に
関
し
て
は
、「
遺
言
に
関
す
る
規
定
に
基
づ
く
事
由
」
と
い
う
短
い
説
明
の
み
が
な
さ
れ
て
い
る

（N
EGRÃ

O
, T

heotônio, BO
N

D
IO

LI, Luis Guilherm
e A

idar, GO
U

V
ÊA

, José Roberto Ferreira, FO
N

SECA
, João 

Francisco N
aves da, Código de Processo Civil e Legislação Processual E

m
 V

igor, 47ª ed., São Paulo: Saraiva, 2016, 
p. 100

）。
一
例
と
し
て
、
相
続
に
際
し
、
作
成
さ
れ
た
相
続
財
産
目
録
に
記
載
さ
れ
た
も
の
以
外
に
、
当
該
相
続
に
関
し
て
事
後
的
又

は
副
次
的
な
議
論
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
、
こ
れ
が
残
余
財
産
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

（
71
）　CÂ

M
A

RA
, A

lexandre Freitas, Juizados E
speciais Cíveis E

staduais, Federais e da Fazenda Pública: um
a abordagem

 
crítica, Rio de Janeiro: Lum

en Juris, 2010, p. 27.

（
72
）　

国
家
簡
易
裁
判
所
集
会
（Fórum

 N
acional de Juizados Especiais: FO

N
A

JE

）
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
判
事
協
会
（A

ssociação 
dos M

agistrados Brasileiros: A
M

B

）
を
母
体
と
す
る
団
体
で
、
簡
易
裁
判
所
実
務
に
か
か
わ
る
全
国
の
判
事
ら
の
交
流
と
情
報
交

換
、
簡
易
裁
判
所
に
お
け
る
手
続
の
統
一
化
や
標
準
化
を
目
的
と
し
て
一
九
九
七
年
に
設
立
さ
れ
た
。

（
73
）　

稀
に
、
裁
判
所
や
検
察
庁
、
公
共
弁
護
庁
の
事
務
職
員
を
経
て
国
家
試
験
を
受
験
す
る
者
も
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
国
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家
機
関
の
事
務
職
員
と
な
る
た
め
の
国
家
試
験
に
つ
い
て
は
、
法
学
部
卒
業
で
あ
る
必
要
は
な
く
、
行
政
学
部
な
ど
他
学
部
卒
業
で
あ
っ

て
も
受
験
資
格
を
有
す
る
。

（
74
）　

渡
辺
千
原
「
裁
判
の
専
門
化
と
裁
判
官
」
立
命
館
法
学
三
三
九
・
三
四
〇
号
（
二
〇
一
一
年
）
六
四
七
頁
以
下
参
照
。

（
75
）　

国
家
簡
易
裁
判
所
集
会
（FO

N
A

JE

）
要
旨
144
に
よ
り
、
制
裁
条
項
は
裁
判
官
に
よ
り
合
理
的
に
確
定
さ
れ
る
範
囲
内
で
訴
額
上

限
を
超
え
て
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
76
）　

調
停
人
の
氏
名
を
明
記
し
て
、
①
調
停
サ
ー
ビ
ス
の
満
足
度
、
及
び
、
②
調
停
制
度
自
体
の
満
足
度
を
五
段
階
評
価
で
記
入
す
る
と

と
も
に
、
③
調
停
の
進
行
の
た
め
に
ル
ー
ル
説
明
が
適
切
だ
っ
た
か
、
④
一
方
当
事
者
に
有
利
に
見
え
た
否
か
、
⑤
他
の
サ
ー
ビ
ス
を

「
販
売
」
し
な
か
っ
た
か
、
⑥
調
停
室
か
ら
満
足
し
て
退
室
し
た
か
、
⑦
合
意
形
成
へ
の
圧
迫
を
感
じ
た
か
、
⑧
和
解
的
解
決
機
関
と
し

て
評
価
し
得
る
か
、
が
質
問
事
項
と
な
っ
て
い
る
。

（
77
）　

反
訴
は
認
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
被
告
は
、
答
弁
に
お
い
て
、
訴
訟
物
を
構
成
す
る
同
一
事
実
に
依
拠
す
る
限
り
、
本
法
三
条
所
定
の

制
限
内
で
、
被
告
の
た
め
の
訴
え
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
（
三
一
条
本
文
）。
原
告
は
、
被
告
の
訴
え
に
対
し
て
、
当
該
法
廷
で
返
答
す

る
こ
と
が
で
き
、
又
は
、
新
た
な
日
程
の
指
定
を
要
請
す
る
こ
と
も
で
き
る
（
三
一
条
補
項
）。

（
78
）　

各
当
事
者
と
も
に
証
人
は
三
名
ま
で
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
（
三
四
条
）。
必
要
で
あ
れ
ば
裁
判
官
が
証
人
の
召
喚
を
要
請
で
き
る
が
、

そ
の
費
用
は
当
事
者
の
負
担
と
な
る
。
当
事
者
は
、
審
理
と
裁
判
〔
審
判
〕
期
日
の
五
日
前
ま
で
に
裁
判
所
事
務
局
に
証
人
の
召
喚
を
要

請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
三
四
条
一
項
）。
呼
び
出
し
を
受
け
た
証
人
が
正
当
な
理
由
な
く
出
頭
し
な
い
場
合
の
公
権
力
の
介
入
も
規

定
さ
れ
て
い
る
（
三
四
条
二
項
）。

（
79
）　

国
家
簡
易
裁
判
所
集
会
（FO

N
A

JE

）
要
旨
95
に
よ
り
、
非
職
業
裁
判
官
は
一
〇
日
以
内
に
非
職
業
裁
判
官
に
判
決
提
案
書
を
提

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
80
）　

明
文
規
定
が
存
在
し
な
い
た
め
、
学
説
及
び
判
例
で
は
議
論
が
あ
る
。
連
邦
高
等
司
法
裁
判
所
（
Ｓ
Ｔ
Ｊ
）
第
三
小
法
廷
二
〇
〇
九

年
四
月
二
八
日
決
定
（M

C nº 15.465-SC, 3ª turm
a, rel. M

in. N
ancy A

ndrighi, j. de 28.04.2009

）
の
判
決
要
旨
（Em

enta

）

に
よ
れ
ば
、「
事
件
の
複
雑
性
す
な
わ
ち
簡
易
裁
判
所
の
管
轄
権
は
、
鑑
定
の
必
要
性
の
有
無
と
は
何
ら
関
係
し
な
い
」。
こ
の
事
案
で
は
、

サ
ン
タ
・
カ
タ
リ
ー
ナ
州
の
簡
易
裁
判
所
判
決
の
執
行
を
停
止
す
る
目
的
で
同
州
通
常
裁
判
所
に
対
し
て
求
め
ら
れ
拒
絶
さ
れ
た
権
利
保

障
令
状
に
基
づ
く
保
全
処
分
の
可
否
が
問
題
と
な
っ
た
。
控
訴
人
は
、
控
訴
理
由
と
し
て
簡
易
裁
判
所
の
管
轄
権
が
及
ば
な
い
こ
と
を
主
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張
し
て
お
り
、
そ
の
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
本
件
で
は
鑑
定
が
必
要
で
あ
る
こ
と
も
簡
易
裁
判
所
の
管
轄
権
を
除
外
す
る
理
由
と
な
る
と

主
張
し
て
い
た
。GA

IO
 JÚ

N
IO

R, A
ntônio Pereira, O

 Processo nos Juizados E
speciais Cíveis E

staduais, Federais e da 
Fazenda Pública, 2ª ed., Belo H

orizonte: D
el Rey, 2015, p. 63

で
も
、「
管
轄
権
の
確
定
に
関
し
て
は
、
訴
額
（valor

）
と
事
物

（m
atéria

）
と
い
う
二
つ
の
基
準
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
事
件
の
複
雑
性
す
な
わ
ち
簡
易
裁
判
所
の
管
轄
権
は
、
鑑
定
の
必
要
性
の
有
無

と
は
何
ら
関
係
し
な
い
」
と
し
て
上
記
連
邦
高
等
司
法
裁
判
所
（
Ｓ
Ｔ
Ｊ
）
判
決
を
引
用
す
る
。BO

RRIN
G RO

CH
A

, Felippe, 
M

anual dos Juizados E
speciais Civeis E

staduais, T
eoria e Prática, 9ª ed., São Paulo: GEN

/ A
tlas, 2017, p. 181; 

A
LM

EID
A

, Pedro Francisco da Silva, 

“Da prova pericial nos Juizados Especiais Cíveis

”, Á
m

bito Jurídico, Rio 
Grande, X

IX
, n. 148, m

aio 2016; M
A

LU
F, A

ndré Luiz, O
LD

EM
BU

RG, Raphael A
lves, 

“A prova pericial nos 
Juizados Especiais Cíveis: um

a reflexão sobre sua aplicabilidade

”, Revista de D
ireito dos M

onitores da U
FF, nº 14, 

2013, p. 100

も
同
旨
。

（
81
）　

国
家
簡
易
裁
判
所
集
会
（FO

N
A

JE

）
要
旨
102
に
よ
り
、
民
事
上
訴
機
関
の
報
告
担
当
判
事
は
、
上
訴
機
関
、
統
一
機
関
及
び
上

級
裁
判
所
の
ス
ム
ラ
や
支
配
的
判
例
と
明
ら
か
に
異
な
る
不
当
な
上
訴
を
拒
絶
し
、
ま
た
、
同
要
旨
103
に
よ
り
、
上
級
裁
判
所
の
重
要
判

例
要
旨
／
ス
ム
ラ
（Súm

ula

）
や
支
配
的
判
例
と
明
ら
か
に
対
立
す
る
決
定
に
つ
い
て
上
訴
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
82
）　

リ
オ
・
グ
ラ
ン
ヂ
・
ド
・
ス
ー
ル
州
の
か
つ
て
の
調
停
仲
裁
審
議
会
や
少
額
裁
判
所
の
時
代
は
、
当
該
裁
判
所
に
対
す
る
異
議
申
立

て
と
い
う
形
を
と
っ
て
い
た
と
い
う
。
当
時
は
、
上
訴
部
（câm

aras recursais

）
と
呼
ば
れ
た
合
議
体
が
審
議
会
や
少
額
裁
判
所
が

設
置
さ
れ
た
各
裁
判
区
に
お
い
て
月
一
回
程
度
開
催
さ
れ
て
い
た
。

（
83
）　

サ
ン
パ
ウ
ロ
市
内
に
は
全
部
で
五
つ
の
上
訴
機
関
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

（
84
）　

敗
訴
し
た
場
合
に
支
払
う
訴
訟
費
用
は
、
全
部
勝
訴
と
一
部
勝
訴
の
場
合
で
異
な
る
。

（
85
）　

連
邦
高
等
司
法
裁
判
所
（
Ｓ
Ｔ
Ｊ
）
重
要
判
例
要
旨
／
ス
ム
ラ
（Súm

ula

）
二
〇
三
号
「
簡
易
裁
判
所
の
第
二
審
機
関
に
よ
り
下

さ
れ
た
判
決
に
対
す
る
特
別
上
告
は
認
め
ら
れ
な
い
」。

（
86
）　

連
邦
最
高
裁
判
所
（
Ｓ
Ｔ
Ｆ
）
重
要
判
例
要
旨
／
ス
ム
ラ
（Súm

ula
）
六
四
〇
号
「（
訴
額
上
限
内
の
）
管
轄
権
を
有
す
る
事
件
に

お
け
る
第
一
審
判
事
（juiz de prim

eiro grau nas causas de alçada
）
に
よ
り
、
又
は
、
民
事
及
び
刑
事
の
簡
易
裁
判
所
の
上
訴

機
関
に
よ
り
下
さ
れ
た
判
決
に
対
し
て
は
非
常
上
告
が
認
め
ら
れ
る
」。
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（
87
）　

連
邦
憲
法
一
〇
二
条
Ⅲ
号
「
a)
こ
の
憲
法
の
規
定
に
違
反
す
る
と
き
、
b)
条
約
又
は
連
邦
法
の
違
憲
性
を
宣
告
す
る
と
き
、
c)
こ
の

憲
法
に
照
ら
し
、
争
わ
れ
た
地
方
政
府
の
法
律
又
は
行
為
を
有
効
と
す
る
と
き
」。

（
88
）　

連
邦
憲
法
一
〇
五
条
Ⅲ
号
「
a)
条
約
又
は
連
邦
法
に
違
反
す
る
、
又
は
そ
れ
ら
の
効
力
を
否
定
す
る
と
き
、
b)
連
邦
法
に
照
ら
し
て

争
わ
れ
た
地
方
政
府
の
法
律
又
は
行
為
を
有
効
と
す
る
と
き
、
c)
連
邦
法
の
解
釈
が
、
他
の
裁
判
所
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
解
釈
と
異
な
る

と
き
」。

（
89
）　

州
簡
易
裁
判
所
よ
り
も
後
に
設
置
さ
れ
た
連
邦
簡
易
裁
判
所
（
Ｊ
Ｅ
Ｆ
）
及
び
税
務
簡
易
裁
判
所
に
つ
い
て
は
、
連
邦
高
等
司
法
裁

判
所
（
Ｓ
Ｔ
Ｊ
）
の
判
例
等
が
優
先
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
定
め
た
明
文
規
定
が
置
か
れ
て
い
る
。
連
邦
簡
易
裁
判
所
（
Ｊ
Ｅ
Ｆ
）
に
つ
い

て
は
、
二
〇
〇
一
年
法
第
一
〇
二
五
九
号
一
四
条
に
お
い
て
、
本
文
で
「
法
律
の
解
釈
に
お
い
て
上
訴
機
関
（T

urm
as Recursais

）

に
よ
り
下
さ
れ
た
実
体
法
上
の
問
題
に
関
す
る
決
定
間
に
相
違
が
存
在
す
る
場
合
は
、
連
邦
法
解
釈
統
一
の
訴
え
が
可
能
で
あ
る
」
と
し

た
上
で
、
二
項
「
異
な
る
地
域
の
（
上
訴
）
機
関
間
の
決
定
の
相
違
又
は
連
邦
高
等
司
法
裁
判
所
（
Ｓ
Ｔ
Ｊ
）
の
重
要
判
例
要
旨
／
ス
ム

ラ
（súm

ula

）
若
し
く
は
支
配
的
判
例
に
反
し
て
下
さ
れ
た
決
定
の
相
違
に
基
づ
く
訴
え
は
、
連
邦
裁
判
所
調
整
役
の
出
席
の
下
で
、

上
訴
機
関
の
判
事
ら
に
よ
り
構
成
さ
れ
た
、
統
一
機
関
（T

urm
a de U

niform
ização

）
に
よ
り
審
理
さ
れ
る
」、
四
項
「
実
体
法
上
の

問
題
に
お
い
て
、
統
一
機
関
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
決
定
が
連
邦
高
等
司
法
裁
判
所
（
Ｓ
Ｔ
Ｊ
）
の
重
要
判
例
要
旨
／
ス
ム
ラ
（súm

ula

）

若
し
く
は
支
配
的
判
例
に
反
す
る
場
合
、
当
事
者
は
相
違
を
解
消
す
べ
く
、
当
該
（
連
邦
高
等
司
法
裁
判
所
（
Ｓ
Ｔ
Ｊ
）
の
重
要
判
例
要

旨
／
ス
ム
ラ
）
意
思
表
明
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
」。
具
体
的
な
手
続
の
流
れ
と
し
て
、
連
邦
簡
易
裁
判
所
（
Ｊ
Ｅ
Ｆ
）
か
ら
同
上
訴
機

関
（T

urm
a Recursal

）
を
経
て
、
案
件
に
従
い
「
異
な
る
地
域
の
上
訴
機
関
間
の
決
定
の
相
違
」
で
あ
れ
ば
地
域
的
統
一
機
関

（T
urm

a Regional de U
niform

ização: T
RU

）
に
、「
連
邦
高
等
司
法
裁
判
所
（
Ｓ
Ｔ
Ｊ
）
の
重
要
判
例
要
旨
／
ス
ム
ラ
若
し
く
は

支
配
的
判
例
に
反
し
て
下
さ
れ
た
決
定
の
相
違
」
で
あ
れ
ば
国
立
統
一
機
関
（T

urm
a N

acional de U
niform

ização: T
N

U

）
に
そ

れ
ぞ
れ
申
し
立
て
る
。
こ
の
よ
う
な
不
服
申
立
て
制
度
が
明
文
で
存
在
す
る
た
め
、
連
邦
高
等
司
法
裁
判
所
（
Ｓ
Ｔ
Ｊ
）
は
、
連
邦
簡
易

裁
判
所
の
上
訴
機
関
の
合
議
体
判
決
に
対
す
る
不
服
申
立
て
（reclam

ação
）
を
認
め
な
い
（ST

J. 1ª Seção. A
gRg na Rcl 7.764/

SP, Rel. M
in. Benedito Gonçalves, j. de 24.10.2012

）。
税
務
簡
易
裁
判
所
に
つ
い
て
も
、
二
〇
〇
九
年
法
第
一
二
一
五
三
号
一
八

条
に
お
い
て
、
本
文
で
「
実
体
法
上
の
問
題
に
つ
い
て
上
訴
機
関
（T

urm
as Recursais

）
に
よ
り
下
さ
れ
た
決
定
間
に
相
違
が
存
在

す
る
場
合
は
、
法
解
釈
統
一
の
訴
え
が
可
能
で
あ
る
」
と
定
め
、
同
条
三
項
後
段
で
「
…
…
下
さ
れ
た
決
定
が
連
邦
高
等
司
法
裁
判
所
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（
Ｓ
Ｔ
Ｊ
）
の
重
要
判
例
要
旨
／
ス
ム
ラ
に
反
す
る
場
合
、
訴
え
は
後
者
（
連
邦
高
等
司
法
裁
判
所
（
Ｓ
Ｔ
Ｊ
）
の
重
要
判
例
要
旨
／
ス

ム
ラ
）
に
よ
り
判
決
さ
れ
る
」
と
定
め
、
ま
た
一
九
条
に
お
い
て
本
文
で
「
…
…
統
一
機
関
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
決
定
が
連
邦
高
等
司
法

裁
判
所
（
Ｓ
Ｔ
Ｊ
）
の
重
要
判
例
要
旨
／
ス
ム
ラ
に
反
す
る
場
合
、
当
事
者
は
相
違
を
解
消
す
べ
く
、
当
該
（
連
邦
高
等
司
法
裁
判
所

（
Ｓ
Ｔ
Ｊ
）
の
重
要
判
例
要
旨
／
ス
ム
ラ
）
意
思
表
明
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
」
と
定
め
る
。
こ
の
よ
う
に
、
税
務
簡
易
裁
判
所
に
関
し

て
は
、
申
立
て
の
対
象
が
、
連
邦
高
等
司
法
裁
判
所
（
Ｓ
Ｔ
Ｊ
）
の
重
要
判
例
要
旨
／
ス
ム
ラ
に
反
す
る
場
合
の
み
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
連
邦
高
等
司
法
裁
判
所
（
Ｓ
Ｔ
Ｊ
）
は
、
同
裁
判
所
の
支
配
的
判
例
に
反
す
る
税
務
簡
易
裁
判
所
の
上
訴
機
関
の
合
議
体
判
決
に

対
す
る
不
服
申
立
て
（reclam

ação

）
を
認
め
て
い
な
い
（ST

J. 1ª Seção. Rcl 22.033-SC, Rel. M
in. M

auro Cam
pbell 

M
arques, j. de 8.4.2015, Info 559

）。

（
90
）　

反
復
上
訴
（recurso repetitivo

）
と
は
、
同
一
の
論
旨
で
あ
る
場
合
や
、
同
一
の
法
律
問
題
に
基
づ
く
上
訴
群
を
指
し
示
す
用

語
で
あ
る
。
あ
る
上
訴
が
反
復
上
訴
と
さ
れ
る
と
、
連
邦
高
等
司
法
裁
判
所
（
Ｓ
Ｔ
Ｊ
）
の
最
終
判
断
ま
で
元
の
裁
判
所
で
審
理
中
断
と

な
る
。
二
〇
一
五
年
新
民
事
訴
訟
法
一
〇
三
六
条
で
は
、
連
邦
高
等
司
法
裁
判
所
（
Ｓ
Ｔ
Ｊ
）
で
審
理
さ
せ
る
べ
く
、
元
の
裁
判
所
の
長

官
に
二
、
三
の
サ
ン
プ
ル
と
な
る
事
件
を
抽
出
す
る
権
限
を
付
与
す
る
（W

A
M

BIER, T
eresa A

rruda A
lvim

, D
ID

IER JR., 
Fredie, T

A
LA

M
IN

I, Eduardo, D
A

N
T

A
S, Bruno, op. cit., pp. 2431-2433

）。

（
91
）　

ブ
ラ
ジ
ル
法
に
お
け
る
ス
ム
ラ
（Súm

ula

）
と
は
、
社
会
に
当
該
判
例
を
知
ら
し
め
る
と
同
時
に
判
例
の
統
一
を
図
る
目
的
で
、

あ
る
特
定
の
問
題
に
つ
い
て
出
さ
れ
る
あ
る
裁
判
所
の
統
一
解
釈
又
は
多
数
解
釈
を
記
載
し
た
覚
書
の
こ
と
で
、
い
わ
ゆ
る
重
要
判
例
要

旨
の
こ
と
で
あ
る
。

（
92
）　

催
奇
的
判
決
と
は
、
常
識
や
公
共
の
利
益
に
反
す
る
歪
曲
し
論
理
が
破
綻
し
た
判
決
の
こ
と
を
い
う
。

（
93
）　

管
轄
引
受
付
随
事
件
は
、
二
〇
一
五
年
新
民
事
訴
訟
法
九
四
七
条
以
下
に
新
制
度
と
し
て
規
定
さ
れ
た
。
個
別
事
件
で
は
あ
る
が
大

き
な
社
会
的
影
響
力
（repercussão social

）
を
有
す
る
実
体
法
又
は
訴
訟
法
上
の
法
律
問
題
を
含
む
事
件
（
本
文
）、
及
び
、
別
の
合

議
体
や
小
法
廷
の
判
決
と
の
相
違
を
防
止
し
又
は
統
合
す
べ
き
事
件
（
四
項
）
に
つ
い
て
、
第
二
審
裁
判
所
（
や
連
邦
高
等
司
法
裁
判
所
、

連
邦
最
高
裁
判
所
）
は
専
門
部
な
ど
の
別
の
合
議
体
（
二
項
）
で
審
理
し
判
決
を
下
す
べ
き
と
す
る
も
の
で
、
社
会
的
影
響
力
の
あ
る
事

案
や
同
一
裁
判
所
内
で
相
反
し
て
い
た
判
決
に
関
す
る
統
一
ル
ー
ル
の
確
立
を
目
的
と
し
た
制
度
で
あ
る
（W

A
M

BIER, T
eresa 

A
rruda A

lvim
, D

ID
IER JR., Fredie, T

A
LA

M
IN

I, Eduardo, D
A

N
T

A
S, Bruno, op. cit., pp. 2207-2209

）。
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（
94
）　

反
復
請
求
決
定
付
随
事
件
は
、
二
〇
一
五
年
新
民
事
訴
訟
法
九
七
六
条
以
下
に
新
制
度
と
し
て
規
定
さ
れ
た
。
判
決
の
統
一
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
制
度
で
、
第
二
審
判
事
に
よ
る
「
モ
デ
ル
訴
訟
」
が
確
立
さ
れ
た
場
合
、
こ
れ
が
同
一
の
論
旨
や
同
一
の
法
律
問
題

に
基
づ
く
反
復
請
求
に
お
け
る
共
通
問
題
を
審
理
す
る
際
の
指
針
と
な
り
、
第
一
審
判
事
は
、
具
体
的
事
例
ご
と
の
特
殊
性
に
配
慮
し
つ

つ
も
、「
モ
デ
ル
訴
訟
」
の
基
準
を
適
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（W

A
M

BIER, T
eresa A

rruda A
lvim

, D
ID

IER JR., Fredie, 
T

A
LA

M
IN

I, Eduardo, D
A

N
T

A
S, Bruno, op. cit., pp. 2279-2282

）。

（
95
）　

連
邦
憲
法
五
条
本
文
で
は
、「
全
て
の
者
は
、
い
か
な
る
性
質
の
差
別
も
な
く
法
の
前
に
平
等
で
あ
り
、
国
内
に
居
住
す
る
ブ
ラ
ジ

ル
人
及
び
外
国
人
に
対
し
、
次
の
規
定
の
下
に
生
命
、
自
由
、
平
等
、
安
全
及
び
財
産
権
に
関
す
る
権
利
の
不
可
侵
が
保
障
さ
れ
る
」
と

し
、
Ⅹ
Ⅹ
Ⅹ
Ⅳ
号
「
公
課
（taxas

）
の
支
払
い
に
関
係
な
く
、
全
て
の
者
に
対
し
下
記
の
も
の
が
保
障
さ
れ
る
」
a)
「
権
利
の
防
御
の

た
め
又
は
権
力
の
不
法
若
し
く
は
濫
用
に
対
し
、
公
権
力
に
請
願
す
る
権
利
」
と
定
め
る
。

（
96
）　A

D
I 2212, Rel. M

in. Ellen Gracie, T
ribunal Pleno, j. de 02.10.2003.

（
97
）　

不
服
申
立
て
の
法
的
性
質
に
関
し
て
は
、（
訴
訟
上
の
）
訴
え
（ação

）
に
は
当
た
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
裁
判
所
の
内

部
規
則
で
定
め
ら
れ
た
裁
判
所
に
お
け
る
一
部
部
内
監
査
（correição parcial

）
と
も
異
な
り
（
こ
の
点
に
関
し
て
、
今
日
、
不
服
申

立
て
制
度
の
存
在
意
義
は
、
不
作
為
に
関
す
る
中
間
判
決
に
対
す
る
不
服
申
立
て
（agravo de instrum

ento de om
issão

）
が
認
め

ら
れ
な
い
こ
と
と
関
係
す
る
）、
単
な
る
付
随
事
件
（incidente

）
に
も
限
定
さ
れ
ず
（ST

J, 1ª Seção, Rcl 502/GO
, j. 14.10.1998, 

rel. M
in. A

dhem
ar M

aciel, D
J 22.03.1999, p. 35

）、
ま
た
控
訴
（recurso

）
に
も
当
た
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
（ST

J, 1ª Seção, 
A

gRg na Rcl 16194/SC, j. 26.03.2014, rel. M
in. M

auro Cam
pbell M

arques, D
Je 02.04.2014

）。
ブ
ラ
ジ
ル
に
お
い
て
、
控
訴

（recurso

）
と
は
、
│
当
該
手
続
内
で
│
あ
る
決
定
や
判
決
を
変
更
し
、
無
効
に
し
又
は
そ
の
補
充
（suprim

ento

）
を
決
定
す
る
よ
う

に
、
再
検
証
機
関
に
対
し
て
提
起
す
る
も
の
に
限
定
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
不
服
申
立
て
の
認
容
は
、
不
服
申
立
て
の
対
象
た
る
行

為
や
処
分
（ato

）
が
行
わ
れ
た
同
一
手
続
内
で
付
与
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
不
服
申
立
て
に
お
い
て
、
不
服
申
立
て
の
対
象
た
る
決

定
の
代
わ
り
に
別
の
決
定
が
な
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
判
決
の
変
更
は
生
じ
な
い
。
判
決
の
不
足
部
分
が
、
裁
判
所
の
決
定
、
先

例
又
は
ス
ム
ラ
の
不
遵
守
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
り
、
裁
判
す
る
法
的
義
務
の
不
履
行
に
由
来
す
る
も
の
で
な
い
場
合
に
、
不
服
申
立
て

の
対
象
た
る
決
定
や
判
決
の
補
充
命
令
（m

andam
ento para suprim

ento de decisão reclam
ada

）
が
下
さ
れ
る
の
み
で
あ
る

（W
A

M
BIER, T

eresa A
rruda A

lvim
, D

ID
IER JR., Fredie, T

A
LA

M
IN

I, Eduardo, D
A

N
T

A
S, Bruno, op. cit., pp. 
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）。

（
98
）　

こ
の
う
ち
、
Ⅲ
号
及
び
Ⅳ
号
は
、
新
民
事
訴
訟
法
公
布
後
の
二
〇
一
六
年
二
月
四
日
の
法
律
第
一
三
二
五
六
号
に
よ
る
改
正
後
の
法

文
で
あ
る
。

（
99
）　
「
一
般
的
影
響
力
（repercussão geral

）」
は
、
連
邦
憲
法
一
〇
二
条
三
項
、
新
民
事
訴
訟
法
一
〇
三
五
条
（
旧
民
事
訴
訟
法
五
四

三
︲
Ａ
条
及
び
五
四
三
︲
Ｂ
条
）
及
び
連
邦
最
高
裁
判
所
内
部
規
則
三
二
二
条
以
下
に
そ
の
定
め
が
置
か
れ
て
い
る
。
二
〇
〇
四
年
の
憲

法
修
正
四
五
号
に
よ
り
導
入
さ
れ
た
手
続
的
な
仕
組
み
で
あ
り
、
連
邦
最
高
裁
判
所
（
Ｓ
Ｔ
Ｆ
）
に
係
属
す
る
訴
訟
件
数
の
減
少
に
役

立
っ
て
い
る
。
一
般
的
影
響
力
を
否
定
し
て
裁
判
を
拒
絶
す
る
た
め
に
は
、
連
邦
最
高
裁
判
所
（
Ｓ
Ｔ
Ｆ
）
の
裁
判
官
（
全
一
一
人
）
の

う
ち
八
人
の
賛
成
が
必
要
で
あ
る
。

（
100
）　

連
邦
最
高
裁
判
所
（
Ｓ
Ｔ
Ｆ
）
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
は
、「
判
例
（Jurisprudência

）」
と
い
う
タ
ブ
と
並
ん
で
「
一
般
的
影
響

力
」
と
い
う
独
立
の
タ
ブ
が
あ
り
、
キ
ー
ワ
ー
ド
な
ど
で
事
案
と
そ
の
一
般
的
影
響
力
の
認
否
を
検
索
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
101
）　

連
邦
最
高
裁
判
所
（
Ｓ
Ｔ
Ｆ
）
は
一
一
人
の
裁
判
官
で
構
成
さ
れ
（
連
邦
最
高
裁
判
所
内
部
規
則
二
条
）、
裁
判
長
を
除
く
五
人
ず

つ
の
二
つ
の
小
法
廷
（T

urm
a

）（
連
邦
最
高
裁
判
所
内
部
規
則
四
条
）、
及
び
、
一
一
人
全
員
の
裁
判
官
で
構
成
さ
れ
る
大
法
廷

（Plenário

）
が
あ
る
。

（
102
）　

本
件
（A

RE835833　

RG/RS, Rel. M
in. T

eori Zavascki, D
JE 26.03.2015

）
は
、
リ
オ
・
グ
ラ
ン
ヂ
・
ド
・
ス
ー
ル
州
内
陸

部
ク
ル
ス
・
ア
ル
タ
市
の
小
規
模
地
方
生
産
者
を
原
告
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
乳
製
品
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
ブ
ラ
ジ
レ
イ
チ
（Brasileite

）
社
と

ト
ゥ
イ
ウ
チ
（T

uiuti

）
社
を
被
告
と
し
て
、
牛
乳
五
三
一
〇
リ
ッ
ト
ル
の
販
売
代
金
三
三
九
七
レ
ア
ル
（
約
一
二
万
円
）
の
支
払
い
を

求
め
た
事
案
で
あ
っ
た
。
牛
乳
は
原
告
の
生
産
者
か
らBrasileite

社
に
売
却
さ
れ
た
後
、T

uiuti

社
に
転
売
さ
れ
て
い
た
た
め
、

T
uiuti

社
の
訴
訟
当
事
者
適
格
が
な
い
こ
と
を
認
め
な
い
こ
と
は
法
的
安
定
性
を
害
す
る
と
し
てT

uiuti

社
に
よ
り
抗
告
付
帯
非
常
上

告
（recurso extraordinário com

 agravo: A
RE

）
が
提
起
さ
れ
て
い
た
。

　

抗
告
付
帯
の
非
常
上
告
及
び
特
別
上
告
は
、
二
〇
一
五
年
新
民
事
訴
訟
法
九
九
四
条
Ⅷ
号
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
特
別
上
告

や
非
常
上
告
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
に
、
当
事
者
、
被
害
を
受
け
た
第
三
者
又
は
検
察
庁
に
よ
り
提
起
さ
れ
る
（
新
民
訴
法
九
九
六

条
本
文
及
び
補
項
）、
最
高
裁
判
所
（
Ｓ
Ｔ
Ｆ
）
や
連
邦
高
等
司
法
裁
判
所
（
Ｓ
Ｔ
Ｊ
）
へ
の
上
告
の
こ
と
で
あ
る
（
同
一
〇
四
二
条
）。

例
え
ば
、
最
高
裁
判
所
（
Ｓ
Ｔ
Ｆ
）
が
あ
る
憲
法
問
題
に
つ
い
て
一
般
的
影
響
力
の
不
存
在
を
認
定
し
た
こ
と
を
根
拠
と
し
て
、
非
常
上
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告
を
認
め
な
か
っ
た
第
二
審
裁
判
所
の
決
定
や
判
決
に
対
し
て
抗
告
付
帯
非
常
上
告
が
認
め
ら
れ
る
（W

A
M

BIER, T
eresa A

rruda 
A

lvim
, D

ID
IER JR., Fredie, T

A
LA

M
IN

I, Eduardo, D
A

N
T

A
S, Bruno, op. cit., pp. 2453-2454

）。

（
103
）　

本
件
（A

RE837318 RG/SP, Rel. M
in. T

eori Zavascki, D
JE 25.03.2015

）
は
、
金
融
機
関
の
ア
イ
モ
レ
ー
（A

ym
oré

）
信

販
と
の
間
で
締
結
さ
れ
た
契
約
に
お
い
て
、
複
数
の
利
率
が
不
当
に
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
総
額
二
六
一
二
レ
ア
ル
（
約
九
万
円
）

の
非
債
弁
済
が
発
生
し
た
と
し
て
、
消
費
者
保
護
法
典
四
二
条
補
項
に
基
づ
き
弁
済
額
の
倍
額
請
求
権
を
行
使
し
た
事
案
で
あ
る
。
第
一

審
の
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
民
事
簡
易
裁
判
所
は
こ
れ
を
認
め
な
か
っ
た
が
、
第
二
審
の
同
州
上
訴
機
関
に
お
い
て
消
費
者
保
護
法
典
六
条
Ⅲ
号

（
様
々
な
製
品
及
び
役
務
に
関
す
る
、
分
量
、
特
徴
、
成
分
、
品
質
、
付
随
的
な
税
金
、
代
金
及
び
生
じ
得
る
危
険
〔
リ
ス
ク
〕
に
つ
い

て
の
正
確
な
明
細
列
挙
を
伴
う
適
切
で
明
確
な
情
報
）
及
び
五
一
条
Ⅳ
号
（
消
費
者
を
過
度
に
不
利
な
状
況
に
置
く
不
公
平
か
つ
不
当
と

考
え
ら
れ
る
義
務
を
規
定
す
る
製
品
又
は
役
務
の
供
給
に
関
連
す
る
契
約
条
項
、
又
は
、
信
義
誠
実
若
し
く
は
衡
平
と
相
容
れ
な
い
不
公

平
か
つ
不
当
と
考
え
ら
れ
る
義
務
を
規
定
す
る
製
品
又
は
役
務
の
供
給
に
関
連
す
る
条
項
）、
XV
号
（
消
費
者
保
護
シ
ス
テ
ム
と
適
合
し

な
い
条
項
）
に
基
づ
き
利
率
が
濫
用
的
で
無
効
で
あ
る
と
し
て
一
部
認
容
さ
れ
た
た
め
、
第
三
審
と
し
て
信
販
会
社
に
よ
り
提
起
さ
れ
た

非
常
上
告
事
件
で
あ
っ
た
。
信
販
会
社
は
、
⒜
両
当
事
者
の
合
意
に
よ
り
締
結
さ
れ
た
契
約
で
あ
る
こ
と
、
⒝
利
率
が
中
央
銀
行

（Banco Central

）
に
よ
り
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
、
⒞
消
費
者
保
護
法
典
五
二
条
に
従
い
利
率
に
関
す
る
情
報
提
供
義
務
を

果
た
し
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
連
邦
憲
法
五
条
Ⅹ
Ⅹ
Ⅹ
Ⅵ
号
（
法
律
は
、
既
得
権
、
完
全
な
法
律
行
為
及
び
既
判
力
を
侵
害
し
な
い
）

違
反
を
主
張
し
た
。
ま
た
、
連
邦
憲
法
五
条
Ⅹ
Ⅹ
Ⅹ
Ⅴ
号
（
法
律
は
、
権
利
の
侵
害
又
は
脅
威
に
対
す
る
裁
判
所
の
審
理
を
排
除
し
な

い
）
及
び
LV
号
（
司
法
裁
判
手
続
又
は
行
政
裁
判
手
続
に
お
け
る
係
争
当
事
者
及
び
刑
事
被
告
人
一
般
に
対
し
て
は
、
対
審
と
並
ん
で

（
防
御
に
）
内
在
す
る
手
段
と
控
訴
を
伴
う
広
範
な
防
御
が
保
障
さ
れ
る
）
違
反
に
つ
い
て
も
主
張
し
、
二
階
層
の
審
級
制
が
保
障
さ
れ

る
べ
き
こ
と
を
主
張
し
た
。

（
104
）　

本
件
（A

RE836819 RG/SP, Rel. M
in. T

eori Zavascki, D
JE25.03.2015

）
は
、
車
両
交
通
事
故
の
事
案
で
、
第
一
審
及
び
第

二
審
で
は
事
故
の
過
失
の
証
明
が
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
賠
償
請
求
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
提
起
さ
れ
た
非
常
上
告
で
あ
る
。
上
告
人
は
、

旧
民
事
訴
訟
法
五
四
三
︲
Ａ
条
二
項
に
基
づ
く
公
益
・
一
般
的
利
益
を
有
す
る
た
め
一
般
的
影
響
力
が
認
め
ら
れ
る
と
主
張
し
た
。
証
明

責
任
に
関
す
る
旧
民
事
訴
訟
法
三
三
三
条
Ⅱ
号
違
反
を
主
張
す
る
と
と
も
に
、
合
わ
せ
て
、
連
邦
憲
法
五
条
Ⅹ
Ⅹ
Ⅹ
Ⅴ
号
及
び
LV
号
並
び

に
九
三
条
Ⅸ
号
（
司
法
権
の
諸
機
関
の
全
て
の
審
理
は
公
開
と
し
、
全
て
の
決
定
は
、
無
効
の
制
裁
の
下
に
、
正
当
な
根
拠
を
有
す
る
も
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の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
法
律
は
、
情
報
に
対
す
る
公
益
上
の
要
請
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
一
定
の
訴
訟
行
為
に
お
い
て
、
当
事
者
と

そ
の
弁
護
人
又
は
弁
護
人
の
み
に
出
廷
を
限
る
こ
と
が
で
き
る
）
違
反
も
主
張
さ
れ
た
。

（
105
）　RO

SEN
N

, K
eith S., O

 jeito na cultura jurídica brasileira, Rio de Janeiro: Renovar, 1998, pp. 53-54.
（
106
）　

連
邦
高
等
司
法
裁
判
所
判
事
の
フ
ァ
チ
マ
・
ナ
ン
シ
ー
・
ア
ン
ド
リ
ー
ギ
（Fátim

a N
ancy A

ndrighi

）
は
、
よ
り
迅
速
で
効
果

的
な
司
法
を
促
進
す
べ
く
行
わ
れ
た
変
更
は
大
き
く
重
要
な
も
の
で
あ
り
、
ま
さ
に
「
特
別
な
司
法
（Justiça Especial

）」
と
考
慮
さ

れ
る
べ
き
も
の
と
な
っ
た
と
し
て
、
簡
易
裁
判
所
の
創
設
が
ブ
ラ
ジ
ル
司
法
の
歴
史
に
お
い
て
真
の
分
水
嶺
と
な
っ
た
と
述
べ
て
い
る

（A
N

D
RIGH

I, Fátim
a N

ancy, 

“Prim
eiras reflexões sobre o pedido de uniform

ização de interpretação no âm
bito dos 

Juizados Especiais Cíveis e Crim
inais

”, In: FU
X

, Luiz; N
ERY

 JR., N
elson; W

A
M

BIER, T
eresa A

rruda A
lvim

 
(Coord.), Processo e Constituição – estudos em

 hom
enagem

 ao Professor José Carlos Barbosa M
oreira, São Paulo: RT

, 
2006, p. 461

）。

（
107
）　

貧
者
の
法
廷
（Poor M

anʼs Court

）
と
呼
ば
れ
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
ス
モ
ー
ル
・
ク
レ
ー
ム
ズ
・
コ
ー
ト
で
は
、
パ
タ
ー
ナ
リ

ス
テ
ィ
ッ
ク
な
権
限
を
行
使
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
強
力
な
判
事
に
よ
り
、
調
停
に
仲
裁
を
組
み
合
わ
せ
た
手
法
が
用
い
ら
れ
、
結
果

と
し
て
拘
束
力
を
伴
う
仲
裁
合
意
が
示
さ
れ
て
も
、
教
育
や
資
産
を
欠
く
弱
者
た
る
移
民
は
判
事
の
権
威
を
尊
重
す
る
傾
向
に
あ
る
と
い

う
（K

ESLLER, A
m

alia D
., 

“Arbitration and A
m

ericanization: T
he Paternalism

 of Progressive Procedural Reform

”, 
124 Y

ale L.J., 2956

）。

（
108
）　W

A
T

A
N

A
BE, K

azuo, op. cit., p. 7.

（
109
）　

岡
本
和
之
「
コ
ロ
ー
ル
・
プ
ラ
ン
と
ブ
ラ
ジ
ル
経
済
」
ブ
ラ
ジ
ル
・
マ
ク
ロ
経
済
調
査
〈
特
集
〉
基
金
調
査
季
報
六
九
号
（
一
九
九

一
年
）
一
四
～
二
六
頁
。

（
110
）　W

A
T

A
N

A
BE, K

azuo, 

“Acesso à justiça e sociedade m
oderna

”, In: GRIN
O

V
ER PELLEGRIN

I, A
da; D

IN
A

M
A

RCO
, 

Cândido; W
A

T
A

N
A

BE, K
azuo (O

rg.), Participação e processo, São Paulo: Revista dos T
ribunais, 1988, p. 128.

（
111
）　GRIN

O
V

ER PELLEGRIN
I, A

da, op. cit., p. 281.

（
112
）　M

O
N

D
A

IN
I, M

arco, 

“O A
cesso à Justiça nos Juizados Especiais Cíveis: um

a análise sociológica

”, In: Sociedade 
e A

cesso à Justiça, Recife: Editora U
niversitária U

FPE, 2005, pp. 73 e ss.
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（
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）　FERRA

Z, Leslie Shérida, A
cesso à Justiça: um

a análise dos Juizados E
speciais Cíveis no Brasil, Rio de Janeiro: 

Editora FGV
, 2010, p. 124.

（
114
）　

急
性
虫
垂
炎
を
発
症
し
手
術
を
要
し
た
た
め
、
カ
ノ
ア
ス
救
急
病
院
ま
で
搬
送
し
た
事
案
で
、
原
告
消
費
者
は
急
病
の
場
合
は
保
険

契
約
締
結
後
二
四
時
間
経
過
す
れ
ば
保
険
金
請
求
が
可
能
と
な
る
と
主
張
し
た
の
に
対
し
、
被
告
保
険
会
社
は
本
件
事
実
で
は
保
険
契
約

締
結
後
一
八
〇
日
間
は
保
険
金
請
求
で
き
な
い
と
主
張
し
て
対
立
し
た
。
リ
オ
・
グ
ラ
ン
ヂ
・
ド
・
ス
ー
ル
州
の
簡
易
裁
判
所
上
訴
審
で

あ
る
上
訴
機
関
は
、
原
告
の
主
張
を
認
容
し
た
上
で
、
契
約
債
務
の
不
履
行
は
通
常
は
慰
謝
料
を
発
生
さ
せ
な
い
が
、
本
件
で
原
告
が

被
っ
た
苦
痛
は
深
い
精
神
的
シ
ョ
ッ
ク
を
引
き
起
こ
し
て
お
り
、
四
〇
〇
〇
レ
ア
ル
（
約
一
四
万
円
）
の
精
神
的
損
害
に
か
か
る
賠
償
義

務
を
生
じ
さ
せ
る
と
判
示
し
た
（Rio Grande do Sul, T

urm
as Recursais, Recurso Cível, n. 71001777606, 1ª T

urm
a 

Recursal Cível, Rel. Ricardo T
orres H

erm
ann, A

córdão em
 06.11.2008, D

J 12.11.2008

）。

（
115
）　

ワ
タ
ナ
ベ
は
、
原
子
と
い
う
そ
の
物
質
の
性
質
を
有
し
な
い
状
態
で
は
な
く
、
物
質
と
し
て
の
性
質
を
有
す
る
よ
う
に
な
る
最
小
の

単
位
で
あ
る
分
子
の
状
態
で
紛
争
解
決
に
あ
た
る
べ
き
必
要
性
を
指
摘
す
る
（W

A
T

A
N

A
BE, K

azuo, 

“Dem
andas Coletivas e os 

Problem
as Em

ergentes da Práxis Forense

”, Revista de Processo, n. 67, 1992, pp. 14-23

）。

（
116
）　

山
本
・
前
掲
書
（
注
6
）、
三
二
二
頁
。

（
117
）　

山
本
和
彦
ほ
か
「
消
費
者
裁
判
手
続
特
例
法
の
実
務
対
応
（
上
）」
Ｎ
Ｂ
Ｌ
一
〇
六
四
号
（
二
〇
一
五
年
）
七
頁
［
二
之
宮
義
人
］。

（
118
）　

山
本
豊
「
新
訴
訟
、
問
わ
れ
る
法
務
対
応
」
日
本
経
済
新
聞
二
〇
一
四
年
八
月
一
九
日
第
二
五
面
参
照
。

（
119
）　

プ
ロ
フ
ェ
コ
（Procuraduría Federal de Protección al Consum

idor: PRO
FECO

）
と
は
、
メ
キ
シ
コ
の
連
邦
消
費
者
保

護
局
の
こ
と
で
、
基
本
的
に
は
わ
が
国
の
消
費
者
庁
に
当
た
る
が
、
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
の
要
素
も
併
せ
持
つ
。
二
〇
一
一
年
の
連
邦
民

事
訴
訟
法
（Código Federal de Procedim

ientos Civiles
）
の
改
正
に
よ
り
第
五
編
（Libro Q

uinto

）「
集
団
訴
訟
（D

e las 
A

cciones Colectivas

）」
が
新
規
導
入
さ
れ
、
プ
ロ
フ
ェ
コ
は
そ
の
五
八
五
条
本
文
Ⅰ
号
で
原
告
適
格
を
付
与
さ
れ
て
い
る
。

（
120
）　

コ
ロ
ン
ビ
ア
で
は
、
一
九
九
八
年
民
衆
訴
訟
及
び
グ
ル
ー
プ
訴
訟
法
（Ley 472/1998 A

cciones Populares y de Grupo

）
の

下
で
、
グ
ル
ー
プ
訴
訟
の
原
告
適
格
と
し
て
、
個
別
の
侵
害
を
受
け
た
自
然
人
又
は
法
人
の
他
、
被
害
者
の
要
請
が
あ
る
場
合
又
は
保
護

を
欠
く
状
況
に
あ
る
場
合
に
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
（D

efensor del Pueblo

）、
市
区
代
理
人
（Personeros M

unicipales y D
istritales

）

が
認
め
ら
れ
て
い
る
（
四
八
条
）。
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（
121
）　

わ
が
国
で
は
二
〇
一
六
年
か
ら
改
正
景
品
表
示
法
に
よ
り
一
定
の
不
当
表
示
に
対
す
る
課
徴
金
制
度
が
導
入
さ
れ
た
。
ブ
ラ
ジ
ル
で

も
消
費
者
保
護
法
典
五
六
条
Ⅰ
号
で
課
徴
金
制
度
が
存
在
す
る
が
、
同
種
個
別
的
利
益
の
判
決
清
算
に
基
づ
く
個
別
の
金
銭
支
払
い
や
拡

散
的
利
益
侵
害
に
基
づ
く
公
共
慰
謝
料
と
は
別
個
独
立
で
重
畳
的
に
適
用
さ
れ
る
。
こ
の
た
め
、
違
反
事
業
者
は
、
課
徴
金
納
付
に
加
え

て
、
同
違
反
行
為
に
関
連
し
て
集
団
訴
訟
が
提
起
さ
れ
請
求
が
認
容
さ
れ
る
場
合
に
は
、
第
一
段
階
目
の
概
括
給
付
判
決
で
命
じ
ら
れ
る

公
共
慰
謝
料
の
支
払
い
（
こ
れ
は
特
別
基
金
へ
納
入
）、
及
び
、
第
二
段
階
目
の
判
決
清
算
手
続
を
通
じ
た
個
別
消
費
者
へ
の
金
銭
支
払

い
を
全
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。


